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第 9 章 総合評価 

9.1 総合評価 

本事業は、自衛隊の訓練のために使用するほか、わが国島嶼部に対する攻撃への対

処のための活動場所として、また、災害等発生の際の一時的な集積・展開地として、

併せて、米軍による恒久的な FCLP 施設として活用することを目的とし、鹿児島県西

之表市馬毛島島内に滑走路等の飛行場施設及びその他の施設を含む自衛隊施設を整備

するものです。 

環境影響を把握するための調査、予測及び評価については、事業実施区域及びその

周辺地域を対象として、環境の現況把握を環境影響評価方法書及びそれに対する追

加・修正資料に基づく約 1 年間にわたる現地調査を始め、既存資料やその他文献資料

を活用して適切に実施し、事業の実施が自然環境及び生活環境へ与える影響を予測し、

より自然環境に与える影響を回避又は低減するための環境保全措置を検討し、評価を

実施するとともに、事後調査についても検討しました。 

本事業の実施が環境に及ぼす影響の評価については、 

① 調査及び予測の結果並びに環境保全措置を検討した場合においてはその結果を

踏まえ、事業の実施により選定項目に係る環境要素に及ぶおそれがある影響が、

実行可能な範囲内でできる限り回避又は低減されており、必要に応じその他の

方法により環境の保全についての配慮が適正になされているか 

② 国又は関係する地方公共団体が実施する環境の保全に関する施策によって、選

定項目に係る環境要素に関して基準又は目標が示されている場合には、当該基

準又は目標と調査及び予測の結果との間に整合が図られているか 

の主に2つの観点から実施しました。 

本事業の実施が環境に及ぼす影響を予測・評価した結果、環境影響評価方法書に対

する鹿児島県知事意見等に配慮して、調査地点や評価項目の追加等の変更を行い、事

業の実施に伴う環境保全の観点から実行可能な範囲で環境保全措置を講じることとし

た結果、環境保全への配慮は適正であり、環境保全の基準又は目標との整合性も図ら

れていると判断しました。  

なお、調査、予測及び評価の結果等をとりまとめたものを、以下に示します。 
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9.
1.
1 
大
気
質
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
１
）
 

調 査 結 果
 

○
気

象
の

状
況

 
・
風
向
風
速
計

2
地
点
の
調
査
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
 

西
之
表
市
街
地
の
平
均
風
速
は

1.
6～

3.
0m
/s
、
浜
津
脇
地
区
の
平
均
風
速
は

1.
7～

3.
0m
/s

で
し
た
。
 

○
二

酸
化

窒
素

等
大

気
質

の
濃

度
の

状
況

 
・
計

2
地
点
の
調
査
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
 

【
日
平
均
値
】
二
酸
化
窒
素
:0
.0
01
～
0.
02
3p
pm
、
二
酸
化
硫
黄
:0
.0
00
～
0.
00
8p
pm
、
一
酸
化
炭
素
:0
.0
～
0.
2p
pm
、
浮
遊
粒
子
状
物
質
:0
.0
15
～
0.
02
7m
g/
m3
、
 

微
小
粒
子
状
物
質
:7
.6
～
14
.7
μ
g/
m3
、
メ
タ
ン

1.
78
～
2.
04
pp
mC
、
炭
化
水
素

1.
83
～
2.
06
pp
mC

 

【
１
時
間
値
】
二
酸
化
硫
黄
:0
.0
01
～
0.
01
9p
pm
、
一
酸
化
炭
素
(8

時
間
平
均
値
):
0.
1～

0.
2p
pm
、
浮
遊
粒
子
状
物
質
:0
.0
19
～
0.
05
2m
g/
m3
、
 

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
:0
.0
22
～
0.
06
0p
pm
、
非
メ
タ
ン
炭
化
水
素
(3

時
間
平
均
値
):
0.
02
～
0.
14
pp
mC
 

【
季
平
均
値
】
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
：
0.
36
～
6.
0μ

g/
m3
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
：
0.
5～

1.
5μ

g/
m3
、
キ
シ
レ
ン
：
0.
06
9～

0.
62
0μ

g/
m3
、
ト
ル
エ
ン
：
0.
3～

6.
4μ

g/
m3
、
1,
3-
ブ
タ
ジ
エ
ン
：
0.
01
2～

0.
04
1μ

g/
m3
、
ベ
ン
ゼ
ン

0.
10
～
0.
84
μ
g/
m3
 

○
粉

じ
ん

等
の

状
況

 
・
計

2
地
点
の
調
査
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
 

降
下
ば
い
じ
ん
：
1.
12
6～

3.
88
5t
/k
m2
/月

 
 

予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

工 事 の 実 施
 

〇
窒

素
酸

化
物

、
浮

遊
粒

子
状

物
質

、
硫

黄
酸

化
物

 

・
計
4地

点
に
お
け
る
資
材
及
び
機
械
の
運
搬
に
係

る
車
両
の
運
行
に
伴
い
発
生
す
る
大
気
汚
染
物

質
の
日
平
均
値
の
予
測
濃
度
は
、
二
酸
化
窒
素

が
0.
00
97
7～

0.
01
70
7p
pm
、
浮
遊
粒
子
状
物
質

が
0.
03
89
1～

0.
04
10
0m
g/
m3
、
二
酸
化
硫
黄
が

0.
00
31
7～

0.
00
51
1p
pm
と
な
り
、
い
ず
れ
も
環

境
基
準
値
を
下
回
る
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

・
計
3地

点
の
資
材
及
び
機
械
の
運
搬
に
係
る
船
舶

の
運
航
に
伴
い
発
生
す
る
大
気
汚
染
物
質
の
日

平
均
値
の
予
測
濃
度
は
、
二
酸
化
窒
素
が

0.
01
00
～
0.
01
71
pp
m、

浮
遊
粒
子
状
物
質
が

0.
03
70
～
0.
04
13
mg
/m

3 、
二
酸
化
硫
黄
が

0.
00
41
～
0.
00
60
pp
mと

な
り
、
い
ず
れ
も
環
境

基
準
値
を
下
回
る
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

 

○
環

境
影

響
の

回
避

・
低

減
に

係

る
評

価
 

・
調
査
及
び
予
測
の
結
果
、
並
び

に
環
境
保
全
措
置
の
検
討
結
果

を
踏
ま
え
る
と
、
工
事
の
実
施

に
伴
う
資
材
及
び
機
械
の
運
搬

に
用
い
る
車
両
の
運
行
、
建
設

機
械
の
稼
働
に
よ
る
大
気
汚
染

物
質
（
窒
素
酸
化
物
、
浮
遊
粒

子
状
物
質
、
硫
黄
酸
化
物
、
粉

じ
ん
等
）
の
影
響
は
、
環
境
保

全
措

置
を

講
じ

る
こ

と
に

よ

り
、
低
減
が
期
待
で
き
る
も
の

と
考
え
ま
す
。
 

 

・
大
気
汚
染
物
質
の
排
出
量
を
抑
え
る

た
め
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
に

留
意
す
る
等
、
工
事
関
係
者
に
対
し

て
必

要
な

教
育

・
指

導
を

行
い

ま

す
。
 

・
通
勤
車
両
台
数
の
低
減
の
た
め
、
工

事
関
係
者
は
可
能
な
限
り
公
共
交
通

機
関
の
利
用
及
び
乗
合
通
勤
を
奨
励

し
ま
す
。
 

・
建
設
機
械
等
は
排
出
ガ
ス
対
策
型
を

積
極
的
に
使
用
し
、
大
気
汚
染
物
質

の
排
出
の
低
減
に
努
め
ま
す
。
 

・
建
設
機
械
が
集
中
し
て
稼
働
し
な
い

よ
う
、
作
業
方
法
、
工
事
工
程
の
調

整
を
行
い
、
地
域
住
民
の
生
活
環
境

の
保
全
に
十
分
配
慮
し
ま
す
。
 

<事
後

調
査

> 

実
施
し
ま
せ
ん
。
 

<環
境

監
視

> 

〇
二

酸
化

窒
素

、
浮

遊
粒

子
状

物

質
、

二
酸

化
硫

黄
 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
資
機
材
運
搬
車
両
等
の
走
行
ル

ー
ト
沿
い
の
1地

点
程
度
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
工
事
期
間
中
、
年
毎
の
工
事
工

程
を
考
慮
し
て
年
4回

程
度
、
各

連
続
1週

間
測
定
 

【
調
査
方
法
】
 

・
大
気
環
境
測
定
装
置
に
よ
る
大

気
汚
染
物
質
調
査
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9.
1.
1
大
気
質
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
２
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

工 事 の 実 施
 

〇
粉

じ
ん

等
 

・
粉
じ
ん
等
は
0.
11
8～

0.
95
5t
/k
m2
/月

と
な
り
、

い
ず
れ
も
目
標
値
を
下
回
る
と
予
測
し
ま
し
た
。

 

・
前
記
の
こ
と
か
ら
、
工
事
の
実

施
に

伴
う

大
気

汚
染

物
質

の
影

響
に

つ
い

て
は

、
事

業
者

の
実

行
可

能
な

範
囲

内
で

低
減

が
図

ら
れ

て
い

る
も

の
と

評
価

し
ま

し
た
。
 

○
国

又
は

地
方

公
共

団
体

に
よ

る

環
境

保
全

の
基

準
又

は
目

標
と

の
整

合
性

に
係

る
評

価
 

・
窒

素
酸

化
物

（
二

酸
化

窒

素
）

、
浮

遊
粒

子
状
物

質
、

硫

黄
酸

化
物

（
二

酸
化
硫

黄
）

に

係
る

環
境

保
全

の
基
準

又
は

目

標
は
、
環
境
基
本
法
第

16
条
に

基
づ

く
「

大
気

汚
染
に

係
る

環

境
基

準
に

つ
い

て
」
、

「
二

酸

化
窒

素
に

係
る

環
境
基

準
に

つ

い
て

」
に

定
め

る
環
境

基
準

と

し
ま
し
た
。
 

・
粉
じ
ん
等
に
係
る
環
境
保
全
の

基
準

又
は

目
標

は
、
「

道
路

環

境
影

響
評

価
の

技
術
手

法
（

平

成
24

年
度
版
）
」
（
平
成

25

年
3
月
 国

土
交
通
省
国
土
技
術

政
策

総
合

研
究

所
、
独

立
行

政

法
人

土
木

研
究

所
）
に

記
載

の

降
下

ば
い

じ
ん

に
係
る

参
考

値

と
し
ま
し
た
。
 

 

・
建

設
機

械
等

は
、

整
備

・
点

検
の

徹

底
等

の
大

気
汚

染
対

策
を

行
い

ま

す
。

 
・

沿
道

の
粉

じ
ん

等
の

対
策

と
し

て
、

資
材

及
び

機
械

の
運

搬
に

用
い

る
車

両
の

タ
イ

ヤ
に

付
着

し
た

泥
、

土
等

の
飛

散
を

防
止

す
る

た
め

に
、

タ
イ

ヤ
洗
浄
施
設
等
を
設
置
し
ま
す
。

 
・

資
材

及
び

機
械

の
運

搬
に

用
い

る
車

両
の

う
ち

、
粉

じ
ん

等
飛

散
の

お
そ

れ
が

あ
る

場
合

に
は

、
荷

台
の

シ
ー

ト
掛
け
を
行
い
ま
す
。
 

前
記
の
と
お
り
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9.
1.
1
大
気
質
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
３
）
 

予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

工 事 の 実 施
 

前
記
の
と
お
り

 
・
調
査
及
び
予
測
の
結
果
、
工
事

の
実
施
に
伴
う
資
材
及
び
機
械

の
運
搬
に
用
い
る
車
両
の
運
行

に
よ
る
大
気
汚
染
物
質
（
窒
素

酸
化
物
、
浮
遊
粒
子
状
物
質
、

硫
黄
酸
化
物
、
粉
じ
ん
等
）
の

予
測
結
果
は
、
い
ず
れ
も
環
境

保
全
目
標
を
満
足
し
ま
す
。
以

上
か
ら
、
工
事
の
実
施
に
伴
う

大
気
汚
染
物
質
の
影
響
に
つ
い

て
は
、
環
境
の
保
全
に
係
る
基

準
又
は
目
標
と
の
整
合
性
が
図

ら
れ
て
い
る
も
の
と
評
価
し
ま

し
た
。
 

前
記
の
と
お
り
 

前
記
の
と
お
り
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9.
1.
1
大
気
質
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
４
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

飛 行 場 及 び そ の 施 設 の 存 在 及 び 供 用
 

○
窒

素
酸

化
物

、
浮

遊
粒

子
状

物
質

、
ベ

ン
ゼ

ン
等

 

・
計
4地

点
に
お
け
る
二
酸
化
窒
素
の
日
平
均
値
の

将
来
予
測
濃
度
は
0.
00
3～

0.
01
3 
pp
m、

浮
遊

粒
子
状
物
質
の
日
平
均
値
の
将
来
予
測
濃
度
は

0.
03
6～

0.
04
6 
mg
/m

3 で
し
た
。
 

・
非
メ
タ
ン
炭
化
水
素
の
午
前
6～

9時
に
お
け
る

年
平
均
値
の
将
来
予
測
濃
度
は
0.
04
～

0.
11
pp
mC
で
し
た
。
 

・
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
の
年
平
均
値
の
将
来
予
測

濃
度
は
0.
07
60
00
04
～
1.
80
00
84
6 
µg
/m

3 、
キ

シ
レ
ン
の
年
平
均
値
の
将
来
予
測
濃
度
は

0.
02
00
00
08
～
1.
40
02
42
20
 µ
g/
m3
、
ト
ル
エ
ン

の
年
平
均
値
の
将
来
予
測
濃
度
は
1.
80
00
01
～

4.
00
03
36
 µ
g/
m3
、
1,
3-
ブ
タ
ジ
エ
ン
の
年
平
均

値
の
将
来
予
測
濃
度
は
0.
01
50
01
～
0.
03
83
01
 

µg
/m

3 、
ベ
ン
ゼ
ン
の
年
平
均
値
の
将
来
予
測
濃

度
は
0.
38
00
02
～
0.
62
07
19
 µ
g/
m3
、
ホ
ル
ム
ア

ル
デ
ヒ
ド
の
年
平
均
値
の
将
来
予
測
濃
度
は

0.
81
00
2～

3.
50
65
9 
µg
/m

3 と
な
り
、
い
ず
れ
の

項
目
に
つ
い
て
も
環
境
基
準
値
、
指
針
値
等
を

下
回
る
予
測
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
 

 

○
環

境
影

響
の

回
避

・
低

減
に

係

る
評

価
 

・
環
境
保
全
措
置
を
講
じ
る
こ
と

に
よ
り
、
航
空
機
の
運
航
に
伴

い
発
生
す
る
二
酸
化
窒
素
、
浮

遊
粒
子
状
物
質
、
炭
化
水
素
及

び
ベ
ン
ゼ
ン
等

6
項
目
の
寄
与

濃
度
は
極
め
て
小
さ
く
、
現
況

濃
度
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い

も
の

と
予

測
さ

れ
る

こ
と

か

ら
、
事
業
者
の
実
行
可
能
な
範

囲
内
で
低
減
が
図
ら
れ
て
い
る

も
の
と
評
価
し
ま
し
た
。
 

○
国

又
は

地
方

公
共

団
体

に
よ

る

環
境

保
全

の
基

準
又

は
目

標
と

の
整

合
性

に
係

る
評

価
 

・
二
酸
化
窒
素
は
「
二
酸
化
窒
素

に
係
る
環
境
基
準
に
つ
い
て
」

に
定
め
る
環
境
基
準
を
、
浮
遊

粒
子
状
物
質
は
、
環
境
基
本
法

第
16

条
に
基
づ
く
「
大
気
汚
染

に
係
る
環
境
基
準
に
つ
い
て
」

に
定
め
る
環
境
基
準
を
、
非
メ

タ
ン
炭
化
水
素
は
、
「
光
化
学

オ
キ
シ
ダ
ン
ト
の
生
成
防
止
の

た
め
の
大
気
中
炭
化
水
素
濃
度

の
指
針
」
に
示
さ
れ
た
指
針
値

を
環

境
保

全
目

標
と

し
ま

し

た
。
 

・
飛
行
経

路
が

種
子
島

か
ら

で
き
る

限

り
遠

ざ
か

る
よ

う
滑

走
路
を

配
置

し

ま
す
。
 

<事
後

調
査

> 

実
施
し
ま
せ
ん
。
 

 <環
境

監
視

> 

実
施
し
ま
せ
ん
。

 



 

 

9-6     

(2260) 

9.
1.
1
大
気
質
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
５
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

飛 行 場 及 び そ の 施 設 の 存 在 及 び 供 用
 

前
記
の
と
お
り

 
 

・
ベ

ン
ゼ

ン
に

つ
い

て
は

「
ベ

ン

ゼ
ン

等
に

よ
る

大
気

の
汚

染
に

係
る

環
境

基
準

に
つ

い
て

」
に

定
め

る
環

境
基

準
を

、
ア

セ
ト

ア
ル
デ
ヒ
ド
と

1,
3-
ブ
タ
ジ
エ

ン
に

つ
い

て
は

「
環

境
中

の
有

害
大

気
汚

染
物

質
に

よ
る

健
康

リ
ス

ク
の

低
減

を
図

る
た

め
の

指
針

と
な

る
数

値
」

に
示

さ
れ

た
指

針
値

を
環

境
保

全
目

標
と

し
ま

し
た

。
環

境
基

準
及

び
指

針
値

が
設

定
さ

れ
て

い
な

い
キ

シ
レ
ン
、
ト
ル
エ
ン
、
ホ
ル
ム
ア

ル
デ

ヒ
ド

に
つ

い
て

は
、

参
考

に
厚

生
労

働
省

に
よ

る
「

室
内

空
気

中
化

学
物

質
の

室
内

濃
度

指
針
値
」
と
比
較
し
ま
し
た
。
 

・
調

査
及

び
予

測
の

結
果

、
航

空

機
の

運
航

に
伴

う
大

気
汚

染
物

質
（

窒
素

酸
化

物
、

浮
遊

粒
子

状
物

質
、

炭
化

水
素

、
ベ

ン
ゼ

ン
等

6
項
目
）
の
予
測
結
果
は
、

い
ず

れ
も

環
境

保
全

目
標

で
あ

る
環

境
基

準
や

指
針

値
等

を
満

足
し

ま
す

。
以

上
か

ら
、

航
空

機
の

運
航

に
伴

う
大

気
汚

染
物

質
の

影
響

に
つ

い
て

は
、

環
境

の
保

全
に

係
る

基
準

又
は

目
標

と
の

整
合

性
が

図
ら

れ
て

い
る

も
の
と
評
価
し
ま
し
た
。
 

前
記
の
と
お
り

 
 

前
記
の
と
お
り

 



 

 

9-7     

(2261) 

9.
1.
2
騒
音
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
１
）
 

調 査 結 果
 

○
騒

音
（自

動
車

騒
音

）の
状

況
 

・
資
材
及
び
機
械
の
運
搬
に
用
い
る
車
両
の
運
行
が
予
想
さ
れ
る
道
路
の
沿
道

5
地
点
の
調
査
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
 

い
ず
れ
の
地
点
、
季
節
に
お
い
て
も
環
境
基
準
を
満
た
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
 

[平
日
、
昼
間
]:
53
～
68
dB
、
[平

日
、
夜
間
]:
45
～
58
dB
、
[休

日
、
昼
間
]:
53
～
65
dB
、
[休

日
、
夜
間
]:
47
～
56
dB
 
 

※
昼
間
：
6～

22
時
、
夜
間
：
22

時
～
6
時
（
以
下
、
騒
音
に
お
い
て
同
様
）

 
○

資
材

及
び

機
械

の
運

搬
に

用
い

る
車

両
の

運
行

が
予

想
さ

れ
る

道
路

の
沿

道
の

状
況

 
・
自
動
車
騒
音
と
同
地
点
の
調
査
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

 
 
交
通
量
は
、
四
季
を
通
じ
て
西
之
表
市
街
地
が
最
も
多
く
、
浜
津
脇
地
区
が
最
も
少
な
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
 

 
[平

日
、
昼
間
]:
35
8～

11
,7
11

台
、
[平

日
、
夜
間
]:
11
～
28
1
台
、
[休

日
、
昼
間
]:
35
5～

9,
04
0
台
、
[休

日
、
夜
間
]:
7～

28
6
台

 
○

騒
音

（環
境

騒
音

）の
状

況
 

・
対
象
事
業
実
施
区
域
内

1
地
点
、
種
子
島

8
地
点
、
屋
久
島

2
地
点
、
大
隅
半
島

1
地
点
の
計

12
地
点
の
平
日
の
調
査
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
 

全
12

地
点
の
う
ち
、
昼
間
は

9
地
点
で
、
夜
間
は

8
地
点
で
、
環
境
基
準
（
環
境
基
準
相
当
値
）
を
超
過
す
る
季
節
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
 

 
[春

季
、
昼
間
]：

42
～
58
dB
、
[夏

季
、
昼
間
]：

38
～
67
dB
、
[秋

季
、
昼
間
]:
39
～
55
dB
、
[冬

季
、
昼
間
]：

43
～
54
dB
 
 

 
[春

季
、
夜
間
]：

37
～
54
dB
、
[夏

季
、
夜
間
]：

30
～
58
dB
、
[秋

季
、
夜
間
]:
33
～
52
dB
、
[冬

季
、
夜
間
]：

32
～
53
dB
 

 
 

予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

工 事 の 実 施
 

〇
車

両
の

運
行

に
伴

う
道

路
交

通
騒

音
 

・
計
4地

点
に
お
け
る
工
事
中
の
騒
音
レ
ベ
ル

（
LA

eq
）
は
59
.4
～
65
.0
dB
で
、
い
ず
れ
も
環
境

基
準
及
び
要
請
限
度
の
値
を
下
回
る
と
予
測
し
ま

し
た
。
ま
た
、
騒
音
レ
ベ
ル
の
増
加
分
は
0.
7～

5.
9d
Bで

し
た
。
 

 

○
環

境
影

響
の

回
避

・
低

減
に

係

る
評

価
 

・
調
査
及
び
予
測
の
結
果
、
並
び

に
環
境
保
全
措
置
の
検
討
結
果

を
踏
ま
え
る
と
、
工
事
の
実
施

に
伴
う
資
材
及
び
機
械
の
運
搬

に
用
い
る
車
両
の
運
行
に
よ
る

自
動
車
騒
音
の
影
響
は
、
環
境

保
全
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ

り
低
減
が
期
待
で
き
る
も
の
と

考
え
ま
す
。
以
上
か
ら
、
工
事

の
実
施
に
伴
う
自
動
車
騒
音
の

影
響
は
、
事
業
者
の
実
行
可
能

な
範
囲
内
で
低
減
が
図
ら
れ
て

い
る
も
の
と
評
価
し
ま
し
た
。

 

・
資

材
及

び
機

械
の

運
搬

に
用

い
る

車

両
の

走
行

の
際

は
、

ア
イ

ド
リ

ン
グ

ス
ト

ッ
プ

に
留

意
す

る
等

、
工

事
関

係
者

に
対

し
て

必
要

な
教

育
・

指
導

を
行
い
ま
す
。
 

・
資

材
及

び
機

械
の

運
搬

に
用

い
る

車

両
の

走
行

経
路

に
は

、
自

動
車

騒
音

の
増

加
を

抑
制

す
る

た
め

、
必

要
に

応
じ

規
制

速
度

の
遵

守
等

を
促

す
表

示
板
を
配
置
し
ま
す
。
 

・
通

勤
車

両
台

数
の

低
減

の
た

め
、

工

事
関

係
者

は
可

能
な

限
り

公
共

交
通

機
関

の
利

用
及

び
乗

合
通

勤
を

奨
励

し
ま
す
。
 

 

<事
後

調
査

> 

実
施
し
ま
せ
ん
。
 

<環
境

監
視

> 

〇
自

動
車

騒
音

、
交

通
量

 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
予
測
地
点
と
同
一
地
点
（
資
材
及

び
機
械
の
運
搬
に
用
い
る
車
両
の

走
行
ル
ー
ト
沿
い
の
住
宅
地
近
傍

4地
点
）
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
工
事
期
間
中
、
年
毎
の
工
事
工
程

を
考
慮
し
て
年
4回

程
度
、
24
時

間
測
定
 

【
調
査
方
法
】
 

・
騒
音
計
、
カ
ウ
ン
タ
ー
を
用
い
て

測
定

 



 

 

9-8     

(2262) 

9.
1.
2
騒
音
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
２
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

工 事 の 実 施
 

前
記
の
と
お
り

 
○

国
又

は
地

方
公

共
団

体
に

よ
る

環
境

保
全

の
基

準
又

は
目

標
と

の
整

合
性

に
係

る
評

価
 

・
自

動
車

騒
音

に
係

る
環

境
保

全

の
基

準
又

は
目

標
は

、
環

境
基

本
法
第

16
条
に
基
づ
く
「
騒
音

に
係

る
環

境
基

準
に

つ
い

て
」

と
し
ま
し
た
。
 

・
調

査
及

び
予

測
の

結
果

、
工

事

の
実

施
に

伴
う

資
材

及
び

機
械

の
運

搬
に

用
い

る
車

両
の

運
行

に
よ

る
自

動
車

騒
音

の
予

測
結

果
は

、
い

ず
れ

も
環

境
保

全
目

標
で

あ
る

環
境

基
準

を
満

足
し

ま
す
。
 

・
以

上
か

ら
、

工
事

の
実

施
に

伴

う
自

動
車

騒
音

の
影

響
に

つ
い

て
は

、
環

境
の

保
全

に
係

る
基

準
又

は
目

標
と

の
整

合
性

が
図

ら
れ

て
い

る
も

の
と

評
価

し
ま

し
た
。
 

   

・
資

材
お

よ
び

機
械

の
運

搬
に

用
い

る

車
両

は
適

切
に

整
備

を
行

い
、

整
備

不
良

に
よ

る
騒

音
の

増
加

を
抑

制
し

ま
す
。
 

・
工

事
実

施
に

際
し

て
は

、
資

材
及

び

機
械

の
運

搬
に

用
い

る
車

両
の

走
行

経
路

沿
い

の
近

隣
住

民
等

に
対

し
、

工
事

開
始

時
期

や
期

間
等

、
事

前
に

周
知
し
ま
す
。
 

 

前
記
の
と
お
り

 



 

 

9-9     

(2263) 

9.
1.
2
騒
音
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
３
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

飛 行 場 及 び そ の 施 設 の 存 在 及 び 供 用
 

○
運

航
に

伴
い

発
生

す
る

航
空

機
騒

音
 

・
時
間
帯
補
正
等
価
騒
音
レ
ベ
ル
（
Ld
en
）
は

35
.1
～
54
.4
dB
で
、
い
ず
れ
の
地
点
も
基
準
値
を

下
回
る
と
予
測
し
ま
し
た
。

 

○
環

境
影

響
の

回
避

・低
減

に
係

る

評
価

 
・

調
査

及
び

予
測

の
結

果
、

並
び

に
環

境
保

全
措

置
の

検
討

結
果

を
踏

ま
え

る
と

、
航

空
機

の
運

航
に

よ
る

騒
音

の
影

響
に

つ
い

て
は

、
低

減
が

図
ら

れ
て

い
る

も
の
と
評
価
し
ま
し
た
。

 
○

国
又

は
地

方
公

共
団

体
に

よ
る

環
境

保
全

の
基

準
又

は
目

標
と

の
整

合
性

に
係

る
評

価
 

・
航

空
機

騒
音

に
係

る
環

境
保

全

の
基

準
又

は
目

標
は

、
環

境
基

本
法
第

16
条
に
基
づ
く
「
航
空

機
騒

音
に

係
る

環
境

基
準

に
つ

い
て
」
と
し
ま
し
た
。
 

・
調

査
及

び
予

測
の

結
果

、
航

空

機
の

運
航

に
よ

る
騒

音
の

予
測

結
果

は
、

い
ず

れ
も

環
境

保
全

目
標

で
あ

る
環

境
基

準
を

満
足

し
ま

す
。

以
上

か
ら

、
飛

行
場

及
び

そ
の

施
設

の
存

在
及

び
供

用
に

伴
う

騒
音

の
影

響
に

つ
い

て
は

、
環

境
の

保
全

に
係

る
基

準
又

は
目

標
と

の
整

合
性

が
図

ら
れ

て
い

る
も

の
と

評
価

し
ま

し
た
。
 

 

・
飛

行
経

路
が

種
子

島
か

ら
で

き
る

限

り
遠

ざ
か

る
よ

う
滑

走
路

を
配

置
し

ま
す
。
 

 

<事
後

調
査

> 
実
施
し
ま
せ
ん
。
 

<環
境

監
視

> 

〇
航

空
機

騒
音

（L
de

n値
） 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
現
地
調
査
と
同
一
地
点
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
供
用
後
3年

程
度
（
1地

点
は
連
続

測
定
。
そ
の
他
の
地
点
は
訓
練
実

施
日
に
合
わ
せ
て
年
4回

程
度
、

24
時
間
測
定
）
 

【
調
査
方
法
】
 

・
連
続
測
定
は
、
航
空
機
騒
音
自
動

観
測
装
置
に
よ
る
騒
音
調
査
 

そ
の
他
の
地
点
は
、
騒
音
計
を
用

い
て
測
定
 

 



 

 

9-10     

(2264) 

9.
1.
3
低
周
波
音
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
１
）
 

調 査 結 果
 

○
低

周
波

音
の

状
況

 
・
対
象
事
業
実
施
区
域
内

1
地
点
、
種
子
島

8
地
点
、
屋
久
島

2
地
点
、
大
隅
半
島

1
地
点
の
計

12
地
点
の
調
査
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
 

 
G
特
性
音
圧
レ
ベ
ル
は

51
～
81
dB

で
、
対
象
事
業
実
施
区
域
や
辺
塚
地
区
で
高
く
、
大
崎
地
区
や
小
平
山
地
区
で
低
い
結
果
で
し
た
。
 

1/
3
オ
ク
タ
ー
ブ
音
圧
レ
ベ
ル
か
ら
、
季
節
に
よ
り
、
浜
津
脇
地
区
及
び
小
平
山
地
区
で

50
Hz
、
宮
之
浦
地
区
で

12
.5
Hz

に
ピ
ー
ク
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

飛 行 場 及 び そ の 施 設 の 存 在 及 び 供 用
 

○
航

空
機

の
運

航
に

伴
い

発
生

す
る

低
周

波
音

 

・
G特

性
音
圧
レ
ベ
ル
は
72
～
88
dB
で
、
大
崎
地
区

及
び
浜
津
脇
地
区
が
最
も
高
い
で
す
が
、
生
理

的
影
響
の
指
標
値
の
10
0d
Bを

下
回
る
と
予
測
し

ま
し
た
。
 

・
1/
3オ

ク
タ
ー
ブ
バ
ン
ド
音
圧
レ
ベ
ル
は
、
全
地

点
と
も
、
心
理
的
影
響
の
指
標
値
及
び
物
理
的

影
響
の
指
標
値
を
下
回
る
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

 

○
環

境
影

響
の

回
避

・低
減

に
係

る

評
価

 
・

調
査

及
び

予
測

の
結

果
、

並
び

に
環

境
保

全
措

置
の

検
討

結
果

を
踏

ま
え

る
と

、
航

空
機

の
運

航
に

よ
る

低
周

波
音

の
影

響
に

つ
い

て
は

、
低

減
が

図
ら

れ
て

い
る
も
の
と
評
価
し
ま
し
た
。

 
○

国
又

は
地

方
公

共
団

体
に

よ
る

環
境

保
全

の
基

準
又

は
目

標
と

の
整

合
性

に
係

る
評

価
 

・
低

周
波

音
は

環
境

基
準

等
の

規

制
値

が
な

い
た

め
、

下
記

の
調

査
研

究
等

の
閾

値
を

環
境

保
全

に
係
る
目
標
と
し
ま
し
た
。
 

・
「

圧
迫

感
・

振
動

間
の

閾
値

」

曲
線
 

・
G
特
性
音
圧
レ
ベ
ル
で

10
0d
B 

・
「

建
具

の
が

た
つ

き
の

閾
値

」

曲
線
 

・
飛
行
経
路
が
種
子
島
か
ら
で
き
る
限
り

遠
ざ

か
る

よ
う

滑
走

路
を

配
置

し
ま

す
。
 

 

<事
後

調
査

> 

 
実
施
し
ま
せ
ん
。

 
<環

境
監

視
> 

〇
航

空
機

の
低

周
波

音
 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
現
地
調
査
と
同
一
地
点
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
供
用
後
3年

程
度
（
訓
練
実
施
日

に
合
わ
せ
て
年
4回

程
度
、
24
時

間
測
定
）
 

【
調
査
方
法
】
 

・
低
周
波
音
計
を
用
い
て
測
定

 



 

 

9-11     

(2265) 

9.
1.
3
低
周
波
音
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
２
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

飛 行 場 及 び そ の 施 設 の 存 在 及 び 供 用
 

前
記
の
と
お
り

 
・

調
査

及
び

予
測

の
結

果
、

航
空

機
の

運
航

に
よ

る
低

周
波

音
の

予
測

結
果

は
、

い
ず

れ
も

環
境

保
全

目
標

で
あ

る
指

標
値

を
満

足
し

ま
す

。
以

上
か

ら
、

飛
行

場
及

び
そ

の
施

設
の

存
在

及
び

供
用

に
伴

う
低

周
波

音
の

影
響

に
つ

い
て

は
、

環
境

の
保

全
に

係
る

基
準

又
は

目
標

と
の

整
合

性
が

図
ら

れ
て

い
る

も
の

と
評

価
し
ま
し
た
。
 

前
記
の
と
お
り
 

前
記
の
と
お
り
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(2266) 

9.
1.
4
振
動
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
１
）
 

調 査 結 果
 

○
振

動
（道

路
交

通
振

動
）の

状
況

 
 

・
資
材
及
び
機
械
の
運
搬
に
用
い
る
車
両
の
運
行
が
予
想
さ
れ
る
道
路
の
沿
道

5
地
点
の
調
査
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
 

各
地
点
、
各
季
節
と
も
に
、
大
半
が
測
定
下
限
値
（
25
dB
）
未
満
を
示
し
ま
し
た
。
最
大
は
、
昼
間
が
西
之
表
市
街
地
の
平
日
の
春
季
で

36
dB
、
夜
間
が
西
之
表
市
街
地
の

平
日
の
春
季
で

33
dB

で
し
た
。
ま
た
、
い
ず
れ
の
地
点
と
も
振
動
規
制
法
に
基
づ
く
要
請
限
度
の
値
（
第

1
種
区
域
：
昼
間

65
dB
、
夜
間

60
dB
）
を
下
回
っ
て
い
ま
し

た
。
 

[平
日
、
昼
間
]:
25
dB

未
満
～
36
dB
、
[平

日
、
夜
間
]:
25
dB

未
満
～
33
dB
、
[休

日
、
昼
間
]:
25
dB

未
満
～
32
dB
、
[休

日
、
夜
間
]:
25
dB

未
満
～
30
dB
 

※
昼
間
：
8～

19
時
、
夜
間
：
19

時
～
8
時

 
○

地
盤

の
状

況
（地

盤
卓

越
振

動
数

の
把

握
） 

・
道
路
交
通
振
動
と
同
地
点
の

5
地
点
の
地
盤
卓
越
振
動
数
は
、
21
.7
～
53
.0
Hz

の
範
囲
で
あ
り
、「

道
路
環
境
整
備
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
社
団
法
人
日
本
道
路
協
会
）」

に
よ
る

と
、
軟
弱
地
盤
は
地
盤
卓
越
振
動
数
が

15
Hz

以
下
の
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
調
査
の
結
果
か
ら
は

15
Hz

以
下
の
地
点
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

 
 

予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

工 事 の 実 施
 

○
資

機
材

運
搬

車
両

等
の

運
行

に
伴

い
発

生
す

る
道

路

交
通

振
動

 

・
計
4地

点
に
お
け
る
工
事
中
の
振
動
レ
ベ
ル
（
L 1

0：

80
%レ

ン
ジ
の
上
端
値
）
は
、
平
日
の
昼
間
が
29
.8

～
33
.9
dB
、
夜
間
が
19
.4
～
31
.6
dB
、
休
日
の
昼
間

が
20
.9
～
41
.2
dB
、
夜
間
が
15
.1
～
29
.4
dB
で
、
い

ず
れ
も
人
が
鉛
直
振
動
を
知
覚
で
き
る
最
小
レ
ベ

ル
（
感
覚
閾
値
：
55
dB
 程

度
）
及
び
振
動
規
制
法

の
要
請
限
度
の
値
を
下
回
る
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

 

○
環

境
影

響
の

回
避

・低
減

に
係

る
評

価
 

・
調

査
及

び
予

測
の

結
果

、
振

動
の

影
響

は
ほ

と
ん

ど
な

い

と
考

え
ま

す
が

、
環

境
保

全

措
置

を
講

じ
る

こ
と

に
よ

り
、

工
事

の
実

施
に

伴
う

資

材
及

び
機

械
の

運
搬

に
用

い

る
車

両
の

運
行

に
よ

る
道

路

交
通

振
動

の
影

響
は

、
よ

り

低
減

が
期

待
で

き
る

も
の

と

考
え

ま
す

。
以

上
か

ら
、

工

事
の

実
施

に
伴

う
道

路
交

通

振
動

の
影

響
に

つ
い

て
は

、

低
減

が
図

ら
れ

て
い

る
も

の

と
評
価
し
ま
し
た
。

 
 

・
資

材
及

び
機

械
の

運
搬

に
用

い
る

車

両
の

走
行

の
際

は
、

ア
イ

ド
リ

ン
グ

ス
ト

ッ
プ

に
留

意
す

る
等

、
工

事
関

係
者

に
対

し
て

必
要

な
教

育
、

指
導

を
行
い
ま
す
。
 

・
資

材
及

び
機

械
の

運
搬

に
用

い
る

車

両
の

走
行

経
路

に
は

、
道

路
交

通
振

動
の

増
加

を
抑

制
す

る
た

め
、

必
要

に
応

じ
規

制
速

度
の

遵
守

等
を

促
す

表
示
板
を
配
置
し
ま
す
。
 

・
通

勤
車

両
台

数
の

低
減

の
た

め
、

工

事
関

係
者

は
可

能
な

限
り

公
共

交
通

機
関

の
利

用
及

び
乗

合
通

勤
を

奨
励

し
ま
す
。
 

・
資

材
お

よ
び

機
械

の
運

搬
に

用
い

る

車
両

は
適

切
に

整
備

を
行

い
、

整
備

不
良

に
よ

る
振

動
の

増
加

を
抑

制
し

ま
す
。

 

<事
後

調
査

> 
実
施
し
ま
せ
ん
。
 

<環
境

監
視

> 

〇
道

路
交

通
振

動
 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
予
測
地
点
と
同
一
地
点
（
資
材
及

び
機
械
の
運
搬
に
用
い
る
車
両
の

走
行
ル
ー
ト
沿
い
の
住
宅
地
近
傍

4地
点
）
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
工
事
期
間
中
、
年
毎
の
工
事
工
程

を
考
慮
し
て
年
4回

程
度
、
24
時

間
測
定
 

【
調
査
方
法
】
 

・
振
動
計
を
用
い
て
測
定
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(2267) 

9.
1.
4
振
動
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
２
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

工 事 の 実 施
 

前
記
の
と
お
り

 
○

国
又

は
地

方
公

共
団

体
に

よ
る

環
境

保
全

の
基

準
又

は
目

標
と

の
整

合
性

に
係

る
評

価
 

・
道

路
交

通
振

動
に

係
る

環
境

保

全
の

基
準

又
は

目
標

は
、

振
動

規
制

法
施

行
規

則
に

よ
る

「
道

路
交

通
振

動
の

限
度

(
要

請
限

度
)」

と
し
ま
し
た
。
 

・
調

査
及

び
予

測
の

結
果

、
工

事

の
実

施
に

伴
う

資
材

及
び

機
械

の
運

搬
に

用
い

る
車

両
の

運
行

に
よ

る
道

路
交

通
振

動
の

予
測

結
果

は
、

環
境

保
全

目
標

で
あ

る
要

請
限

度
の

値
を

下
回

っ
て

い
ま

す
。

以
上

か
ら

、
工

事
の

実
施

に
伴

う
道

路
交

通
振

動
の

影
響

に
つ

い
て

は
、

環
境

保
全

の
基

準
又

は
目

標
と

の
整

合
性

が
図

ら
れ

て
い

る
も

の
と

評
価

し
ま
し
た
。
 

  

・
工

事
実

施
に

際
し

て
は

、
資

材
及

び

機
械

の
運

搬
に

用
い

る
車

両
の

走
行

経
路

沿
い

の
近

隣
住

民
等

に
対

し
、

工
事

開
始

時
期

や
期

間
等

、
事

前
に

周
知
し
ま
す
。
 

前
記
の
と
お
り
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(2268) 

9.
1.
5
水
質
（
水
の
汚
れ
）
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
１
）
 

調 査 結 果
 

○
海

域
に

お
け

る
水

の
汚

れ
の

状
況

 
・
全

14
地
点
の
調
査
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
＊
表
層
(水

面
下

0.
5m
)及

び
底
層
(海

底
面
上

1m
)の

2
層
。
水
深
の
深
い

1
地
点
で
は

3
層
。
 

【
塩
分
】
塩
分
は
、
32
.7
4～

34
.7
2
の
範
囲
で
あ
り
、
春
季
よ
り
も
夏
季
の
方
が
低
い
結
果
で
し
た
。
潮
汐
及
び
地
点
間
で
大
き
な
差
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
表
層
よ

り
も
底
層
の
方
が
や
や
低
い
傾
向
で
し
た
。

 
【
pH
】
pH
（
水
素
イ
オ
ン
濃
度
指
数
）
は

8.
1～

8.
6
の
範
囲
で
あ
り
、
春
季
よ
り
も
夏
季
の
方
が
や
や
高
い
結
果
で
し
た
。
潮
汐
や
調
査
地
点
間
、
採
水
層
で
大
き
な
差
は
見

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
環
境
基
準
と
の
比
較
で
は
、
す
べ
て
の
調
査
地
点
で
基
準
を
満
た
し
て
い
ま
し
た
。
 

【
CO
D】

CO
D（

化
学
的
酸
素
要
求
量
）
は

0.
8～

2.
0m
g/
L
の
範
囲
で
あ
り
、
表
層
よ
り
も
底
層
が
や
や
高
い
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
調
査
時
期
や
潮
汐
、
調
査
地
点
間
で

大
き
な
差
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
環
境
基
準
と
の
比
較
で
は
、
す
べ
て
の
調
査
地
点
で
基
準
を
満
た
し
て
い
ま
し
た
。
 

【
DO
】
DO
（
溶
存
酸
素
量
）
は

6.
4～

10
.0
mg
/L

の
範
囲
で
あ
り
、
春
季
よ
り
も
夏
季
の
方
が
低
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、
潮
汐
、
調
査
地
点
間
、
採
水
層
で
大
き
な
差
は
見

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
環
境
基
準
値
と
の
比
較
で
は
、
春
季
の
干
潮
時
の
一
部
で
環
境
基
準
を
満
た
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
他
は
環
境
基
準
を
満
た
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
基
準
を
満
た
さ
な
か
っ
た
地
点
に
つ
い
て
は
、
基
準
値
を
わ
ず
か
に
下
回
る
程
度
で
、
貧
酸
素
状
態
で
は
な
く
塩
分
や
水
温
等
、
自
然
的
特
性
に
よ
る
も
の
で

す
。
 

【
全
窒
素
(T
-N
)】

T-
N
は

0.
05
～
0.
21
mg
/L

の
範
囲
で
あ
り
、
春
季
よ
り
も
夏
季
の
方
が
や
や
高
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、
潮
汐
や
調
査
地
点
間
、
採
水
層
で
大
き
な
差
は

見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
環
境
基
準
と
の
比
較
で
は
、
す
べ
て
の
調
査
地
点
で
環
境
基
準
を
満
た
し
て
い
ま
し
た
。
 

【
全
燐
(T
-P
)】

T-
P
は

0.
00
3～

0.
01
4m
g/
L
の
範
囲
で
あ
り
、
調
査
時
期
や
潮
汐
、
調
査
地
点
間
、
採
水
層
で
大
き
な
差
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
環
境
基
準
と
の
比
較
で

は
、
す
べ
て
の
調
査
地
点
で
環
境
基
準
を
満
た
し
て
い
ま
し
た
。
 

【
健
康
項
目
】
全
調
査
地
点
、
全
項
目
で
環
境
基
準
を
満
た
し
て
い
ま
し
た
。
砒
素
と
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
を
除
く
項
目
は
、
全
調
査
地
点
で
定
量
下
限
値
未
満
で
し
た
。
検
出

さ
れ
た
砒
素
と
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
つ
い
て
も
、
砒
素
は
基
準
値
の

10
分
の

1
程
度
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は

10
分
の

1
以
下
と
基
準
値
よ
り
も
十
分
に
低
い
値
で
し
た
。
 

○
河

川
に

お
け

る
水

の
汚

れ
の

状
況

 
・
全

4
地
点
の
調
査
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
＊
表
層

1
層
 

【
pH
】
pH
（
水
素
イ
オ
ン
濃
度
指
数
）
は

6.
4～

7.
8
の
範
囲
で
あ
り
、
河
口
域
の
箇
所
で

pH
が
高
い
傾
向
で
し
た
。
環
境
基
準
と
の
比
較
で
は
、
河
口
域
の
箇
所
の
一
部
で
環

境
基
準
値
を
超
過
し
て
い
ま
し
た
が
、
自
然
的
特
性
に
よ
る
も
の
で
す
。
 

【
BO
D】

BO
D（

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
）
は

0.
5
未
満
～
1.
3m
g/
L
の
範
囲
で
あ
り
、
調
査
地
点
間
で
大
き
な
差
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
す
べ
て
の
調
査
地
点
で
基
準
を

満
た
し
て
い
ま
し
た
。
 

【
CO
D】

CO
D（

化
学
的
酸
素
要
求
量
）
は

1.
4～

5.
4m
g/
L
の
範
囲
で
あ
り
、
夏
季
調
査
が
低
い
傾
向
で
し
た
。
調
査
地
点
間
で
大
き
な
差
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

【
DO
】
DO
（
溶
存
酸
素
量
）
は

5.
9～

11
.0
mg
/L

の
範
囲
で
あ
り
、
夏
季
の

2
地
点
で

DO
が
低
い
傾
向
で
し
た
。
 

【
全
窒
素
(T
-N
)】

T-
N
は

0.
08
～
0.
43
mg
/L

の
範
囲
で
あ
り
、
冬
季
に
低
い
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
 

【
全
燐
(T
-P
)】

T-
P
は

0.
00
5～

0.
04
0m
g/
L
の
範
囲
で
あ
り
、
冬
季
に
低
い
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
 

【
健
康
項
目
】
全
調
査
地
点
、
全
項
目
で
環
境
基
準
を
満
た
し
て
い
ま
し
た
。

 



 

 

9-15     

(2269) 

9.
1.
5
水
質
（
水
の
汚
れ
）
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
２
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

飛 行 場 及 び そ の 施 設 の 存 在 及 び 供 用
 

○
化

学
的

酸
素

要
求

量
(C

O
D

) 

・
夏
季
は
A類

型
の
環
境
基
準
値
で
あ
る
2m
g/
L以

下
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

・
冬
季
は
汚
水
処
理
水
排
水
位
置
の
ご
く
近
傍
を

除
い
て
、
A類

型
の
環
境
基
準
値
で
あ
る
2m
g/
L

以
下
で
し
た
。
 

○
全

窒
素

(T
-N

) 

・
夏
季
、
冬
季
と
も
に
、
汚
水
処
理
水
排
水
位
置

か
ら
20
0m
離
れ
る
と
水
産
用
水
基
準
値
で
あ
る

0.
3m
g/
L以

下
、
30
0m
離
れ
る
と
A類

型
の
環
境
基

準
値
で
あ
る
0.
2m
g/
L以

下
で
し
た
。
 

○
全

燐
(T

-P
) 

・
夏
季
、
冬
季
と
も
に
、
汚
水
処
理
水
排
水
位
置

か
ら
20
0m
離
れ
る
と
水
産
用
水
基
準
値
で
あ
る

0.
03
mg
/L
以
下
、
30
0m
離
れ
る
と
A類

型
の
環
境

基
準
値
で
あ
る
0.
02
mg
/L
以
下
で
し
た
。
 

○
環

境
影

響
の

回
避

・低
減

に
係

る

評
価

 
・

本
環

境
影

響
評

価
項

目
に

つ
い

て
は

、
汚

水
処

理
施

設
に

お
い

て
適

切
に

処
理

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

調
査

及
び

予
測

の
結

果
、

施
設

の
存

在
及

び
供

用
に

よ
る

水
の

汚
れ

が
環

境
に

及
ぼ

す
影

響
に

つ
い

て
は

、
事

業
者

の
実

行
可

能
な

範
囲

内
で

低
減

が
図

ら
れ

て
い

る
と

評
価

し
ま

し

た
。

 
○

国
又

は
地

方
公

共
団

体
に

よ
る

環
境

保
全

の
基

準
又

は
目

標
と

の
整

合
性

に
係

る
評

価
 

・
対

象
事

業
実

施
区

域
周

辺
は

、

「
水

質
汚

濁
に

係
る

環
境

基

準
」（

昭
和

46
年

12
月
、
環
境

庁
告
示
第

59
号
）
に
よ
る
類
型

指
定

は
な

さ
れ

て
い

ま
せ

ん

が
、
CO
D
に
つ
い
て
は

A
類
型
の

環
境

基
準

(2
mg
/L

以
下

)
、

T-

N、
T-
P
に
つ
い
て
は
Ⅰ
類
型
の

環
境
基
準
（
T-
N
：
0.
2m
g/
L
以

下
、
T-
P：

0.
02
mg
/L

以
下
）
と

水
産

1
種
の
水
産
用
水
基
準
(T
-

N
：

0.
3m
g/
L

以
下

、
T-
P
：

0.
03
mg
/L

以
下
)を

環
境
保
全
目

標
と
し
ま
し
た
。
 

・
本

環
境

影
響

評
価

項
目

に
つ

い
て

は
、

汚
水

処
理

施
設

に
お

い
て

適
切

に
処

理
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
環

境
保

全
措
置
は
講
じ
ま
せ
ん
。
 

<事
後

調
査

> 

実
施
し
ま
せ
ん
。
 

<環
境

監
視

> 

〇
水

の
汚

れ
（生

活
環

境
項

目
） 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
陸
域
：
現
地
調
査
と
同
一
地
点
及

び
汚
水
処
理
施
設
の
放
流
口
 

・
海
域
：
馬
毛
島
周
辺
海
域
の
現
地

調
査
と
同
一
地
点
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
供
用
時
の
汚
水
処
理
水
排
水
時
 

【
調
査
方
法
】
 

・
採
水
を
行
い
室
内
分
析
 

 



 

 

9-16     

(2270) 

9.
1.
5
水
質
（
水
の
汚
れ
）
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
３
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

飛 行 場 及 び そ の 施 設 の 存 在 及 び 供 用
 

前
記
の
と
お
り
 

○
国

又
は

地
方

公
共

団
体

に
よ

る

環
境

保
全

の
基

準
又

は
目

標
と

の

整
合

性
に

係
る

評
価

 
・
海
域
に
お
け
る

CO
D
濃
度
の
変

化
は
、
A
類
型
の
環
境
基
準
値
で

あ
る

2m
g/
L
以
下
と
な
っ
て
お

り
、

こ
の

環
境

保
全

目
標

を
超

え
る

予
測

と
は

な
り

ま
せ

ん
で

し
た
。
 

・
T-
N
濃
度
、
T-
P
濃
度
の
変
化
は

汚
水

処
理

排
水

位
置

の
近

傍
を

除
き

、
環

境
基

準
値

を
下

回
る

と
予
測
し
ま
し
た
。
 

・
以

上
か

ら
、

環
境

の
保

全
の

基

準
又

は
目

標
と

の
整

合
性

は
図

ら
れ

て
い

る
も

の
と

評
価

し
ま

し
た
。
 

前
記
の
と
お
り
 

前
記
の
と
お
り

 



 

 

9-17     

(2271) 

9.
1.
6
水
質
（
土
砂
に
よ
る
水
の
濁
り
）
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
１
）
 

調 査 結 果
 

○
浮

遊
物

質
量

の
状

況
 

・
海
域
全

14
地
点
（
表
層
（
水
面
下

0.
5m
）
及
び
底
層
（
海
底
面
上

1m
）
の

2
層
。
水
深
の
深
い

1
地
点
で
は

3
層
）
及
び
 

河
川
全

4
地
点
（
表
層

1
層
）
の
調
査
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
 

【
海
域
】
SS
（
浮
遊
物
質
量
）
は

1
未
満
～
3m
g/
L
の
範
囲
で
あ
り
、
調
査
時
期
や
調
査
地
点
間
で
大
き
な
差
異
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

【
河
川
】
SS
（
浮
遊
物
質
量
）
は

1
未
満
～
9m
g/
L
の
範
囲
で
あ
り
、
1
地
点
を
除
き
夏
季
よ
り
も
春
季
の
方
が
高
い
値
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
調
査
前
日
の
雨
の
影
響
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
環
境
基
準
と
の
比
較
で
は
、
す
べ
て
の
調
査
地
点
で
環
境
基
準
を
満
た
し
て
い
ま
し
た
。

 
○

土
質

の
状

況
 

・
海
域

9
地
点
及
び
河
川

4
地
点
の
調
査
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
 

【
沈
降
試
験
試
料
の
粒
度
分
布
】
 

・
粒
度
組
成
は
、
各
調
査
点
と
も
砂
分
が
主
体
で
す
が
、
河
川
の

1
地
点
で
は
シ
ル
ト
分
＋
粘
土
分
の
割
合
が
他
の
調
査
点
と
比
べ
高
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
 

【
土
砂
の
沈
降
特
性
(沈

降
速
度
)】

 
・
沈
降
試
験
開
始

30
分
後
に
、
上
澄
み
の

SS
濃
度
は
初
期
濃
度
の

14
～
27
％
程
度
に
ま
で
低
下
し
、
4
時
間
後
に
は

8～
13
％
程
度
に
ま
で
低
下
し
、
24

時
間
後
に
は
ほ
ぼ

10
0%
の
粒
子
が
沈
降
し
ま
し
た
。

 
 

予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

工 事 の 実 施
 

〇
工

事
に

伴
い

発
生

す
る

水
の

濁
り

の
寄

与
濃

度
及

び
堆

積
状

況
 

・
平
常
時
に
お
け
る
工
事
に
伴
い
発
生
す
る
水
の

濁
り
に
つ
い
て
は
、
1年

次
1ヶ

月
目
の
港
湾
施

設
の
工
事
で
は
、
日
平
均
濃
度
の
寄
与
濃
度

2m
g/
L以

上
の
濁
り
は
、
夏
季
冬
季
と
も
に
工
事

実
施
箇
所
の
周
辺
に
限
ら
れ
る
と
予
測
さ
れ
ま

し
た
。
 

・
降
雨
時
に
お
け
る
工
事
に
伴
い
発
生
す
る
水
の

濁
り
に
つ
い
て
は
、
1年

次
7-
8ヶ

月
目
の
港
湾

施
設
の
工
事
で
は
、
日
平
均
濃
度
の
寄
与
濃
度

2m
g/
L以

上
の
濁
り
は
、
夏
季
冬
季
と
も
に
沿
岸

域
に
限
ら
れ
る
と
予
測
さ
れ
ま
し
た
。
 

  

○
環

境
影

響
の

回
避

・低
減

に
係

る

評
価

 
・
本
環
境
影
響
評
価
項
目
に
つ
い

て
は
、
水
の

濁
り
の
拡
散

範
囲

は
海
域
工
事

で
は
工
事
箇

所
周

辺
の
局
所
的

で
一
時
的
な

影
響

で
あ
り
、
陸
域
工
事
で
は

10
年

確
率
降
雨
と

い
う
大
雨
の

時
で

も
馬
毛
島
周

辺
の
沿
岸
域

に
と

ど
ま
っ
て
お

り
、
事
業
者

と
し

て
実
行
可
能

な
範
囲
内
で

低
減

が
図
ら
れ
て

い
る
と
評
価

し
ま

し
た
。
 

    

・
改

変
後

は
、

植
生

基
材

吹
付

等
に

よ

り
、

す
み

や
か

に
裸

地
面

を
保

護

し
、
濁
水
の
流
出
を
抑
制
し
ま
す
。
 

 

<事
後

調
査

> 

実
施
し
ま
せ
ん
。
 

<環
境

監
視

> 

〇
濁

度
（

換
算

し
た

浮
遊

物
質

量

（S
S
））

（陸
域

） 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
濁
水
処
理
施
設
の
放
流
口
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
工

事
期

間
中

の
濁

水
処

理
水

放
流

時
。
濁
度
は
連
続
測
定
。
 

【
調
査
方
法
】
 

・
SS
濃
度
は
、
濁
度
と
SS
の
換
算
式

を
作
成
し
、
濁
度
か
ら
換
算
す

る
。
濁
度
は
連
続
測
定
。
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(2272) 

9.
1.
6
水
質
（
土
砂
に
よ
る
水
の
濁
り
）
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
２
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

工 事 の 実 施
 

前
記
の
と
お
り

 
○

国
又

は
地

方
公

共
団

体
に

よ
る

環
境

保
全

の
基

準
又

は
目

標
と

の
整

合
性

に
係

る
評

価
 

・
鹿
児
島
県

環
境
基
本
計

画
に
お

け
る

「
環

境
保

全
に

向
け

た
取

組
」

の
中

で
、

事
業

者
の

共
通

的
取

組
と

し
て

、
「

大
気

や
水

質
へ

の
汚

染
物

質
の

排
出

の
削

減
」

と
記

載
さ

れ
て

い
ま

す
。

ま
た
、
「
水
産
用
水
基
準
(2
01
8

年
版
)」

（
社
団
法
人
日
本
水
産

資
源
保
護
協
会
、
平
成

30
年
）

に
は

、
「

人
為

的
に

加
え

ら
れ

る
懸
濁
物
質
は

2m
g/
L
以
下
で

あ
る

こ
と

。
」

と
定

め
ら

れ
て

お
り

、
SS

濃
度

に
つ

い
て

は

2m
g/
L
以
下
を
環
境
保
全
目
標
と

し
ま
し
た
。
 

・
調
査
及
び

予
測
の
結
果

、
工
事

に
伴

い
発

生
す

る
水

の
濁

り
に

つ
い

て
、

環
境

保
全

の
基

準
又

は
目

標
と

の
整

合
性

は
図

ら
れ

て
い
る
と
評
価
し
ま
し
た
。
 

 

前
記
の
と
お
り
 

〇
浮

遊
物

質
量

（
S
S

）
及

び
濁

度
（
海

域
） 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
馬
毛
島
周
辺
海
域
の
現
地
調
査
と

同
一
地
点
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
捨
石
や
床
掘
の
工
事
実
施
時
。
 

【
調
査
方
法
】
 

・
SS
濃
度
に
つ
い
て
、
調
査
地
点
で

採
水
後
に
室
内
分
析
 

濁
度
は
、
調
査
地
点
で
濁
度
計
を

用
い
て
測
定
 



 

 

9-19     

(2273) 

9.
1.
6
水
質
（
土
砂
に
よ
る
水
の
濁
り
）
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
３
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

飛 行 場 及 び そ の 施 設 の 存 在 及 び 供 用
 

○
供

用
時

に
発

生
す

る
水

の
濁

り
の

寄
与

濃
度

及
び

堆
積

状
況

 

・
飛
行
場
及
び
そ
の
施
設
の
存
在
及
び
供
用
時
に

は
、
既
存
の
裸
地
の
多
く
は
飛
行
場
施
設
の
整

備
に
よ
り
な
く
な
り
、
残
っ
た
裸
地
は
緑
化
す

る
こ
と
に
加
え
、
施
設
内
の
雨
水
に
つ
い
て

は
、
調
整
池
を
通
じ
て
排
水
す
る
こ
と
に
よ

り
、
海
域
へ
流
出
す
る
土
砂
等
の
量
は
、
減
少

す
る
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
従
っ
て
、
土
砂
に
よ

る
水
の
濁
り
も
減
少
す
る
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

  

○
環

境
影

響
の

回
避

・低
減

に
係

る

評
価

 
・
裸
地
に
つ
い
て
は
緑
化
を
行
う

こ
と
、
調
整
池
を
設
置
す
る
こ

と
、
ま
た
飛
行
場
及
び
そ
の
施

設
の
設
置
に
よ
り
現
状
よ
り
裸

地
面
積
は
減
り
、
事
業
者
と
し

て
実
行
可
能
な
範
囲
内
で
低
減

が
図
ら
れ
て
い
る
と
評
価
し
ま

し
た
。

 
○

国
又

は
地

方
公

共
団

体
に

よ
る

環
境

保
全

の
基

準
又

は
目

標
と

の
整

合
性

に
係

る
評

価
 

・
鹿
児
島
県
環
境
基
本
計
画
に
お

け
る

「
環

境
保

全
に

向
け

た
取

組
」

の
中

で
、

事
業

者
の

共
通

的
取

組
と

し
て

、
「

大
気

や
水

質
な

ど
へ

の
汚

染
物

質
の

排
出

の
削

減
」

と
記

載
さ

れ
て

お

り
、

こ
れ

を
環

境
保

全
目

標
と

し
ま
し
た
。
 

・
調
査
及
び
予
測
の
結
果
、
並
び

に
環

境
保

全
措

置
の

検
討

結
果

を
踏

ま
え

る
と

、
飛

行
場

及
び

そ
の

施
設

の
設

置
に

伴
い

発
生

す
る

水
の

濁
り

に
つ

い
て

、
環

境
保

全
の

基
準

又
は

目
標

と
の

整
合

性
は

図
ら

れ
て

い
る

と
評

価
し
ま
し
た
。
 

・
改
変
後
は
植
生
基
材
吹
付
等
に
よ
り
、

す
み
や
か
に
裸
地
面
を
保
護
し
、
濁
水

の
流
出
を
抑
制
し
ま
す
。

 
 

<事
後

調
査

> 
実
施
し
ま
せ
ん
。
 

<環
境

監
視

> 

実
施
し
ま
せ
ん
。
 

 



 

 

9-20     

(2274) 

9.
1.
7
底
質
（
濁
り
物
質
の
堆
積
量
）
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
１
）
 

調 査 結 果
 

○
底

質
の

状
況

 
1)
 海

域
 

 

・
全

9
地
点
の
調
査
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
 

【
化
学
的
酸
素
要
求
量
(C
OD
se
d)
】
化
学
的
酸
素
要
求
量
は
、
全
調
査
点
で

0.
4～

2.
1m
g/
g（

平
均

1.
1m
g/
g）

の
範
囲
に
あ
り
、
調
査
地
点
間
で
大
き
な
差
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
全
地
点
で
水
産
用
水
基
準
(2
0m
g/
g
以
下
)を

満
足
し
て
い
ま
し
た
。
 

【
硫
化
物
】
硫
化
物
は
、
全
調
査
点
で

0.
01
mg
/g

未
満
で
し
た
。
全
地
点
で
水
産
用
水
基
準
(0
.2
mg
/g

以
下
)を

満
足
し
て
い
ま
し
た
。
 

2)
 河

川
 

・
全

4
地
点
の
調
査
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
 

【
化
学
的
酸
素
要
求
量
(C
OD
se
d)
】
化
学
的
酸
素
要
求
量
は
、
全
調
査
点
で

1.
0～

29
.1
mg
/g
（
平
均

7.
0m
g/
g）

の
範
囲
に
あ
り
、
シ
ル
ト
分
＋
粘
土
分
の
割
合
が
高
い

R6
で

化
学
的
酸
素
要
求
量
が
高
い
傾
向
を
示
し
ま
し
た
。
 

【
硫
化
物
】
硫
化
物
は
、
全
調
査
点
で

0.
01
mg
/g

未
満
で
し
た
。
 

○
底

質
中

の
有

害
物

質
の

状
況

 
 
水
底
土
砂
に
係
る
判
定
基
準
項
目
(3
4
項
目
)の

分
析
結
果
は
、
海
域
、
河
川
と
も
全
地
点
で
環
境
基
準
値
を
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

 
 

予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

工 事 の 実 施
 

〇
水

の
濁

り
の

堆
積

状
況

（海
域

工
事

：平
常

時
） 

・
1年

次
1ヶ

月
目
の
夏
季
及
び
冬
季
に
つ
い
て
、

1m
m以

上
の
堆
積
が
み
ら
れ
る
範
囲
は
、
工
事
実

施
箇
所
の
周
辺
に
限
ら
れ
る
と
予
測
し
ま
し

た
。
 

〇
水

の
濁

り
の

堆
積

状
況

（陸
域

工
事

：降
雨

時
） 

・
1年

次
7～

8ヶ
月
目
の
夏
季
及
び
冬
季
に
つ
い

て
、
日
当
た
り
の
堆
積
は
、
ほ
ぼ
0.
1m
m未

満
と

予
測
し
ま
し
た
。
 

  

○
環

境
影

響
の

回
避

・低
減

に
係

る

評
価

 
・

本
環

境
影

響
評

価
項

目
に

つ
い

て
は

、
水

の
濁

り
に

伴
う

堆
積

の
範

囲
は

、
海

域
工

事
で

は
工

事
箇

所
周

辺
の

局
所

的
で

一
時

的
な

影
響

で
あ

り
、

陸
域

工
事

で
は

10
年
確
率
降
雨
と
い
う
大

雨
の

時
で

も
日

当
た

り
の

堆
積

は
、
ほ
ぼ

0.
1m
m
未
満
と
な
っ

て
お

り
、

事
業

者
と

し
て

実
行

可
能

な
範

囲
内

で
低

減
が

図
ら

れ
て

い
る

も
の

と
評

価
し

ま
し

た
。
 

 

・
本

環
境

影
響

評
価

項
目

に
つ

い
て

は
、

事
業

者
と

し
て

実
行

可
能

な
範

囲
で

、
環

境
影

響
を

低
減

し
て

お

り
、

適
切

な
検

討
を

行
っ

て
い

る
と

考
え

た
た

め
、

環
境

保
全

措
置

は
講

じ
ま
せ
ん
。
 

<事
後

調
査

> 

実
施
し
ま
せ
ん
 

<環
境

監
視

> 

 
実
施
し
ま
せ
ん
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(2275) 

9.
1.
7
底
質
（
濁
り
物
質
の
堆
積
量
）
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
２
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

工 事 の 実 施
 

前
記
の
と
お
り
 

 
○

国
又

は
地

方
公

共
団

体
に

よ
る

環
境

保
全

の
基

準
又

は
目

標
と

の
整

合
性

に
係

る
評

価
 

・
鹿

児
島

県
環

境
基

本
計

画
に

お

け
る

「
環

境
保

全
に

向
け

た
取

組
」

の
中

で
、

事
業

者
の

共
通

的
取

組
と

し
て

、
「

大
気

や
水

質
な

ど
へ

の
汚

染
物

質
の

排
出

の
削

減
」

と
記

載
さ

れ
て

お

り
、

こ
れ

を
環

境
保

全
目

標
と

し
ま
し
た
。
 

・
調

査
及

び
予

測
の

結
果

か
ら

、

工
事

に
伴

い
発

生
す

る
土

砂
の

堆
積

に
つ

い
て

、
環

境
保

全
の

基
準

又
は

目
標

と
の

整
合

性
は

図
ら

れ
て

い
る

と
評

価
し

ま
し

た
。
 

前
記
の
と
お
り
 

 

前
記
の
と
お
り
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(2276) 

9.
1.
8
流
況
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
１
）
 

調 査 結 果
 

○
流

れ
の

状
況

 
・
全

9
地
点
（
多
層
測
定

1
地
点
、
2
層
測
定

5
地
点
、
1
層
測
定

3
地
点
）
の
調
査
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
 

【
流
向
・
流
速
の
出
現
頻
度
】
 

・
夏
季
：
東
岸
で
は
、
北
東
か
ら
北
西
方
向
の
流
れ
と
南
東
か
ら
南
西
方
向
の
流
れ
が
卓
越
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
流
速
は
、
0.
1m
/s

未
満
の
流
れ
が
大
半
で
す
が
、

流
速

0.
1～

0.
2m
/s

の
流
れ
も
比
較
的
多
く
出
現
し
て
い
る
ほ
か
、
水
深
の
深
い
地
点
で
は
最
大
で

0.
8～

0.
9m
/s

に
お
よ
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
南
岸
で
は
、
南

西
～
北
北
西
方
向
の
流
れ
及
び
東
～
東
南
東
方
向
の
流
れ
が

70
％
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
流
速
は

0.
1m
/s

未
満
の
出
現
頻
度
が

90
％
以
上
と
、
比
較
的
小
さ

い
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
 

・
冬
季
：
東
岸
で
は
、
北
北
西
～
北
東
方
向
の
流
れ
と
南
南
東
か
ら
南
南
西
方
向
の
流
れ
が
卓
越
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
、
流
速
は
、
0.
1m
/s

未
満
の
流
れ
が
大
半
で
す
が
、

東
岸
の

1
地
点
で
は
流
速

0.
1～

0.
2m
/s

の
流
れ
も

30
％
程
度
出
現
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
東
南
東
の
水
深
の
深
い

1
地
点
で
は
、
最
大
で

0.
7m
/s

以
上
に
お
よ
ぶ

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
出
現
頻
度
で
み
る
と

0.
1～

0.
2m
/s

の
流
速
が
上
層
及
び
下
層
と
も
に

30
％
以
上
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
南
岸
で
は
、
西
～
北
西
方
向
の

流
れ
及
び
東
北
東
～
東
南
東
方
向
の
流
れ
が

70
％
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
流
速
は

0.
1m
/s

未
満
の
出
現
頻
度
が

70
％
以
上
と
、
比
較
的
小
さ
い
傾
向
に
あ
り

ま
し
た
。
 

【
恒
流
(期

間
平
均
流
)】

 
・
夏
季
：
東
岸
及
び
南
岸
の
流
向
は
、
北
側
の

1
地
点
で
西
北
西
方
向
、
東
側
及
び
南
側
の

5
地
点
で
南
方
向
で
あ
り
、
東
南
東
の
水
深
の
深
い

1
地
点
で
は
北
北
東
方
向
で
し

た
。
な
お
上
層
と
下
層
で
は
、
流
向
に
は
ほ
と
ん
ど
差
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
流
速
は

0.
01
1～

0.
09
m/
s
で
、
東
南
東
の
水
深
の
深
い

1
地
点
の
下
層
で
大

き
い
傾
向
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

・
冬
季
：
東
岸
に
お
け
る
流
向
を
み
る
と
、
北
側
の

1
地
点
で
は
西
～
南
方
向
、
東
側
の

3
地
点
で
は
南
南
東
方
向
、
東
南
東
の
水
深
の
深
い

1
地
点
で
は
南
～
南
東
方
向
、
南

東
の

1
地
点
で
は
南
方
向
で
し
た
。
な
お
、
北
側
の

1
地
点
及
び
東
南
東
の

1
地
点
で
は
上
層
と
下
層
で
流
向
の
相
違
が
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
地
点
で
は
ほ

ぼ
同
一
方
向
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
流
速
は
、
上
層
で

0.
01
3～

0.
05
2m
/s
、
下
層
で
は

0.
01
5～

0.
07
2m
/s

で
あ
り
、
上
層
で
は
東
南
東
の

1
地
点
が
、
下
層
で
は

東
側
の

1
地
点
が
そ
れ
ぞ
れ
大
き
い
値
を
示
し
て
い
ま
し
た
。
南
岸
に
お
け
る
流
向
は
東
方
向
を
示
し
て
お
り
、
流
速
は

0.
04
8m
/s

で
し
た
。
 

○
事

業
実

施
区

域
周

辺
の

波
浪

の
変

化
 

・
全

5
地
点
（
超
音
波
式

1
地
点
、
水
圧
式

4
地
点
）
の
調
査
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
 

・
夏
季
：
各
地
点
と
も
に

1ｍ
未
満
の
出
現
が
多
く
全
体
の

8～
9
割
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
2ｍ

以
上
の
波
高
は
東
岸
の

2
地
点
で
は
認
め
ら
れ
ず
、
東
方
沖
、
南
岸
、

西
岸
で

0.
3～

1.
8％

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
一
方
、
島
の
東
方
に
位
置
す
る
地
点
で
は
、
台
風

16
号
接
近
時
に
は

2～
4ｍ

の
最
高
波
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

・
冬
季
：
各
地
点
と
も
に

1ｍ
未
満
の
出
現
が
多
く
東
方
沖
、
西
岸
で
全
体
の

5～
6
割
、
東
岸
の

2
地
点
及
び
南
岸
で
は
全
体
の
９
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た

2ｍ
以

上
の
波
高
は
、
東
岸
及
び
南
岸
で
認
め
ら
れ
ず
、
東
方
沖
で

1.
6％

、
西
岸
で

2
割
程
度
の
出
現
頻
度
で
し
た
。
一
方
、
島
の
東
方
に
位
置
す
る
地
点
で
は
、
低
気
圧

接
近
時
に
は
、
2ｍ

前
後
の
最
高
波
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

 



 

 

9-23     

(2277) 

9.
1.
8
流
況
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
２
）
 

調 査 結 果
 

○
事

業
実

施
区

域
周

辺
の

水
温

・塩
分

の
状

況
 

・
全

9
地
点
（
多
層
測
定

1
地
点
、
2
層
測
定

5
地
点
、
1
層
測
定

3
地
点
）
の
調
査
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
 

・
夏
季
：
沿
岸

8
地
点
に
お
け
る
水
温
は
、
上
層
で

24
.9
～
29
.2
 (
平
均

27
.8
)℃

、
下
層
で

23
.4
～
28
.7
(平

均
27
.4
)℃

で
あ
り
、
上
層
と
比
較
し
て
下
層
が
若
干
低
い
も
の

の
、
大
き
な
差
異
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
水
深
の
深
い
東
方
沖
で
は
上
層
で

26
.1
～
28
.7
(平

均
27
.7
)℃

、
下
層
で

22
.7
～
28
.2
(平

均
25
.7
)℃

で
し
た
。

沿
岸

8
地
点
に
お
け
る
塩
分
は
、
上
層
で

32
.4
～
34
.0
(平

均
33
.2
)、

下
層
で

32
.5
～
34
.1
(平

均
33
.3
)で

あ
り
、
測
定
層
に
よ
る
差
異
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
測
定
期
間
中
に
お
け
る
塩
分
の
変
動
を
み
る
と
、
い
ず
れ
の
地
点
・
層
も
大
き
な
変
動
は
認
め
ら
れ
ず
、
各
地
点
の
変
動
傾
向
も
類
似
し
て
い
ま
し
た
。

水
深
の
深
い
東
方
沖
で
は
上
層
で

32
.7
～
33
.9
(平

均
33
.3
)℃

、
下
層
で

33
.2
～
34
.4
(平

均
33
.9
)℃

で
し
た
。
 

・
冬
季
：
沿
岸

8
地
点
に
お
け
る
水
温
は
、
上
層
で

18
.9
～
22
.7
℃
(平

均
21
.3
℃
)、

下
層
で

19
.8
～
22
.7
℃
(平

均
21
.5
℃
)で

あ
り
、
上
層
と
比
較
し
て
下
層
が
若
干
高
い

も
の
の
、
大
き
な
差
異
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
水
深
の
深
い
東
方
沖
で
は
上
層
で

20
.4
～
22
.8
(平

均
21
.7
)℃

、
下
層
で

19
.9
～
22
.5
(平

均
21
.4
)℃

で
し

た
。
沿
岸
に
お
け
る
塩
分
は
、
上
層
で

34
.2
～
34
.5
(平

均
34
.4
)、

下
層
で

34
.2
～
34
.5
(平

均
34
.3
)で

あ
り
、
測
定
層
に
よ
る
差
異
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
水
深
の
深
い
東
方
沖
で
は
上
層
で

34
.2
～
34
.5
(平

均
34
.4
)、

下
層
で

34
.2
～
34
.5
(平

均
34
.4
)で

し
た
。
測
定
期
間
中
に
お
け
る
塩
分
の
変
動
を
み
る

と
、
い
ず
れ
の
地
点
・
層
も
大
き
な
変
動
は
認
め
ら
れ
ず

34
.2
～
34
.5

の
範
囲
で
推
移
し
て
い
ま
し
た
。
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

飛 行 場 及 び そ の 施 設 の 存 在 及 び 供 用
 

○
流

れ
の

変
化

：下
げ

潮
時

及
び

上
げ

潮
時

 

・
施

設
か

ら
の

汚
水

処
理

水
の

排
水

先
周

辺
で

は

存
在

時
に

比
べ

て
大

き
な

流
れ

の
変

化
は

み
ら

れ
ず

、
施

設
か

ら
の

汚
水

処
理

水
の

排
水

が
流

れ
に

与
え

る
影

響
は

ほ
と

ん
ど

な
い

と
予

測
し

ま
し
た
。
 

○
流

れ
の

変
化

：恒
流

（平
均

流
） 

・
施

設
か

ら
の

汚
水

処
理

水
の

排
水

先
周

辺
で

は

存
在

時
に

比
べ

て
大

き
な

流
れ

の
変

化
は

み
ら

れ
ず

、
施

設
か

ら
の

汚
水

処
理

水
の

排
水

が
流

れ
に

与
え

る
影

響
は

ほ
と

ん
ど

な
い

と
予

測
し

ま
し
た
。
 

○
水

温
・塩

分
の

変
化

 

・
港
湾
施
設
本
体
か
ら
の
汚
水
処
理
水
の
排
水
に

よ
る
±
0.
1℃

以
上
の
水
温
変
化
、
及
び
±
0.
1

以
上
の
塩
分
変
化
は
起
こ
ら
な
い
と
予
測
し
ま

し
た
。
 

 

○
環

境
影

響
の

回
避

・低
減

に
係

る

評
価

 
・

予
測

の
結

果
、

流
れ

、
波

浪
、

海
底

地
形

そ
れ

ぞ
れ

に
つ

い

て
、

大
き

な
変

化
は

な
い

も
の

と
考

え
ら

れ
た

こ
と

か
ら

、
事

業
者

の
実

行
可

能
な

範
囲

内
で

低
減

が
図

ら
れ

て
い

る
も

の
と

評
価
し
ま
し
た
。
 

  

・
本

環
境

影
響

評
価

項
目

に
つ

い
て

は
、

事
業

者
の

実
行

可
能

な
範

囲
で

環
境

影
響

の
低

減
が

図
ら

れ
て

い
る

も
の

と
評

価
し

た
た

め
、

環
境

保
全

措
置
は
講
じ
ま
せ
ん
。
 

<事
後

調
査

> 

実
施
し
ま
せ
ん
。
 

<環
境

監
視

> 

 
実
施
し
ま
せ
ん
。
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(2278) 

9.
1.
8
流
況
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
３
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

飛 行 場 及 び そ の 施 設 の 存 在 及 び 供 用
 

○
波

浪
の

変
化

 

・
波

浪
に

つ
い

て
は

、
通

常
時

と
高

波
浪

時
の

変

化
に

つ
い

て
検

討
し

ま
し

た
が

、
波

高
変

化
は

港
湾

施
設

の
近

傍
に

限
ら

れ
て

お
り

、
波

浪
は

大
き
く
変
化
し
な
い
も
の
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

○
海

底
地

形
の

変
化

 

・
台
風
期
の
一
時
的
（
季
節
的
）
な
変
化
に
つ
い

て
検
討
し
ま
し
た
が
、
海
底
地
形
の
変
化
は
港

湾
施
設
の
近
傍
に
限
ら
れ
て
お
り
、
海
底
地
形

は
大
き
く
変
化
し
な
い
も
の
と
予
測
し
ま
し

た
。

 

○
国

又
は

地
方

公
共

団
体

に
よ

る

環
境

保
全

の
基

準
又

は
目

標
と

の
整

合
性

に
係

る
評

価
 

・
流

況
に

係
る

具
体

的
な

基
準

又

は
目

標
は

あ
り

ま
せ

ん
が

、
鹿

児
島

県
環

境
基

本
計

画
に

お
け

る
施

策
の

展
開

と
し

て
、

「
自

然
と

共
生

す
る

地
域

社
会

づ
く

り
」

の
中

で
、

「
砂

浜
・

干

潟
、

藻
場

な
ど

の
自

然
海

岸

は
、

可
能

な
限

り
適

正
に

保
全

す
る

と
と

も
に

、
当

該
地

域
の

環
境

浄
化

能
力

や
多

様
な

生
物

の
生

息
・

生
育

環
境

の
確

保
に

努
め

ま
す

。
」

と
記

載
さ

れ
て

お
り

、
こ

れ
を

環
境

保
全

の
基

準
又
は
目
標
と
し
ま
す
。
 

・
調

査
及

び
予

測
の

結
果

、
流

況

の
変

化
に

よ
り

、
砂

浜
・

干

潟
、

藻
場

へ
の

影
響

は
ほ

と
ん

ど
な

い
こ

と
か

ら
、

流
況

に
及

ぼ
す

影
響

は
低

減
さ

れ
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
環

境
保

全
の

基
準

又
は

目
標

と
の

整
合

性
は

図
ら

れ
る

も
の

と
評

価
し
ま
し
た
。
 

  

前
記
の
と
お
り

 
前
記
の
と
お
り
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(2279) 

9.
1.
9
電
波
障
害
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
１
）
 

調 査 結 果
 

○
テ

レ
ビ

電
波

の
受

信
状

況
 

 
 

飛
行
経
路
近
傍
の
西
之
表
市

5
地
点
、
中
種
子
町

3
地
点
、
南
種
子
町

3
地
点
の
計

11
地
点
の
調
査
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
 

・
浦
田
地
区
は
、
電
波
到
来
方
向
に
山
が
あ
り
、
受
信
状
況
は
種
子
島
局
及
び
国
上
局
い
ず
れ
も
全

ch
が
受
信
不
能
で
し
た
。
な
お
、
調
査
地
点
の
周
辺
は
全
世
帯
、
NH
K
浦

田
共
聴
に
加
入
し
て
い
ま
す
。
 

・
そ
の
他
の
調
査
地
点
で
は
、
種
子
島
局
、
国
上
局
、
南
種
子
局
の
い
ず
れ
か
の
電
波
を
全

ch
良
好
に
受
信
し
て
い
ま
す
。

 
 

予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

飛 行 場 及 び そ の 施 設 の 存 在 及 び 供 用
 

○
航

空
機

の
運

航
に

伴
う

テ
レ

ビ
電

波
（デ

ジ
タ

ル
放

送
）受

信
状

況
へ

の
影

響
 

・
種
子
島
に
は
航
空
機
の
運
航
に
伴
う
電
波
障
害

の
影
響
は
な
い
も
の
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

 

○
環

境
影

響
の

回
避

・低
減

に
係

る

評
価

 
・

調
査

及
び

予
測

の
結

果
、

並
び

に
環

境
保

全
措

置
の

検
討

結
果

を
踏

ま
え

る
と

、
航

空
機

の
運

航
に

伴
う

電
波

障
害

の
影

響
は

な
い

と
予

測
さ

れ
、

環
境

影
響

は
低

減
さ

れ
て

い
る

も
の

と
評

価
し
ま
し
た
。

 
○

国
又

は
地

方
公

共
団

体
に

よ
る

環
境

保
全

の
基

準
又

は
目

標
と

の
整

合
性

に
係

る
評

価
 

・
国

又
は

鹿
児

島
県

に
よ

る
電

波

障
害

に
係

る
環

境
保

全
目

標
や

環
境

基
準

は
な

い
こ

と
か

ら
、

現
状

の
電

波
受

信
状

況
を

維
持

す
る

こ
と

を
目

標
と

し
ま

し

た
。
 

   

・
飛
行
経
路
が
種
子
島
か
ら
で
き
る
限
り

遠
ざ

か
る

よ
う

滑
走

路
を

配
置

し
ま

す
。
 

 

<事
後

調
査

> 
実
施
し
ま
せ
ん
。

 
<環

境
監

視
> 

 
実
施
し
ま
せ
ん
。
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(2280) 

9.
1.
9
電
波
障
害
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
２
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

飛 行 場 及 び そ の 施 設 の 存 在 及 び 供 用
 

前
記
の
と
お
り

 
・

予
測

の
結

果
、

航
空

機
の

運
航

に
伴

う
電

波
障

害
の

予
測

結
果

は
、

「
現

状
の

電
波

受
信

状
況

を
維

持
す

る
こ

と
」

と
す

る
環

境
保

全
の

目
標

を
満

足
す

る
こ

と
か

ら
、

飛
行

場
及

び
そ

の
施

設
の

存
在

及
び

供
用

に
伴

う
電

波
障

害
の

影
響

に
つ

い
て

は
、

環
境

保
全

の
基

準
又

は
目

標
と

の
整

合
性

が
図

ら
れ

て
い

る
も

の
と
評
価
し
ま
し
た
。
 

 

前
記
の
と
お
り

 
前
記
の
と
お
り
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9.
1.
10

陸
域
動
物
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
１
）
 
 

調 査 結 果
 

○
主

な
陸

域
動

物
に

係
る

生
物

相
の

状
況

 
・
鳥
類
調
査
（
ラ
イ
ン
セ
ン
サ
ス

8
測
線
、
定
点
調
査

8
地
点
、
レ
ー
ダ
ー
調
査

1
地
点
、
島
内
全
域
）、

哺
乳
類
調
査
（
ト
ラ
ッ
プ

10
地
点
、
コ
ウ
モ
リ
捕
獲

18
地
点
、
超

音
波
調
査

2
地
点
、
島
内
全
域
）、

両
生
類
・
爬
虫
類
調
査
・
陸
産
貝
類
調
査
（
島
内
全
域
）、

昆
虫
類
調
査
（
ト
ラ
ッ
プ

10
地
点
、
島
内
全
域
）、

オ
カ
ヤ
ド
カ
リ
調
査

（
沿
岸
全
域
、
ベ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ

13
地
点
）、

水
域
動
物
調
査
（
10

地
点
（
河
川
及
び
池
沼
））

の
調
査
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
 

【
陸
生
動
物
】
合
計

71
2
種
（
鳥
類

83
種
、
哺
乳
類

4
種
、
両
生
類

2
種
、
爬
虫
類

6
種
、
昆
虫
類

58
0
種
、
陸
産
貝
類

34
種
、
オ
カ
ヤ
ド
カ
リ
類

3
種
）
 

【
水
生
動
物
】
合
計

28
7
種
（
魚
類

20
種
、
甲
殻
類

32
種
、
貝
類

34
種
、
水
生
昆
虫
類

16
6
種
、
底
生
動
物

35
種
）
 

○
陸

域
動

物
の

重
要

な
種

の
分

布
、

生
息

・生
育

の
状

況
及

び
生

息
・生

育
環

境
の

状
況

 
【
陸
生
動
物
】
合
計

10
2
種
（
鳥
類

24
種
、
哺
乳
類

3
種
、
両
生
類

2
種
、
爬
虫
類

5
種
、
昆
虫
類

38
種
、
陸
産
貝
類

27
種
、
オ
カ
ヤ
ド
カ
リ
類

3
種
）
 

【
水
生
動
物
】
合
計

16
種
（
魚
類

3
種
、
甲
殻
類

5
種
、
貝
類

8
種
）
 

○
注

目
す

べ
き

生
息

・生
育

地
の

分
布

及
び

当
該

生
息

・生
育

地
が

注
目

さ
れ

る
理

由
で

あ
る

陸
域

動
物

の
種

の
生

息
・生

育
の

状
況

並
び

に
生

息
・生

育
環

境
の

状
況

 
・
注
目
す
べ
き
生
息
地
の
分
布
は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

工 事 の 実 施
 

○
生

息
環

境
の

減
少

 

・
改
変
区
域
内
で
の
確
認
割
合
が
大
き
く
個
体
群
に

影
響
す
る
と
予
測
さ
れ
た
重
要
な
種
の
う
ち
、
両

生
類
の
ニ
ホ
ン
ア
マ
ガ
エ
ル
と
ニ
ホ
ン
ア
カ
ガ
エ

ル
、
及
び
爬
虫
類
の
ニ
ホ
ン
イ
シ
ガ
メ
は
水
域
環

境
に
強
く
依
存
し
移
動
能
力
が
低
い
こ
と
、
加
え

て
魚
類
の
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
、
淡
水
貝
類
の
ヒ
メ
ヒ

ラ
マ
キ
ミ
ズ
マ
イ
マ
イ
、
陸
産
貝
類
の
ツ
バ
キ
カ

ド
マ
イ
マ
イ
及
び
ウ
チ
マ
キ
ノ
ミ
ギ
セ
ル
は
希
少

性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
保
全
対
象
種
と
し
て
選
定

し
ま
し
た
。
 

○
粉

じ
ん

（降
下

ば
い

じ
ん

）に
よ

る
影

響
 

・
工
事
中
に
お
け
る
降
下
ば
い
じ
ん
に
よ
る
陸
域
動

物
の
生
息
環
境
及
び
、
陸
域
動
物
の
重
要
な
種
の

生
息
環
境
へ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
予
測
し

ま
し
た
。

 

○
環

境
影

響
の

回
避

・
低

減
に

係
る

評
価

 
・
環
境
保
全
措
置
の
対
象
は
、
「
陸

域
に

生
息

す
る

重
要

な
動

物
」

と
し
、
「
生
息
す
る
重
要
な
種
の

個
体

群
の

存
続

」
を

環
境

保
全

措
置
の
目
標
と
し
ま
し
た
。

 
・

調
査

及
び

予
測

の
結

果
、

並
び

に
環

境
保

全
措

置
の

検
討

結
果

を
踏

ま
え

る
と

、
陸

域
動

物
に

及
ぼ

す
影

響
に

つ
い

て
は

、
事

業
者

の
実

行
可

能
な

範
囲

内
で

低
減

が
図

ら
れ

て
い

る
も

の
と

評
価
し
ま
し
た
。

 

・
改
変
区
域
に
つ
い
て
は
、
陸
域
動
物
の

生
息
範
囲
の
消
失
面
積
を
最
小
化
す
る

た
め
、
改
変
面
積
を
可
能
な
限
り
抑
え

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
 

・
水
域
環
境
へ
の
濁
水
の
影
響
の
低
減
を

図
る
目
的
か
ら
、
発
生
源
対
策
、
仮
設

沈
砂
池
の
設
置
等
を
実
施
し
、
処
理
排

水
を

SS
濃
度

25
mg
/L

以
下
に
低
減
し

た
上
で
放
流
す
る
等
の
水
の
濁
り
の
流

出
防
止
対
策
を
講
じ
ま
す
。
 

・
保
全
対
象
種
と
し
て
選
定
し
た
両
生
類

の
卵
・
幼
生
、
爬
虫
類
及
び
希
少
性
の

高
い
魚
類
、
淡
水
・
陸
産
貝
類
に
つ
い

て
は

、
事

業
者

の
実

行
可

能
な

範
囲

で
、
直
接
改
変
の
影
響
を
受
け
る
個
体

の
改
変
を
受
け
な
い
類
似
し
た
水
域
環

境
へ
の
移
動
を
行
い
ま
す
。
 

 

<事
後

調
査

> 

〇
陸

生
動

物
の

重
要

な
種

の
移

動

後
の

生
息

状
況

 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
移
動
先
と
そ
の
周
辺
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
工

事
期

間
中

、
年

度
ご

と
に

移

動
後
年

4
回
（
4
季
）
 

【
調
査
方
法
】
 

・
目
視
確
認
、
捕
獲
等
 

〇
鳥

類
（重

要
な

種
）の

生
息

状
況

 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】

 
・
改
変
区
域
と
そ
の
周
辺
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
工
事
期
間
中
、
年

4
回
（
4
季
）
 

【
調
査
方
法
】
 

・
定

点
調

査
、

ラ
イ

ン
セ

ン
サ

ス
、
任
意
調
査
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9.
1.
10

陸
域
動
物
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
２
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

工 事 の 実 施
 

〇
水

の
濁

り
に

よ
る

影
響

 

・
工
事
中
の
降
雨
時
に
一
時
的
に
発
生
す
る
濁
水
の

水
生
動
物
の
生
息
環
境
へ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な

い
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

〇
騒

音
・振

動
に

よ
る

影
響

 

・
鳥
類
の
重
要
な
種
で
あ
る
シ
ロ
チ
ド
リ
に
つ
い
て

は
、
工
事
中
の
騒
音
が
70
dB
を
超
え
る
と
予
測
さ

れ
た
範
囲
で
は
、
警
戒
行
動
が
発
生
す
る
可
能
性

が
あ
る
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

〇
夜

間
照

明
に

よ
る

影
響

 

・
夜
間
照
明
は
工
事
箇
所
周
辺
等
、
安
全
管
理
上
必

要
最
小
限
の
範
囲
に
限
定
し
て
設
置
し
、
光
源
に

は
主
に
LE
Dを

使
用
し
ま
す
。
木
村
他
(2
01
4)
に

よ
る
と
、
LE
Dは

蛍
光
灯
と
比
較
す
る
と
集
光
性

昆
虫
類
が
有
意
に
少
な
く
、
防
虫
ラ
ン
プ
と
比
較

す
る
と
有
意
差
が
な
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
 

・
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
工
事
中
の
夜
間
照
明
に
よ

る
集
光
性
昆
虫
類
へ
の
影
響
は
限
定
的
で
あ
り
、

生
息
状
況
は
維
持
さ
れ
る
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

  

○
国

又
は

地
方

公
共

団
体

に
よ

る
環

境
保

全
の

基
準

又
は

目
標

と
の

整

合
性

に
係

る
評

価
 

・
鹿

児
島

県
環

境
基

本
計

画
に

お

け
る

基
本

目
標

（
将

来
像

）
と

し
て

、
「

自
然

と
共

生
す

る
地

域
社

会
づ

く
り

」
の

中
で

、

「
人

的
要

因
に

よ
る

新
た

な
種

の
絶

滅
や

、
新

た
な

侵
略

的
外

来
種

の
意

図
的

な
侵

入
の

防
止

が
図

ら
れ

て
い

ま
す

」
と

記
載

が
あ
り
ま
す
。
 

・
鹿

児
島

県
自

然
環

境
保

全
基

本

方
針
に
お
け
る
「
3 
自
然
環
境
に

関
す

る
事

前
評

価
の

実
施

」
と

し
て

「
自

然
環

境
を

破
壊

す
る

お
そ

れ
の

あ
る

大
規

模
な

各
種

の
開

発
が

行
わ

れ
る

場
合

は
、

事
業

主
体

に
よ

り
必

要
に

応

じ
、

当
該

事
業

が
自

然
環

境
に

及
ぼ

す
影

響
の

予
測

、
代

替
案

の
比

較
等

を
含

め
た

事
前

評
価

が
行

わ
れ

、
そ

れ
が

計
画

に
反

映
さ

れ
、

住
民

の
理

解
を

得
て

行
わ

れ
る

よ
う

努
め

る
。

更

に
、

開
発

後
に

お
い

て
も

自
然

環
境

の
保

全
の

た
め

の
措

置
が

必
要

に
応

じ
講

ぜ
ら

れ
る

よ
う

十
分

な
注

意
を

払
う

も
の

と
す

る
。
」
と
記
載
が
あ
り
ま
す
。
 

・
両
生
類
の
卵
・
幼
生
、
魚
類
、
淡
水
貝

類
の
移
動
に
際
し
て
は
、
あ
わ
せ
て
ミ

ナ
ミ
メ
ダ
カ
、
ヒ
メ
ヒ
ラ
マ
キ
ミ
ズ
マ

イ
マ
イ
等
の
淡
水
貝
類
、
ヤ
マ
ト
ヌ
マ

エ
ビ
等
の
甲
殻
類
、
ヒ
メ
フ
チ
ト
リ
ゲ

ン
ゴ
ロ
ウ
、
ミ
ズ
ス
マ
シ
、
コ
ガ
ム
シ

等
の
水
生
昆
虫
等
ほ
か
の
重
要
な
種
の

水
生
動
物
の
移
動
も
積
極
的
に
行
い
ま

す
。
 

・
移
動
先
は
、
改
変
区
域
外
で
あ
り
水
生

植
物
が
生
育
し
て
い
て
魚
類
や
水
生
昆

虫
等
の
生
育
に
適
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
島
東
部
の
複
数
の
池
を
候
補
と
し

て
考
え
て
い
ま
す
。
 

・
同
様
に
、
陸
産
貝
類
の
移
動
に
際
し
て

は
、
タ
ネ
ガ
シ
マ
マ
イ
マ
イ
や
ヘ
ソ
カ

ド
ケ
マ
イ
マ
イ
等
の
対
象
種
以
外
の
重

要
な
種
の
陸
産
貝
類
に
つ
い
て
も
積
極

的
な
移
動
を
行
い
ま
す
。
 

・
希
少
性
が
高
い
オ
カ
ヤ
ド
カ
リ
類
に
つ

い
て
は
、
工
事
車
両
に
よ
る
ロ
ー
ド
キ

ル
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
こ

と
か

ら
、
海
岸
部
の
道
路
に
侵
入
防
止
柵
を

設
置
し
、
ロ
ー
ド
キ
ル
を
防
ぎ
ま
す
。

ま
た
、
海
岸
部
の
改
変
区
域
の
周
囲
に

侵
入
防
止
柵
を
設
置
し
、
改
変
区
域
内

の
オ
カ
ヤ
ド
カ
リ
類
を
採
捕
し
、
改
変

区
域
外
の
海
岸
部
に
移
動
し
ま
す
。
 

  

〇
哺

乳
類

（
重

要
な

種
）
の

生
息

状

況
 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
改
変
区
域
と
そ
の
周
辺
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
工
事
期
間
中
、
年

4
回
（
4
季
）
 

【
調
査
方
法
】
 

・
フ

ィ
ー

ル
ド

サ
イ

ン
調

査
、

捕

獲
調
査
等
 

〇
両

生
類

・爬
虫

類
（重

要
な

種
）の

生
息

状
況

 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
改
変
区
域
と
そ
の
周
辺
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
工

事
期

間
中

、
年

3
回

（
春

季
・
夏
季
・
秋
季
）
 

【
調
査
方
法
】
 

・
目
視
確
認
等
 

〇
昆

虫
類

（
重

要
な

種
）
の

生
息

状

況
 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
改
変
区
域
と
そ
の
周
辺
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
工

事
期

間
中

、
年

3
回

（
春

季
・
夏
季
・
秋
季
）
 

【
調
査
方
法
】
 

・
ト
ラ
ッ
プ
調
査
、
目
視
確
認
等
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9.
1.
10

陸
域
動
物
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
３
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

工 事 の 実 施
 

前
記
の
と
お
り

 
・
よ
っ
て
、
前
記

2
つ
を
環
境
保
全

の
基
準
又
は
目
標
と
し
ま
す
。

 
・

調
査

及
び

予
測

の
結

果
、

並
び

に
環

境
保

全
措

置
の

検
討

結
果

を
踏

ま
え

る
と

、
工

事
の

実
施

に
よ

る
陸

域
動

物
の

重
要

な
種

の
生

息
状

況
に

及
ぼ

す
影

響

は
、

最
小

限
に

と
ど

め
る

よ
う

十
分

配
慮

さ
れ

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

環
境

保
全

の
基

準
又

は
目

標
と

の
整

合
性

は
図

ら
れ

て
い

る
も

の
と

評
価

し
ま
し
た
。

 
 

・
鳥
類
の
重
要
な
種
で
あ
る
シ
ロ
チ
ド
リ

の
繁

殖
(
抱

卵
)
が

確
認

さ
れ

た
場

合

は
、
繁
殖
中
断
の
リ
ス
ク
を
回
避
す
る

た
め
に
、
必
要
に
応
じ
ロ
ー
プ
等
を
設

置
し
、
孵
化
期
ま
で
周
辺
で
の
車
両
や

人
の
立
ち
入
り
の
制
限
に
努
め
ま
す
。
 

・
降
河
性
回
遊
を
行
う
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
に

つ
い
て
、
河
川
の
途
中
を
道
路
等
の
構

造
物
が
横
断
す
る
場
合
、
管
渠
等
を
埋

設
し
て
流
れ
を
分
断
し
な
い
よ
う
に
配

慮
し
、
河
川
と
海
の
接
続
性
を
確
保
し

て
遡

上
が

可
能

な
よ

う
に

配
慮

し
ま

す
。
ま
た
、
工
事
中
に
設
置
す
る
仮
設

沈
砂
池
の
水
深
を
確
保
し
、
水
生
生
物

が
利
用
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
ま
す
。
 

・
建
設
機
械
等
は
、
陸
域
動
物
へ
の
排
ガ

ス
に
よ
る
影
響
（
呼
吸
障
害
）
の
低
減

を
図
る
た
め
、
排
出
ガ
ス
対
策
型
を
積

極
的
に
導
入
す
る
と
と
も
に
、
整
備
・

点
検
の
徹
底
等
の
大
気
汚
染
防
止
対
策

を
講
じ
ま
す
。
 

・
陸
上
工
事
に
伴
う
夜
間
照
明
を
行
う
場

合
は
、
照
射
範
囲
を
限
定
し
た
り
、
光

源
と
し
て
主
に

LE
D
を
使
用
す
る
こ
と

等
に
よ
り
、
照
明
に
よ
る
陸
域
動
物
へ

の
影
響
防
止
に
努
め
ま
す
。
 

・
作
業
員
等
に
対
し
て
は
、
馬
毛
島
に
生

息
す
る
陸
域
動
物
の
重
要
な
種
や
生
息

環
境
、
環
境
保
全
の
重
要
性
等
に
つ
い

て
教
育
・
指
導
を
行
い
ま
す
。
 

〇
陸

産
貝

類
（
重

要
な

種
）
の

生
息

状
況

 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】

 
・
改
変
区
域
と
そ
の
周
辺
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】

 
・

工
事

期
間

中
、

年
3

回
（

春

季
・
夏
季
・
秋
季
）
 

【
調
査
方
法
】

 
・

見
つ

け
取

り
法

、
ソ

ー
テ

ィ
ン

グ
採
集
法
等

 
〇

オ
カ

ヤ
ド

カ
リ

類
の

生
息

状
況

 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】

 
・
海
岸
部
、
林
内

 
【
調
査
時
期
・
期
間
】

 
・

工
事

期
間

中
、

年
3

回
（

春

季
・
夏
季
・
秋
季
）
 

【
調
査
方
法
】

 
・
目
視
確
認
、
ト
ラ
ッ
プ
法

 
〇

水
生

動
物

の
重

要
な

種
の

移
動

後
の

生
息

状
況

 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
移
動
先
と
そ
の
流
域
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
工
事
期
間
中
、
移
動
後
年

4
回

（
4
季
）
 

【
調
査
方
法
】
 

・
目

視
確

認
、

タ
モ

網
等

で
の

捕

獲
 

 



 

 

9-30     

(2284) 

9.
1.
10

陸
域
動
物
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
４
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

工 事 の 実 施
 

前
記
の
と
お
り

 
前
記
の
と
お
り

 
・
緑
化
は
可
能
な
限
り
速
や
か
に
施
工
す

る
こ
と
に
よ
り
動
植
物
の
生
息
・
生
育

環
境
へ
の
影
響
低
減
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
現
地
に
お
け
る
生
態
系
に
変
化
を

与
え
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
可
能
な

限
り
島
内
の
在
来
種
を
緑
化
材
と
し
て

用
い
ま
す
。
 

・
環
境
保
全
措
置
が
速
や
か
に
講
じ
ら
れ

る
監
視
体
制
を
構
築
し
て
移
動
後
の
生

息
状

況
に

つ
い

て
事

後
調

査
を

実
施

し
、
当
該
事
後
調
査
結
果
に
基
づ
い
て

環
境
保
全
措
置
の
効
果
も
踏
ま
え
て
そ

の
妥
当
性
に
関
し
て
検
討
し
、
必
要
に

応
じ
て
専
門
家
等
の
指
導
・
助
言
を
得

て
、

必
要

な
措

置
(
既

存
の

措
置

の
見

直
し

や
追

加
の

措
置

等
）

を
講

じ
ま

す
。
 

〇
改

変
区

域
周

辺
の

池
や

河
川

の

水
生

動
物

の
生

息
状

況
、

水
質

 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
改
変
区
域
周
辺
の
池
や
河
川
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
工
事
期
間
中
、
年

4
回
（
4
季
）
 

【
調
査
方
法
】
 

・
目

視
確

認
、

タ
モ

網
等

で
の

捕

獲
。

改
変

区
域

周
辺

の
池

や
河

川
の
水
質
の
調
査

 



 

 

9-31     

(2285) 

9.
1.
10

陸
域
動
物
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
５
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

飛 行 場 及 び そ の 施 設 の 存 在 及 び 供 用
 

○
生

息
環

境
の

減
少

 

・
海
岸
部
で
は
、
地
表
徘
徊
性
種
で
あ
る
オ
カ
ヤ
ド

カ
リ
類
に
つ
い
て
、
車
両
に
よ
る
ロ
ー
ド
キ
ル
が

生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
生
息
状
況
は
維

持
さ
れ
る
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

〇
騒

音
・低

周
波

音
よ

る
影

響
 

・
航
空
機
騒
音
の
運
航
に
伴
い
発
生
す
る
騒
音
は
、

シ
ロ
チ
ド
リ
が
羽
ば
た
き
や
飛
び
た
ち
を
生
じ
る

と
さ
れ
る
85
dB
を
超
過
す
る
範
囲
が
島
内
全
域
と

予
測
さ
れ
、
シ
ロ
チ
ド
リ
の
行
動
に
影
響
が
発
生

す
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
 

・
低
周
波
音
に
つ
い
て
は
、
Be
ut
er
 &
 W
ei
ss
 

(1
98
6)
の
カ
モ
メ
の
一
種
に
よ
る
採
餌
時
の
事
例

で
は
10
0H
z以

下
は
行
動
に
反
応
が
な
か
っ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ro
be
rt

（
20
04
）
に
よ
る
と
、
多
く
の
鳥
類
が
10
0H
z以

上
の
可
聴
域
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
シ
ロ
チ
ド
リ
も

低
周
波
音
の
影
響
を
受
け
に
く
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
不
確
実
性
が
残
り
ま
し
た
。
 

〇
航

空
機

の
鳥

類
等

と
の

衝
突

 

・
全
空
港
に
お
け
る
鳥
衝
突
率
年
平
均
の
中
央
値
は

7.
2回

で
し
た
。
馬
毛
島
の
上
空
を
通
過
す
る
渡

り
鳥
の
飛
翔
高
度
及
び
飛
跡
数
は
全
国
で
の
傾
向

と
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
馬
毛
島
に
お
け
る
離

着
陸
回
数
１
万
回
あ
た
り
の
鳥
衝
突
件
数
は
7.
2

回
/1
0,
00
0離

着
陸
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

 

○
環

境
影

響
の

回
避

・
低

減
に

係
る

評
価

 
・

環
境

保
全

措
置

の
対

象
は

、

「
陸

域
に

生
息

す
る

重
要

な
動

物
」

と
し

、
「

生
息

す
る

重
要

な
種

の
個

体
群

の
存

続
」

を
環

境
保

全
措

置
の

目
標

と
し

ま
し

た
。
 

・
調

査
及

び
予

測
の

結
果

、
並

び

に
環

境
保

全
措

置
の

検
討

結
果

を
踏

ま
え

る
と

、
陸

域
動

物
に

及
ぼ

す
影

響
に

つ
い

て
は

、
事

業
者

の
実

行
可

能
な

範
囲

内
で

低
減

が
図

ら
れ

て
い

る
も

の
と

評
価
し
ま
し
た
。
 

 

・
改
変
区
域
に
つ
い
て
は
、
陸
域
動
物
の

生
息
範
囲
の
消
失
面
積
を
最
小
化
す
る

た
め
、
改
変
面
積
を
可
能
な
限
り
抑
え

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
 

・
工
事
で
改
変
さ
れ
た
区
域
の
緑
化
工
事

を
速
や
か
に
実
施
し
、
陸
域
動
物
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
 

・
工
事
中
に
造
成
さ
れ
た
仮
設
沈
砂
池
を

残
置
し
、
調
整
池
と
あ
わ
せ
て
十
分
に

水
深
を
確
保
し
た
開
放
水
面
を
新
た
に

創
出
す
る
こ
と
で
、
水
生
動
物
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
 

・
馬

毛
島

を
通

過
す

る
鳥

類
に

つ
い

て

は
、
定
期
的
に
飛
行
場
を
車
両
で
巡
回

し
な
が
ら
銃
器
（
空
砲
）
や
防
除
機
器

を
利
用
し
て
鳥
を
追
い
払
う
バ
ー
ド
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
航
空

機
と
の
衝
突
を
防
ぎ
ま
す
。
 

・
希
少
性
が
高
い
オ
カ
ヤ
ド
カ
リ
類
に
つ

い
て
は
、
供
用
時
の
車
両
に
よ
る
ロ
ー

ド
キ
ル
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
海
岸
部
の
道
路
に
侵
入
防
止
柵

を
設

置
し

、
ロ

ー
ド

キ
ル

を
防

ぎ
ま

す
。
 

 

<事
後

調
査

> 
〇

陸
生

動
物

の
重

要
な

種
の

移
動

後
の

生
息

状
況

 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
移
動
先
と
そ
の
周
辺
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
供
用
後

3
年
程
度
行
い
、
生
息

状
況

が
安

定
し

た
こ

と
を

確
認

し
た
後
に
終
了
す
る
。
年

3
回

（
春
季
・
夏
季
・
秋
季
）。

 

【
調
査
方
法
】
 

・
目
視
確
認
、
捕
獲
等
 

〇
鳥

類
（重

要
な

種
）の

生
息

状
況

 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
改
変
区
域
と
そ
の
周
辺
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
供
用
後

3
年
程
度
、
年

4
回
（
4

季
）
 

【
調
査
方
法
】
 

・
定

点
調

査
、

ラ
イ

ン
セ

ン
サ

ス
、
任
意
調
査
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(2286) 

9.
1.
10

陸
域
動
物
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
６
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

飛 行 場 及 び そ の 施 設 の 存 在 及 び 供 用
 

・
FC
LP
を
含
め
た
航
空
機
の
年
間
飛
行
回
数
は
、
約

28
,9
00
回
と
さ
れ
て
お
り
、
航
空
機
と
鳥
と
の
衝

突
数
は
お
よ
そ
20
.8
回
/年

と
推
定
さ
れ
、
全
国

の
空
港
の
中
央
値
6.
0回

/年
と
比
べ
て
高
い
値
と

な
り
ま
し
た
。
 

・
コ
ウ
モ
リ
類
と
の
衝
突
に
つ
い
て
は
、
現
地
調
査

結
果
か
ら
、
コ
ウ
モ
リ
類
は
馬
毛
島
に
は
ま
れ
に

飛
来
す
る
の
み
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
衝
突

に
よ
る
コ
ウ
モ
リ
類
に
対
す
る
影
響
は
限
定
的
で

あ
り
、
生
息
状
況
は
維
持
さ
れ
る
と
予
測
し
ま
し

た
。
 

〇
夜

間
照

明
に

よ
る

影
響

 

・
夜
間
照
明
の
影
響
が
あ
る
範
囲
は
限
定
的
で
あ
る

こ
と
、
周
囲
に
光
が
拡
散
し
な
い
措
置
を
と
る
こ

と
、
照
明
に
は
主
に
LE
Dを

使
用
す
る
こ
と
等
か

ら
、
飛
行
場
供
用
時
の
夜
間
照
明
に
よ
る
集
光
性

昆
虫
類
へ
の
影
響
は
限
定
的
で
あ
り
、
生
息
状
況

は
維
持
さ
れ
る
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

〇
訓

練
用

車
両

・船
舶

の
運

航
に

よ
る

影
響

 

・
騒
音
に
つ
い
て
は
、
シ
ロ
チ
ド
リ
へ
の
影
響
が
想

定
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
訓
練
に
伴
い
発
生
す
る

騒
音
は
、
航
空
機
騒
音
よ
り
小
さ
い
と
想
定
さ
れ

る
こ
と
、
シ
ロ
チ
ド
リ
の
確
認
位
置
の
ほ
と
ん
ど

が
訓
練
区
域
か
ら
離
れ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
影
響

は
限
定
的
で
あ
り
、
生
息
状
況
は
維
持
さ
れ
る
と

予
測
し
ま
し
た
。
 

・
粉
じ
ん
に
よ
る
影
響
つ
い
て
は
、
陸
域
動
物
の
重

要
な
種
の
生
息
環
境
へ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
い

と
予
測
し
ま
し
た
。
 

 

○
国

又
は

地
方

公
共

団
体

に
よ

る
環

境
保

全
の

基
準

又
は

目
標

と
の

整

合
性

に
係

る
評

価
 

・
環

境
保

全
の

基
準

又
は

目
標

は

工
事

の
実

施
と

同
様

と
し

ま
し

た
。
 

・
調

査
及

び
予

測
の

結
果

、
並

び

に
環

境
保

全
措

置
の

検
討

結
果

を
踏

ま
え

る
と

、
飛

行
場

及
び

そ
の

施
設

の
存

在
及

び
供

用
に

よ
る

陸
域

動
物

の
重

要
な

種
の

生
息

状
況

に
及

ぼ
す

影
響

は
、

最
小

限
に

と
ど

め
る

よ
う

十
分

配
慮

さ
れ

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

環
境

保
全

の
基

準
又

は
目

標
と

の
整

合
性

は
図

ら
れ

て
い

る
も

の
と

評
価

し
ま

し
た
。
 

 

・
降
河
性
回
遊
を
行
う
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
に

つ
い
て
は
、
河
川
の
途
中
を
道
路
等
の

構
造
物
が
横
断
す
る
場
合
、
管
渠
等
を

埋
設
し
て
流
れ
を
分
断
し
な
い
よ
う
に

配
慮
し
、
河
川
と
海
の
接
続
性
を
確
保

し
て
遡
上
可
能
な
よ
う
配
慮
し
ま
す
。
 

・
島
の
北
端
、
南
端
及
び
西
端
等
に
現
存

す
る
人
工
裸
地
を
緑
化
す
る
こ
と
で
、

陸
域
動
物
の
生
息
環
境
を
新
た
に
創
出

し
ま
す
。
 

・
緑
化
に
つ
い
て
は
、
現
地
に
お
け
る
生

態
系
に
変
化
を
与
え
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
、
可
能
な
限
り
島
内
の
在
来
種
を

緑
化
材
と
し
て
用
い
ま
す
。
 

・
夜
間
照
明
は
、
照
射
範
囲
の
限
定
や
、

光
源
と
し
て
主
に

LE
D
を
使
用
す
る
こ

と
等
に
よ
り
、
照
明
に
よ
る
陸
域
動
物

へ
の
影
響
防
止
に
努
め
ま
す
。
 

・
事
後
調
査
を
実
施
し
、
当
該
事
後
調
査

結
果
に
基
づ
い
て
環
境
保
全
措
置
の
効

果
も
踏
ま
え
て
そ
の
妥
当
性
に
関
し
て

検
討
し
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
家
等
の

指
導

・
助

言
を

得
て

、
必

要
な

措
置

（
既
存
の
措
置
の
見
直
し
や
追
加
の
措

置
等
）
を
検
討
し
、
適
正
に
実
施
し
ま

す
。
 

 

〇
哺

乳
類

（
重

要
な

種
）
の

生
息

状

況
 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
改
変
区
域
と
そ
の
周
辺
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
供
用
後

3
年
程
度
、
年

4
回
（
4

季
）
 

【
調
査
方
法
】
 

・
フ

ィ
ー

ル
ド

サ
イ

ン
調

査
、

ト

ラ
ッ
プ
調
査
等
 

〇
両

生
類

・爬
虫

類
（重

要
な

種
）の

生
息

状
況

 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
改
変
区
域
と
そ
の
周
辺
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
供
用
後

3
年
程
度
、
年

3
回
（
春

季
・
夏
季
・
秋
季
）
 

【
調
査
方
法
】
 

・
目
視
確
認
等
 

〇
昆

虫
類

（
重

要
な

種
）
の

生
息

状

況
 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
改

変
区

域
と

そ
の

周
辺

【
調

査

時
期
・
期
間
】
 

・
供
用
後

3
年
程
度
、
年

3
回
（
春

季
・
夏
季
・
秋
季
）
 

【
調
査
方
法
】
 

・
ト
ラ
ッ
プ
調
査
、
目
視
確
認
等
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9.
1.
10

陸
域
動
物
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
７
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

飛 行 場 及 び そ の 施 設 の 存 在 及 び 供 用
 

前
記
の
と
お
り
 

前
記
の
と
お
り

 
前
記
の
と
お
り

 
〇

陸
産

貝
類

（
重

要
な

種
）
の

生
息

状
況

 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
改
変
区
域
と
そ
の
周
辺
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
供
用
後

3
年
程
度
、
年

3
回
（
春

季
・
夏
季
・
秋
季
）
 

【
調
査
方
法
】
 

・
見

つ
け

取
り

法
、

ソ
ー

テ
ィ

ン

グ
採
集
法
等

 
〇

オ
カ

ヤ
ド

カ
リ

類
の

生
息

状
況

 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
海
岸
部
、
林
内
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
供
用
後

3
年
程
度
、
年

3
回
（
春

季
・
夏
季
・
秋
季
）
 

【
調
査
方
法
】
 

・
目
視
確
認
、
ト
ラ
ッ
プ
法
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(2288) 

9.
1.
10

陸
域
動
物
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
８
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

飛 行 場 及 び そ の 施 設 の 存 在 及 び 供 用
 

前
記
の
と
お
り
 

前
記
の
と
お
り

 
前
記
の
と
お
り

 
〇

水
生

動
物

の
重

要
な

種
の

移
動

後
の

生
息

状
況

 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
移
動
先
と
そ
の
流
域
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
供
用
後

3
年
程
度
行
い
、
生
息

状
況

が
安

定
し

た
こ

と
を

確
認

し
た
後
に
終
了
す
る
。
年

2
回

以
上

（
魚

類
や

甲
殻

類
の

多
い

初
夏
か
ら
夏
を
含
む
）
 

【
調
査
方
法
】
 

・
目

視
確

認
、

タ
モ

網
等

で
の

捕

獲
 

〇
改

変
区

域
周

辺
の

池
や

河
川

の

水
生

動
物

生
息

状
況

、
水

質
 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
改

変
区

域
の

池
や

河
川

の
上

流

～
下
流
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
供
用
後

3
年
程
度
、
年

2
回
以

上
。
 

【
調
査
方
法
】
 

・
目

視
確

認
、

タ
モ

網
等

で
の

捕

獲
。

改
変

区
域

周
辺

の
池

や
河

川
の
水
質
の
調
査
 

<環
境

監
視

> 

 
実
施
し
ま
せ
ん
。

 



 

 

9-35     

(2289) 

9.
1.
11

海
域
動
物
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
１
）
 
 

調 査 結 果
 

○
主

な
海

域
動

物
に

係
る

生
物

相
の

状
況

 
・
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
・
魚
卵
・
稚
仔
魚
・
底
生
動
物
・
魚
類
調
査
（
9
地
点
）、

潮
間
帯
生
物
調
査
（
目
視

6
測
線
、
坪
刈
り
法
ま
た
は
堆
積
物
採
取
法

18
地
点
）、

サ
ン
ゴ

類
調
査
（
ラ
イ
ン
調
査

7
測
線
、
定
点
調
査

14
地
点
、
分
布
調
査
範
囲
（
ス
ポ
ッ
ト
法

44
地
点
））
、
ウ
ミ
ガ
メ
類
調
査
（
砂
浜
域
）
の
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
 

・
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

13
4
種
、
魚
卵

14
5
種
、
稚
仔
魚

13
2
種
、
底
生
動
物

1,
72
0
種
、
魚
類

59
9
種
、
サ
ン
ゴ
類

17
3
種
、
ウ
ミ
ガ
メ
類

2
種
を
確
認
し
ま
し
た
。
 

○
海

域
生

物
の

重
要

な
種

の
分

布
、

生
息

・生
育

の
状

況
及

び
生

息
・生

育
環

境
の

状
況

 
・
重
要
な
種
と
し
て

48
種
（
底
生
動
物

35
種
、
魚
類

10
種
、
サ
ン
ゴ
類

1
種
、
ウ
ミ
ガ
メ
類

2
種
）
の
生
息
を
確
認
し
ま
し
た
。
 

・
馬
毛
島
沿
岸
域
は
、
環
境
省
に
よ
り
「
生
物
多
様
性
の
観
点
か
ら
重
要
度
の
高
い
海
域
」
と
し
て
、
鹿
児
島
県
に
よ
り
「
鹿
児
島
県
の
重
要
な
干
潟
」
と
し
て
選
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
他
に
、
注
目
す
べ
き
生
息
地
の
分
布
は
、
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

 
 

予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

工 事 の 実 施
 

○
底

生
動

物
、

魚
類

：水
の

濁
り

、
土

砂
の

堆
積

（海
上

工
事

、
平

常
時

） 

・
影
響
が
想
定
さ
れ
る
範
囲
の
み
で
確
認
さ
れ
た
重

要
な
種
（
タ
ガ
ソ
デ
モ
ド
キ
、
ス
ジ
ホ
シ
ム
シ
、

ユ
ビ
ナ
ガ
ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ
）
は
、
生
息
状
況
が
変

化
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

○
底

生
動

物
、

魚
類

：水
の

濁
り

、
土

砂
の

堆
積

（陸
上

工
事

、
降

雨
時

） 

・
底
生
動
物
は
濁
り
に
対
す
る
耐
性
が
あ
る
こ
と
、

影
響
は
一
時
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
生
息
状
況
は

維
持
さ
れ
る
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

○
魚

類
：騒

音
 

・
魚
類
等
の
体
の
損
傷
と
い
う
面
で
の
影
響
は
な
い

と
予
測
し
ま
し
た
。
海
上
工
事
に
よ
る
水
中
騒
音

の
音
圧
レ
ベ
ル
（
RM
S）

が
14
0d
Bを

超
え
る
範
囲

で
、
魚
類
は
逃
避
等
の
行
動
が
発
生
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
が
、
水
中
音
が
発
生
す
る
の
は
一
時

的
で
あ
る
こ
と
、
魚
類
は
移
動
能
力
が
高
い
こ

と
、
周
辺
に
同
様
の
環
境
は
広
く
残
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
魚
類
の
生
息
状
況
は
維
持
さ
れ
る
と
予
測

し
ま
し
た
。
 

○
環

境
影

響
の

回
避

・
低

減
に

係
る

評
価

 
・
環
境
保
全
措
置
の
対
象
は
、
「
海

域
に

生
息

す
る

重
要

な
海

域
動

物
」

と
し

、
「

生
息

状
況

の
維

持
」

を
環

境
保

全
措

置
の

目
標

と
し
ま
し
た
。
 

・
調

査
及

び
予

測
の

結
果

、
並

び

に
環

境
保

全
措

置
の

検
討

結
果

を
踏

ま
え

る
と

、
海

域
動

物
の

重
要

な
種

に
及

ぼ
す

影
響

に
つ

い
て

は
、

事
業

者
の

実
行

可
能

な
範

囲
内

で
低

減
が

図
ら

れ
て

い
る
も
の
と
評
価
し
ま
し
た
。
 

・
環
境
負
荷
が
大
き
く
、
工
期
を
要
す
る

海
面
（
公
有
水
面
）
の
埋
立
て
が
生
じ

な
い
よ
う
、
島
内
に
滑
走
路
を
配
置
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
 

・
港
湾
施
設
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
既
存

資
料

（
概

況
調

査
)
の

サ
ン
ゴ

分
布

位

置
を
考
慮
し
て
検
討
し
、
環
境
影
響
の

回
避
、
低
減
を
図
り
ま
し
た
。
 

・
馬
毛
島
の
北
西
部
の
保
安
林
は
、
ウ
ミ

ガ
メ
類
の
産
卵
場
に
対
す
る
遮
光
効
果

が
あ
る
た
め
、
改
変
を
回
避
し
ま
す
。
 

 

<事
後

調
査

> 

〇
底

生
動

物
の

生
息

状
況

 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
現
況
調
査
実
施
地
点
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
工
事
期
間
中
、
年
2回

（
夏
季
-

秋
季
・
冬
季
-春

季
）
 

【
調
査
方
法
】
 

・
潜
水
目
視
観
察
（
定
点
調
査
）
 

〇
底

質
（一

般
項

目
） 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
環
境
現
況
調
査
実
施
地
点
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
工
事
期
間
中
、
年

2
回
（
夏
季
-

秋
季
・
冬
季
-春

季
）
 

【
調
査
方
法
】
 

・
採
泥
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9.
1.
11

海
域
動
物
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
２
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

工 事 の 実 施
 

○
底

生
動

物
、

魚
類

：夜
間

照
明

に
伴

う
光

条
件

の
変

化
 

・
海
上
工
事
に
伴
う
夜
間
照
明
を
行
う
場
合
は
、
可

能
な
限
り
海
面
に
向
け
た
照
射
を
避
け
る
こ
と

で
、
影
響
を
受
け
る
範
囲
は
局
所
的
と
な
り
、
夜

間
照
明
に
伴
う
底
生
動
物
や
魚
類
の
生
息
環
境
の

変
化
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
予
測
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
夜
間
に
は
作
業
を
伴
わ
な
い
作
業
船
も
停
泊
し

ま
す
が
、
停
泊
中
の
船
舶
は
法
令
で
定
め
ら
れ
た

外
周
灯
等
の
灯
火
以
外
は
特
に
光
を
照
射
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
作
業
船
の
夜
間

照
明
に
伴
う
底
生
動
物
や
魚
類
の
生
息
環
境
の
変

化
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

 〇
サ

ン
ゴ

類
：水

の
濁

り
、

土
砂

の
堆

積
（海

上
工

事
、

平
常

時
） 

・
影
響
範
囲
内
に
お
い
て
、
被
度
5～

25
％
の
サ
ン

ゴ
類
分
布
域
が
一
部
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
影

響
を
受
け
る
範
囲
は
局
所
的
で
あ
り
、
被
度
5～

25
％
の
分
布
域
の
大
部
分
及
び
被
度
25
～
50
％
の

高
被
度
域
は
濁
り
の
影
響
範
囲
外
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
サ
ン
ゴ
類
の
生
息
状
況
は
維
持
さ
れ
る
と
予

測
し
ま
し
た
。
 

・
重
要
な
種
の
オ
キ
ナ
ワ
ハ
マ
サ
ン
ゴ
に
つ
い
て

も
、
こ
の
範
囲
に
お
い
て
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
範
囲
以
外
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
生
息
状
況
は
維
持
さ
れ
る
と
予
測

し
ま
し
た
。
 

 

○
国

又
は

地
方

公
共

団
体

に
よ

る
環

境
保

全
の

基
準

又
は

目
標

と
の

整

合
性

に
係

る
評

価
 

・
鹿

児
島

県
環

境
基

本
計

画
に

お

け
る

基
本

目
標

（
将

来
像

）
の

中
で

、
「

人
的

要
因

に
よ

る
新

た
な

種
の

絶
滅

や
、

新
た

な
侵

略
的

外
来

種
の

意
図

的
な

侵
入

の
防

止
が

図
ら

れ
て

い
ま

す
」

と
記
載
が
あ
り
ま
す
。
 

・
鹿

児
島

県
自

然
環

境
保

全
基

本

方
針
に
お
け
る
「
3 
自
然
環
境
に

関
す

る
事

前
評

価
の

実
施

」
と

し
て

「
自

然
環

境
を

破
壊

す
る

お
そ

れ
の

あ
る

大
規

模
な

各
種

の
開

発
が

行
わ

れ
る

場
合

は
、

事
業

主
体

に
よ

り
必

要
に

応

じ
、

当
該

事
業

が
自

然
環

境
に

及
ぼ

す
影

響
の

予
測

、
代

替
案

の
比

較
等

を
含

め
た

事
前

評
価

が
行

わ
れ

、
そ

れ
が

計
画

に
反

映
さ

れ
、

住
民

の
理

解
を

得
て

行
わ

れ
る

よ
う

努
め

る
。

更

に
、

開
発

後
に

お
い

て
も

自
然

環
境

の
保

全
の

た
め

の
措

置
が

必
要

に
応

じ
講

ぜ
ら

れ
る

よ
う

十
分

な
注

意
を

払
う

も
の

と
す

る
。
」
と
記
載
が
あ
り
ま
す
。
 

・
上
記

2
つ
を
環
境
保
全
の
基
準
又

は
目
標
と
し
ま
す
。
 

・
陸
上
工
事
に
伴
う
夜
間
照
明
を
行
う
場

合
は
、
照
射
範
囲
を
限
定
す
る
こ
と
に

よ
り
、
照
明
に
よ
る
海
域
動
物
へ
の
影

響
防
止
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
海
上
工

事
に
伴
う
夜
間
照
明
を
行
う
場
合
は
、

可
能
な
限
り
影
響
を
受
け
る
範
囲
を
限

定
し
ま
す
。
夜
間
に
は
作
業
を
伴
わ
な

い
作
業
船
が
停
泊
し
ま
す
が
、
停
泊
中

の
船
舶
は
法
令
で
定
め
ら
れ
た
外
周
灯

等
の
灯
火
以
外
を
照
射
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
 

・
陸
上
の
改
変
区
域
に
お
い
て
は
、
濁
り

の
発
生
源
対
策
、
流
出
防
止
対
策
、
仮

設
沈
砂
池
の
設
置
や
濁
水
処
理
施
設
の

設
置
等
を
実
施
し
ま
す
。
 

・
作
業
員
等
の
食
物
残
滓
の
海
域
へ
の
投

棄
の
禁
止
等
、
工
事
中
の
管
理
を
徹
底

さ
せ
ま
す
。
 

  

〇
魚

類
の

生
息

状
況

 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
現
況
調
査
実
施
地
点
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
工
事
期
間
中
、
年
2回

（
夏
季
-

秋
季
・
冬
季
-春

季
）
 

【
調
査
方
法
】
 

・
潜
水
目
視
観
察
（
定
点
調
査
）
 

〇
潮

間
帯

生
物

の
生

息
状

況
 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
現

況
調

査
実

施
測

線
、

各
測

線

に
お
け
る
代
表

3
ヵ
所
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
工
事
期
間
中
、
年

2
回
（
夏
季
-

秋
季
・
冬
季
-春

季
）
 

【
調
査
方
法
】
 

・
目
視
調
査
、
坪
刈
り
法
 

〇
サ

ン
ゴ

類
の

生
息

被
度

、
生

息
状

況
 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
現
況
調
査
実
施
地
点
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
工
事
期
間
中
、
年
2回

（
夏
季
-

秋
季
・
冬
季
-春

季
）
 

【
調
査
方
法
】
 

・
潜
水
目
視
観
察
（
定
点
調
査
）
 

 



 

 

9-37     

(2291) 

9.
1.
11

海
域
動
物
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
３
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

工 事 の 実 施
 

〇
サ

ン
ゴ

類
：水

の
濁

り
、

土
砂

の
堆

積
（陸

上
工

事
、

降
雨

時
） 

・
影
響
範
囲
内
に
お
い
て
、
被
度
5％

以
上
の
サ
ン

ゴ
類
の
分
布
域
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
サ
ン
ゴ
類
の
生
息
環
境
の
変
化
は
ほ
と
ん
ど

な
い
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

・
重
要
な
種
の
オ
キ
ナ
ワ
ハ
マ
サ
ン
ゴ
に
つ
い
て
も

こ
の
範
囲
で
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
生
息
環
境

の
変
化
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

〇
ウ

ミ
ガ

メ
類

：騒
音

 

・
ウ
ミ
ガ
メ
類
の
上
陸
跡
確
認
場
所
は
西
側
の
砂
浜

に
限
ら
れ
工
事
区
域
か
ら
離
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
ウ
ミ
ガ
メ
類
の
産
卵
状
況
は
維
持
さ
れ
る
と

予
測
し
ま
し
た
。
 

・
ウ
ミ
ガ
メ
類
の
息
継
ぎ
時
の
影
響
に
つ
い
て
は
、

工
事
箇
所
近
傍
に
限
ら
れ
る
こ
と
、
ウ
ミ
ガ
メ
類

は
広
範
囲
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
ウ
ミ
ガ
メ
類
の
生
息
状
況
は
維
持
さ
れ
る
と

予
測
し
ま
し
た
。
 

・
水
中
騒
音
に
つ
い
て
、
ウ
ミ
ガ
メ
類
の
体
の
損
傷

と
い
う
面
で
の
影
響
は
な
い
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

・
水
中
騒
音
の
音
圧
レ
ベ
ル
（
RM
S）

が
14
0d
Bを

超

え
る
範
囲
で
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
類
は
逃
避
等
の
行
動

が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
水
中
騒
音

が
発
生
す
る
の
は
一
時
的
で
あ
る
こ
と
、
ウ
ミ
ガ

メ
類
は
移
動
能
力
が
高
い
こ
と
、
周
辺
に
同
様
の

生
息
環
境
は
広
く
存
在
す
る
こ
と
、
音
圧
レ
ベ
ル

（
RM
S）

14
0d
B以

下
の
水
中
騒
音
の
範
囲
で
広
く

確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ウ
ミ
ガ
メ
類
の
生

息
状
況
は
維
持
さ
れ
る
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

・
調

査
及

び
予

測
の

結
果

、
並

び

に
環

境
保

全
措

置
の

検
討

結
果

を
踏

ま
え

る
と

、
工

事
の

実
施

に
よ

り
海

域
動

物
の

重
要

な
種

の
生

息
状

況
に

及
ぼ

す
影

響

は
、

最
小

限
に

と
ど

め
る

よ
う

十
分

配
慮

さ
れ

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

環
境

保
全

の
基

準
又

は
目

標
と

の
整

合
性

は
図

ら
れ

て
い

る
も

の
と

評
価

し
ま
し
た
。
 

・
水
の
濁
り
・
土
砂
の
堆
積
に
よ
る
影
響

を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
範
囲
で
確
認

さ
れ
た
、
自
力
移
動
能
力
の
低
い
貝
類

や
甲
殻
類
等
の
重
要
な
種
（
底
生
動
物

3
種
：
タ
ガ
ソ
デ
モ
ド
キ
、
ス
ジ
ホ
シ

ム
シ
、
ユ
ビ
ナ
ガ
ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ
）
に

つ
い
て
は
、
工
事
の
着
手
前
に
、
現
地

調
査
時
に
重
要
な
種
が
確
認
さ
れ
た
地

点
に
お
い
て
、
可
能
な
限
り
の
人
力
捕

獲
を
行
い
、
各
種
の
生
息
に
適
し
た
周

辺
の

場
所

へ
移

動
を

行
い

ま
す

。
な

お
、
捕
獲
調
査
時
に
確
認
さ
れ
た
そ
の

他
の
重
要
な
種
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て

移
動
し
ま
す
。
 

・
事
業
開
始
後
に
事
後
調
査
を
実
施
し
、

当
該
事
後
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
環
境

保
全
措
置
の
効
果
も
踏
ま
え
て
そ
の
妥

当
性
に
関
し
て
検
討
し
、
必
要
に
応
じ

て
専
門
家
等
の
指
導
・
助
言
を
得
て
、

必
要
な
措
置
（
既
存
の
措
置
の
見
直
し

や
追
加
の
措
置
等
）
を
検
討
し
、
適
正

に
実
施
し
ま
す
。
 

 

〇
サ

ン
ゴ

類
の

生
息

被
度

、
分

布
範

囲
 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
現
況
調
査
実
施
範
囲
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
工
事
期
間
中
、
年
2回

（
夏
季
-

秋
季
・
冬
季
-春

季
）
 

【
調
査
方
法
】
 

・
船

上
か

ら
の

目
視

観
察

、
マ

ン

タ
法
、
ス
ポ
ッ
ト
法
 

〇
サ

ン
ゴ

類
の

移
植

先
で

の
生

息

状
況

 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
サ
ン
ゴ
類
の
移
植
先
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
移
植
直
後
、
1
ヵ
月
、
3
ヵ
月
、

6
ヵ

月
、

そ
の

後
、

工
事

期
間

中
、
年

4
回
（
移
植
後

3
年
）
 

【
調
査
方
法
】
 

・
移

植
先

水
域

に
お

け
る

移
植

群

生
及

び
既

生
息

群
生

に
つ

い

て
、
潜
水
目
視
観
察
 

 



 

 

9-38     

(2292) 

9.
1.
11

海
域
動
物
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
４
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

工 事 の 実 施
 

〇
ウ

ミ
ガ

メ
類

：夜
間

照
明

に
伴

う
光

条
件

の
変

化
 

・
工
事
は
昼
間
に
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
昼

間
に
加
え
、
夜
間
に
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
陸

上
工
事
に
伴
う
夜
間
照
明
を
行
う
場
合
に
は
、
西

部
の
砂
浜
は
、
工
事
区
域
と
の
間
に
樹
林
帯
が
残

存
す
る
こ
と
や
、
地
形
に
よ
り
光
が
ほ
と
ん
ど
到

達
す
る
こ
と
は
な
い
こ
と
か
ら
、
夜
間
に
砂
浜
に

接
岸
、
上
陸
す
る
ウ
ミ
ガ
メ
類
や
孵
化
し
た
仔
ガ

メ
の
行
動
に
対
す
る
影
響
は
生
じ
な
い
と
予
測
し

ま
し
た
。
 

・
海
上
工
事
に
伴
う
夜
間
照
明
を
行
う
場
合
は
、
可

能
な
限
り
影
響
を
受
け
る
範
囲
を
限
定
し
ま
す
。

さ
ら
に
夜
間
に
は
作
業
を
伴
わ
な
い
作
業
船
も
停

泊
し
ま
す
が
、
停
泊
中
の
船
舶
は
法
令
で
定
め
ら

れ
た
外
周
灯
等
の
灯
火
以
外
は
特
に
光
を
照
射
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
夜
間
に
接

岸
、
上
陸
す
る
ウ
ミ
ガ
メ
類
の
行
動
へ
の
影
響
は

生
じ
な
い
と
予
測
し
ま
し
た
。

 

〇
ウ

ミ
ガ

メ
類

：作
業

船
へ

の
接

触
  

・
西
側
の
海
域
で
は
、
作
業
船
へ
の
接
触
は
な
い
た

め
、
沿
岸
付
近
を
遊
泳
す
る
ウ
ミ
ガ
メ
類
に
つ
い

て
は
、
生
息
環
境
の
変
化
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
予

測
し
ま
し
た
。
東
側
の
海
域
で
は
、
作
業
船
が
増

加
す
る
た
め
、
ウ
ミ
ガ
メ
類
と
航
行
船
舶
等
と
の

接
触
等
に
よ
る
影
響
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
が
、
移
動
能
力
が
高
い
こ
と
、
船
舶
の
航
行
ル

ー
ト
近
傍
に
限
ら
れ
る
こ
と
、
ウ
ミ
ガ
メ
類
は
航

行
ル
ー
ト
近
傍
以
外
の
広
範
囲
に
お
い
て
も
確
認

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ウ
ミ
ガ
メ
類
の
生
息
状

況
は
維
持
さ
れ
る
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

前
記
の
と
お
り

 
前
記
の
と
お
り

 
〇

ウ
ミ

ガ
メ

類
の

上
陸

状
況

 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
島

の
周

囲
の

砂
浜

域
（

西
側

、

南
側
）
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
工
事
期
間
中
、
5
月
～
8
月
の
上

陸
・
産
卵
期
に
毎
月

2
回
程
度
 

【
調
査
方
法
】
 

・
踏
査
に
よ
る
砂
浜
目
視
調
査
 

<環
境

監
視

> 

 
実
施
し
ま
せ
ん
。
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(2293) 

9.
1.
11

海
域
動
物
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
５
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

飛 行 場 及 び そ の 施 設 の 存 在 及 び 供 用
 

○
底

生
動

物
、

魚
類

：生
息

環
境

の
減

少
  

・
改
変
区
域
内
の
み
で
確
認
さ
れ
て
い
る
重
要
な
種

（
ヤ
マ
ト
ク
ビ
キ
レ
ガ
イ
、
コ
ハ
ク
マ
メ
ア
ゲ
マ

キ
、
タ
ガ
ソ
デ
モ
ド
キ
、
ス
ジ
ホ
シ
ム
シ
、
ユ
ビ

ナ
ガ
ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ
）
に
つ
い
て
は
、
生
息
環
境

が
減
少
す
る
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

○
底

生
動

物
、

魚
類

：水
の

汚
れ

 

・
供
用
時
の
T-
N、

T-
P 
の
濃
度
は
、
浄
化
槽
排
水

箇
所
周
辺
の
局
所
的
な
範
囲
で
水
産
用
水
基
準
に

お
け
る
水
産
1 
種
（
T-
N 
0.
3m
g/
L、

T-
P 
0.
03
 

mg
/L
）
を
上
回
る
海
域
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
そ

の
範
囲
に
お
い
て
は
、
重
要
な
種
は
確
認
さ
れ
て

お
ら
ず
、
生
息
環
境
の
変
化
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と

予
測
し
ま
し
た
。
 

○
環

境
影

響
の

回
避

・
低

減
に

係
る

評
価

 
・
環
境
保
全
措
置
の
対
象
は
、
「
海

域
に

生
息

す
る

重
要

な
海

域
動

物
」

と
し

、
「

生
息

状
況

の
維

持
」

を
環

境
保

全
措

置
の

目
標

と
し
ま
し
た
。
 

・
調

査
及

び
予

測
の

結
果

、
並

び

に
環

境
保

全
措

置
の

検
討

結
果

を
踏

ま
え

る
と

、
海

域
動

物
の

重
要

な
種

に
及

ぼ
す

影
響

に
つ

い
て

は
、

事
業

者
の

実
行

可
能

な
範

囲
内

で
低

減
が

図
ら

れ
て

い
る
も
の
と
評
価
し
ま
し
た
。
 

 

・
環
境
負
荷
が
大
き
く
、
工
期
を
要
す
る

海
面
（
公
有
水
面
）
の
埋
立
て
が
生
じ

な
い
よ
う
、
島
内
に
滑
走
路
を
配
置
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
 

・
港
湾
施
設
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
既
存

資
料

（
概

況
調

査
)
の

サ
ン

ゴ
分

布
位

置
を
考
慮
し
て
検
討
し
、
環
境
影
響
の

回
避
、
低
減
を
図
り
ま
す
。
 

・
照
明
施
設
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り

砂
浜
や
海
面
に
向
け
た
照
射
を
避
け
ま

す
。
 

・
改
変
区
域
内
に
生
息
す
る
サ
ン
ゴ
類
に

つ
い
て
は
、
安
全
か
つ
効
率
的
に
潜
水

作
業
の
実
施
で
き
る
水
深

20
m
以
浅
に

お
い
て
、
大
型
塊
状
サ
ン
ゴ
（
オ
オ
ハ

ナ
ガ

タ
サ

ン
ゴ

）
、

重
要

な
種

（
オ

キ

ナ
ワ
ハ
マ
サ
ン
ゴ
）
を
移
植
・
移
築
対

象
と
し
、
代
償
措
置
と
し
て
適
切
な
場

所
に
移
植
・
移
築
を
行
い
ま
す
。
 

 

<事
後

調
査

> 

〇
底

生
動

物
の

生
息

状
況

 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
現
況
調
査
実
施
地
点
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
供
用
後
3年

程
度
、
生
息
状
況
の

安
定
を
確
認
し
た
後
に
終
了
。

年
2回

（
夏
季
-秋

季
・
冬
季
-春

季
）
 

【
調
査
方
法
】
 

・
潜
水
目
視
観
察
（
定
点
調
査
）
 

〇
底

質
（一

般
項

目
） 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
環
境
現
況
調
査
実
施
地
点
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
供
用
後

3
年
程
度
、
年

2
回
（
夏

季
-秋

季
・
冬
季
-春

季
）
 

【
調
査
方
法
】
 

・
採
泥
 

〇
捨

石
及

び
護

岸
に

お
け

る
底

生

動
物

の
生

息
状

況
 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
捨
石
及
び
護
岸
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
供
用
後
3年

程
度
、
生
息
状
況
の

安
定
を
確
認
し
た
後
に
終
了
。

年
2回

（
夏
季
-秋

季
・
冬
季
-春

季
）
 

【
調
査
方
法
】
 

・
潜
水
目
視
観
察
（
定
点
調
査
）
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(2294) 

9.
1.
11

海
域
動
物
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
６
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

飛 行 場 及 び そ の 施 設 の 存 在 及 び 供 用
 

○
底

生
動

物
、

魚
類

：訓
練

用
車

両
、

船
舶

の
航

行
 

・
水
陸
両
用
車
が
海
底
に
接
触
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
範
囲
に
お
い
て
は
、
重
要
な
種
は

確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

・
LC
AC
操
縦
訓
練
等
、
揚
陸
施
設
周
辺
で
実
施
さ
れ

る
訓
練
に
お
い
て
は
、
底
質
の
巻
き
上
げ
に
よ
る

濁
り
や
航
行
に
伴
う
騒
音
に
よ
り
、
底
生
動
物
の

生
息
状
況
が
変
化
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、

確
認
さ
れ
た
種
は
こ
の
範
囲
以
外
に
お
い
て
も
確

認
さ
れ
て
い
る
種
類
で
あ
り
、
影
響
を
受
け
る
範

囲
は
局
所
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
生
息
状
況
は
維

持
さ
れ
る
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

・
上
記
訓
練
時
に
、
魚
類
に
つ
い
て
は
、
一
時
的
な

忌
避
行
動
が
あ
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
、
影
響

は
局
所
的
・
一
時
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
生
息
状

況
は
維
持
さ
れ
る
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

○
サ

ン
ゴ

類
：生

息
環

境
の

減
少

 

・
改
変
区
域
内
に
被
度
25
％
以
上
の
高
被
度
域
は
存

在
し
ま
せ
ん
が
、
被
度
5％

以
上
の
分
布
域
の
一

部
（
全
体
の
0.
3％

）
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
ま
た
、
改
変
区
域
内
に
お
い
て
、
成

長
に
時
間
が
か
か
る
長
径
1m
以
上
の
大
型
塊
状
サ

ン
ゴ
（
オ
オ
ハ
ナ
ガ
タ
サ
ン
ゴ
3群

体
）
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
 

・
重
要
な
種
に
つ
い
て
は
、
改
変
区
域
内
外
に
お
い

て
、
オ
キ
ナ
ワ
ハ
マ
サ
ン
ゴ
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
 

 

○
国

又
は

地
方

公
共

団
体

に
よ

る
環

境
保

全
の

基
準

又
は

目
標

と
の

整

合
性

に
係

る
評

価
 

・
環

境
保

全
の

基
準

又
は

目
標

は

工
事

の
実

施
と

同
様

と
し

ま
し

た
。
 

・
調

査
及

び
予

測
の

結
果

、
並

び

に
環

境
保

全
措

置
の

検
討

結
果

を
踏

ま
え

る
と

、
施

設
等

の
存

在
及

び
供

用
に

よ
り

海
域

動
物

の
重

要
な

種
の

生
息

状
況

に
及

ぼ
す

影
響

は
、

最
小

限
に

と
ど

め
る

よ
う

十
分

配
慮

さ
れ

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

環
境

保
全

の
基

準
又

は
目

標
と

の
整

合
性

は
図

ら
れ

て
い

る
も

の
と
評
価
し
ま
し
た
。

 

・
改
変
区
域
内
に
生
息
す
る
底
生
動
物
の

う
ち
、
自
力
移
動
能
力
の
低
い
貝
類
や

甲
殻
類
等
の
重
要
な
種
（
底
生
動
物

5

種
：
ヤ
マ
ト
ク
ビ
キ
レ
ガ
イ
、
コ
ハ
ク

マ
メ
ア
ゲ
マ
キ
、
タ
ガ
ソ
デ
モ
ド
キ
、

ス
ジ
ホ
シ
ム
シ
、
ユ
ビ
ナ
ガ
ホ
ン
ヤ
ド

カ
リ
）
に
つ
い
て
は
、
工
事
の
着
手
前

に
、
現
地
調
査
時
に
重
要
な
種
が
確
認

さ
れ
た
地
点
に
お
い
て
、
可
能
な
限
り

の
人
力
捕
獲
を
行
い
、
各
種
の
生
息
に

適
し
た
周
辺
の
場
所
へ
移
動
を
行
い
ま

す
。
な
お
、
捕
獲
調
査
時
に
確
認
さ
れ

た
そ
の
他
の
重
要
な
種
に
つ
い
て
も
あ

わ
せ
て
移
動
し
ま
す
。
 

・
港
湾
施
設
の
護
岸
や
基
礎
を
捨
石
及
び

消
波
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
る
構
造
と
す
る
こ

と
で
、
岩
礁
性
海
岸
に
生
息
す
る
種
の

生
息
場
と
し
て
好
適
な
も
の
と
な
る
よ

う
に
し
ま
す
。
 

・
サ
ン
ゴ
類
が
着
生
し
や
す
い
よ
う
な
消

波
ブ
ロ
ッ
ク
を
用
い
る
等
の
工
夫
を
行

い
ま
す
。
 

・
仮
設
桟
橋
の
基
礎
捨
石
に
つ
い
て
は
、

サ
ン
ゴ
類
の
付
着
基
盤
や
底
生
動
物
の

生
息
環
境
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
、

仮
設
桟
橋
撤
去
後
も
残
置
し
ま
す
。
 

 

〇
魚

類
の

生
息

状
況

 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
現
況
調
査
実
施
地
点
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
供
用
後
3年

程
度
、
生
息
状
況
の

安
定
を
確
認
し
た
後
に
終
了
。

年
2回

（
夏
季
-秋

季
・
冬
季
-春

季
）
 

【
調
査
方
法
】
 

・
潜
水
目
視
観
察
（
定
点
調
査
）
 

〇
潮

間
帯

生
物

の
生

息
状

況
 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
現

況
調

査
実

施
測

線
、

各
測

線

に
お
け
る
代
表

3
ヵ
所
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
供
用
後

3
年
程
度
、
生
息
状
況

の
安

定
を

確
認

し
た

後
に

終

了
。
年

2
回
（
夏
季
-秋

季
・
冬

季
-春

季
）
 

【
調
査
方
法
】
 

・
目
視
調
査
、
坪
刈
り
法
 

  



 

 

9-41     

(2295) 

9.
1.
11

海
域
動
物
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
７
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

飛 行 場 及 び そ の 施 設 の 存 在 及 び 供 用
 

○
サ

ン
ゴ

類
：波

浪
、

流
れ

の
変

化
 

・
高
い
波
浪
が
新
た
に
発
生
す
る
よ
う
な
現
象
は
み

ら
れ
て
お
ら
ず
、
生
息
環
境
の
変
化
は
ほ
と
ん
ど

な
い
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

・
流
れ
の
変
化
に
よ
る
影
響
を
受
け
る
可
能
性
の
あ

る
範
囲
は
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
サ
ン
ゴ
類

の
生
息
状
況
は
維
持
さ
れ
る
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

○
サ

ン
ゴ

類
：砂

の
移

動
（漂

砂
） 

・
漂
砂
の
堆
積
に
よ
る
変
化
範
囲
は
サ
ン
ゴ
類
の
分

布
域
と
重
な
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
施
設
の
存

在
等
に
伴
う
砂
の
移
動
に
よ
る
サ
ン
ゴ
類
の
生
息

環
境
の
変
化
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
予
測
し
ま
し

た
。
 

○
サ

ン
ゴ

類
：水

の
汚

れ
 

・
供
用
時
の
T-
N、

T-
Pの

濃
度
は
、
浄
化
槽
排
水
箇

所
周
辺
の
局
所
的
な
範
囲
で
水
産
用
水
基
準
に
お

け
る
水
産
1種

（
T-
N 
0.
3m
g/
L、

T-
P 
0.
03
 

mg
/L
）
を
上
回
る
海
域
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
こ

れ
ら
の
範
囲
で
は
被
度
5％

以
上
の
サ
ン
ゴ
類
分

布
域
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
生
息
環
境
の
変
化

は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

○
サ

ン
ゴ

類
：訓

練
用

車
両

・船
舶

の
航

行
 

・
被
度
5％

以
上
の
サ
ン
ゴ
類
分
布
域
は
訓
練
時
の

水
陸
両
用
車
の
接
触
範
囲
と
重
な
ら
ず
、
生
息
環

境
の
変
化
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

○
ウ

ミ
ガ

メ
類

：生
息

環
境

の
減

少
  

・
施
設
等
の
存
在
に
よ
る
ウ
ミ
ガ
メ
類
の
生
息
環
境

の
変
化
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
上
陸
へ
の
影
響
は
な

い
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

前
記
の
と
お
り

 
・
事
業
実
施
前
に
、
サ
ン
ゴ
類
の
移
植
・

移
築
作
業
の
手
法
や
移
植
・
移
築
先
の

選
定
に
つ
い
て
専
門
家
等
の
指
導
・
助

言
を
得
た
上
で
、
可
能
な
限
り
改
変
区

域
外
の
同
様
な
環
境
条
件
の
場
所
に
移

植
・
移
築
し
て
影
響
の
低
減
を
図
り
、

そ
の
後
、
周
囲
の
サ
ン
ゴ
類
も
含
め
生

息
状
況
に
つ
い
て
事
後
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
 

・
施
設
の
存
在
等
に
よ
り
消
失
す
る
海
域

動
物
の
生
息
場
に
つ
い
て
、
創
出
も
含

め
た
必
要
な
措
置
を
検
討
し
、
必
要
に

応
じ
て
専
門
家
等
の
指
導
・
助
言
を
得

て
適
正
に
実
施
し
ま
す
。
 

・
事
後
調
査
を
実
施
し
、
当
該
事
後
調
査

結
果
に
基
づ
い
て
環
境
保
全
措
置
の
効

果
も
踏
ま
え
て
そ
の
妥
当
性
に
関
し
て

検
討
し
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
家
等
の

指
導

・
助

言
を

得
て

、
必

要
な

措
置

（
既
存
の
措
置
の
見
直
し
や
追
加
の
措

置
等
）
を
検
討
し
、
適
正
に
実
施
し
ま

す
。
 

  

〇
サ

ン
ゴ

類
の

生
息

被
度

、
生

息
状

 

 
 況

 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
現
況
調
査
実
施
地
点
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
供
用
後
3年

程
度
、
生
息
状
況
の

安
定
を
確
認
し
た
後
に
終
了
。

年
2回

（
夏
季
-秋

季
・
冬
季
-春

季
）
 

【
調
査
方
法
】
 

・
潜
水
目
視
観
察
（
定
点
調
査
）
 

〇
サ

ン
ゴ

類
の

生
息

被
度

、
分

布
範

囲
 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
現
況
調
査
実
施
範
囲
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
供
用
後
3年

程
度
、
生
息
状
況
の

安
定
を
確
認
し
た
後
に
終
了
。

年
2回

（
夏
季
-秋

季
・
冬
季
-春

季
）
 

【
調
査
方
法
】
 

・
船
上
か
ら
の
目
視
観
察
、
マ
ン

タ
法
、
ス
ポ
ッ
ト
法
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(2296) 

9.
1.
11

海
域
動
物
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
８
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

飛 行 場 及 び そ の 施 設 の 存 在 及 び 供 用
 

○
ウ

ミ
ガ

メ
類

：航
空

機
騒

音
、

低
周

波
音

 

・
ウ
ミ
ガ
メ
類
の
産
卵
期
は
4～

9月
（
ピ
ー
ク
は
6

～
7月

）
で
あ
り
、
FC
LP
の
夜
間
訓
練
時
に
上
陸

し
た
個
体
は
忌
避
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
た

だ
し
、
産
卵
期
の
う
ち
夜
間
訓
練
は
計
10
～
20
日

程
度
と
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
産
卵
ピ
ー
ク
の
6

～
7月

に
は
夜
間
訓
練
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
、
他

に
も
産
卵
場
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
馬
毛
島
及

び
種
子
島
に
お
け
る
産
卵
は
保
持
さ
れ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
 

・
屋
久
島
に
到
達
す
る
航
空
機
騒
音
の
最
大
騒
音
レ

ベ
ル
（
LA
,S
ma
x）

は
30
.5
～
33
.3
dB
と
予
測
さ

れ
て
お
り
、
ウ
ミ
ガ
メ
類
の
産
卵
環
境
の
変
化
は

ほ
と
ん
ど
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

・
低
周
波
音
に
つ
い
て
は
、
馬
毛
島
で
は
ウ
ミ
ガ
メ

類
が
低
周
波
音
に
反
応
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

が
、
種
子
島
や
屋
久
島
で
は
反
応
し
な
い
と
予
測

し
ま
し
た
。
 

・
ウ
ミ
ガ
メ
類
の
息
継
ぎ
時
の
影
響
に
つ
い
て
、
航

空
機
騒
音
の
発
生
は
一
時
的
で
あ
る
こ
と
、
ウ
ミ

ガ
メ
類
は
広
範
囲
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
生
息
状
況
は
維
持
さ
れ
る
と
予
測
し

ま
し
た
。
 

 

前
記
の
と
お
り

 
前
記
の
と
お
り
 

〇
捨

石
及

び
護

岸
に

お
け

る
サ

ン
ゴ

類
の

生
息

被
度

、
主

な
出

現
種

 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
捨
石
及
び
護
岸
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
供
用
後
3年

程
度
、
生
息
状
況
の

安
定
を
確
認
し
た
後
に
終
了
。

年
2回

（
夏
季
-秋

季
・
冬
季
-春

季
）
 

【
調
査
方
法
】
 

・
潜
水
目
視
観
察
（
定
点
調
査
）
 

〇
ウ

ミ
ガ

メ
類

の
上

陸
状

況
 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
島
の
周
囲
の
砂
浜
域
（
西
側
、

南
側
）
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
供
用
後
3年

程
度
、
生
息
状
況
の

安
定
を
確
認
し
た
後
に
終
了
。
5

月
～
8月

の
上
陸
・
産
卵
期
に
毎

月
2回

程
度
 

【
調
査
方
法
】
 

・
踏
査
に
よ
る
目
視
調
査
 

<環
境

監
視

> 

 
実
施
し
ま
せ
ん
。
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9.
1.
11

海
域
動
物
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
９
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

飛 行 場 及 び そ の 施 設 の 存 在 及 び 供 用
 

・
航
空
機
騒
音
の
う
ち
、
空
中
か
ら
水
中
に
伝
わ
る

音
に
つ
い
て
は
、
飛
行
経
路
直
下
に
限
定
さ
れ
、

約
14
0m
程
度
の
範
囲
に
限
ら
れ
ま
す
。
騒
音
発
生

は
一
時
的
で
あ
る
こ
と
、
ウ
ミ
ガ
メ
類
は
移
動
能

力
も
高
く
、
周
辺
に
同
様
の
生
息
環
境
は
広
く
存

在
す
る
こ
と
、
ウ
ミ
ガ
メ
類
は
広
く
分
布
す
る
こ

と
か
ら
生
息
状
況
は
維
持
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
 

○
ウ

ミ
ガ

メ
類

：夜
間

照
明

に
伴

う
光

条
件

の
変

化
 

・
西
部
の
砂
浜
に
対
し
て
は
、
滑
走
路
や
飛
行
場
支

援
施
設
と
の
間
に
保
安
林
を
含
む
樹
林
帯
や
高
低

差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
夜
間
に
砂
浜
に
接
岸
、
上

陸
す
る
ウ
ミ
ガ
メ
類
や
孵
化
し
た
仔
ガ
メ
の
行
動

に
対
す
る
影
響
は
生
じ
な
い
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

○
ウ

ミ
ガ

メ
類

：訓
練

用
車

両
、

船
舶

の
航

行
 

・
LC
AC
操
縦
訓
練
等
、
揚
陸
施
設
周
辺
で
実
施
さ
れ

る
訓
練
に
お
い
て
、
ウ
ミ
ガ
メ
類
と
の
接
触
、
騒

音
等
に
よ
る
影
響
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

が
、
ウ
ミ
ガ
メ
類
は
移
動
能
力
が
高
い
こ
と
、
影

響
は
航
行
ル
ー
ト
近
傍
に
限
ら
れ
る
こ
と
、
ウ
ミ

ガ
メ
類
は
航
行
ル
ー
ト
近
傍
以
外
の
広
範
囲
に
お

い
て
も
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ウ
ミ
ガ
メ

類
の
生
息
状
況
は
維
持
さ
れ
る
と
予
測
し
ま
し

た
。
 

 

前
記
の
と
お
り

 
前
記
の
と
お
り
 

前
記
の
と
お
り
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(2298) 

9.
1.
12

陸
域
植
物
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
１
）
 
 

調 査 結 果
 

○
種

子
植

物
そ

の
他

主
な

植
物

に
係

る
植

物
相

及
び

植
生

の
状

況
 

・
島
内
全
域
に
お
い
て
行
っ
た
植
生
調
査
（
群
落
調
査
）、

植
物
相
調
査
（
目
視
調
査
）
の
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
 

【
植
生
】
 合

計
11
区
分
に
大
別
。
33
の
植
物
群
落
・
土
地
利
用
に
区
分
：
海
岸
風
衝
低
木
群
落
(5
凡
例
)､
亜
熱
帯
低
木
群
落
(1
凡
例
)､
常
緑
広
葉
樹
二
次
群
落
(2
凡
例
)､
 

低
木
群
落
(1
凡
例
)､
二
次
草
原
(4
凡
例
）、

湿
原
・
河
川
・
池
沼
植
生
(5
凡
例
)､
植
林
地
(6
凡
例
)､
礫
浜
植
生
・
砂
丘
植
生
・
海
岸
断
崖
地
植
生
(6
凡
例
)､
 

人
工
裸
地
・
人
工
構
造
物
(1
凡
例
)､
自
然
裸
地
(1
凡
例
）、

開
放
水
面
(1
凡
例
）
 

【
植
物
相
】
合
計

38
3
種
 

○
重

要
な

種
及

び
群

落
の

分
布

、
生

育
の

状
況

及
び

生
育

環
境

の
状

況
 

・
合
計
11
6種

（
予
測
対
象
種
は
、
分
布
特
性
上
重
要
種
を
除
き
、
40
種
と
し
た
）、

1群
落
（
ソ
テ
ツ
の
自
生
群
落
）
 

な
お
、
11
6種

の
う
ち
76
種
は
鹿
児
島
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
の
「
分
布
特
性
上
重
要
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
選
定
種
で
普
遍
種
が
多
く
、
ま
た
島
内
に
も
広
く
分
布
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
を
普
通
種
と
同
様
に
扱
う
こ
と
と
し
、
こ
の
よ
う
な
種
を
除
く
と
合
計
40
種
と
な
り
ま
し
た
。
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

工 事 の 実 施
 

○
生

育
環

境
の

減
少

 

・
生
育
環
境
の
減
少
に
つ
い
て
、
直
接
改
変
の
影
響

が
大
き
い
と
想
定
さ
れ
る
種
は
11
種
で
あ
り
、
保

全
対
象
種
と
し
て
選
定
し
ま
し
た
。
 

・
重
要
な
植
物
群
落
で
あ
る
西
之
表
市
の
「
ソ
テ
ツ

の
自
生
群
落
」
は
改
変
区
域
外
で
み
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
生
育
環
境
の
変
化
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
予

測
し
ま
し
た
。
 

〇
粉

じ
ん

（降
下

ば
い

じ
ん

） 

・
陸
上
工
事
中
の
粉
じ
ん
等
発
生
時
に
お
け
る
植
物

の
光
合
成
量
は
約
95
％
前
後
と
想
定
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
工
事
中
の
粉
じ
ん
等
に
よ
る
重
要
な
種
及

び
群
落
の
生
育
環
境
の
変
化
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と

予
測
し
ま
し
た
。
 

 

○
環

境
影

響
の

回
避

・
低

減
に

係
る

評
価

 
・

調
査

及
び

予
測

の
結

果
、

並
び

に
環

境
保

全
措

置
の

検
討

結
果

を
踏

ま
え

る
と

、
工

事
の

実
施

に
よ

り
陸

域
植

物
の

重
要

な
種

に
及

ぼ
す

影
響

に
つ

い
て

は
、

事
業

者
の

実
行

可
能

な
範

囲
内

で
低

減
が

図
ら

れ
て

い
る

も
の

と
評
価
し
ま
し
た
。
 

   

・
改
変
区
域
に
つ
い
て
は
、
陸
域
植
物
の

消
失
面
積
を
最
小
化
す
る
た
め
、
改
変

面
積
を
可
能
な
限
り
抑
え
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
 

・
改
変
区
域
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
重
要

な
植
物
種
の
う
ち
、
個
体
が
消
失
す
る

こ
と
に
よ
り
事
業
実
施
区
域
周
辺
の
個

体
群
の
存
続
に
影
響
が
あ
る
と
予
測
さ

れ
た
種
に
つ
い
て
は
保
全
対
象
種
と
し

て
選
定
し
、
移
植
ま
た
は
記
録
保
存
を

行
い
ま
す
。
 

・
陸
上
工
事
に
伴
う
夜
間
照
明
を
行
う
場

合
は
、
照
射
範
囲
を
限
定
す
る
こ
と
等

に
よ
り
、
照
明
に
よ
る
陸
域
植
物
へ
の

影
響
防
止
に
努
め
ま
す
。
 

 

<事
後

調
査

> 

〇
移

植
後

の
生

育
状

況
 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
移
植
先
と
そ
の
周
辺
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
工
事
期
間
中
、
原
則
、
1年

目
は

移
植
後
1ヶ

月
は
数
回
実
施
。
そ

の
後
、
11
ヶ
月
は
月
1回

程
度
実

施
。
2年

目
以
降
は
年
2回

程
度

実
施
。
 

【
調
査
方
法
】
 

・
生

育
状

況
の

目
視

観
察

、
生

育

環
境
の
把
握
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陸
域
植
物
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
２
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

工 事 の 実 施
 

〇
夜

間
照

明
に

伴
う

光
条

件
の

変
化

 

・
陸
上
工
事
中
の
夜
間
照
明
は
照
度
70
ル
ク
ス
以
上

の
照
明
を
用
い
る
計
画
で
あ
り
、
基
本
的
に
改
変

区
域
内
に
向
け
て
照
射
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
植
物

の
生
育
環
境
の
変
化
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
予
測
し

ま
し
た
。
 

 

○
国

又
は

地
方

公
共

団
体

に
よ

る
環

境
保

全
の

基
準

又
は

目
標

と
の

整

合
性

に
係

る
評

価
 

・
鹿

児
島

県
環

境
基

本
計

画
に

お

け
る

基
本

目
標

（
将

来
像

）
の

中
で

、
「

人
的

要
因

に
よ

る
新

た
な

種
の

絶
滅

や
、

新
た

な
侵

略
的

外
来

種
の

意
図

的
な

侵
入

の
防

止
が

図
ら

れ
て

い
ま

す
」

と
記
載
が
あ
り
ま
す
。
 

・
鹿

児
島

県
自

然
環

境
保

全
基

本

方
針
に
お
け
る
「
3 
自
然
環
境
に

関
す

る
事

前
評

価
の

実
施

」
と

し
て

「
自

然
環

境
を

破
壊

す
る

お
そ

れ
の

あ
る

大
規

模
な

各
種

の
開

発
が

行
わ

れ
る

場
合

は
、

事
業

主
体

に
よ

り
必

要
に

応

じ
、

当
該

事
業

が
自

然
環

境
に

及
ぼ

す
影

響
の

予
測

、
代

替
案

の
比

較
等

を
含

め
た

事
前

評
価

が
行

わ
れ

、
そ

れ
が

計
画

に
反

映
さ

れ
、

住
民

の
理

解
を

得
て

行
わ

れ
る

よ
う

努
め

る
。

更

に
、

開
発

後
に

お
い

て
も

自
然

環
境

の
保

全
の

た
め

の
措

置
が

必
要

に
応

じ
講

ぜ
ら

れ
る

よ
う

十
分

な
注

意
を

払
う

も
の

と
す

る
。

」
と

記
載

が
あ

り
ま

す
。

よ
っ
て
、
こ
の

2
つ
を
環
境
保
全

の
基
準
又
は
目
標
と
し
ま
す
。

 

・
事

業
開

始
後

に
、

事
後

調
査

を
実

施

し
、
当
該
事
後
調
査
結
果
に
基
づ
い
て

環
境
保
全
措
置
の
効
果
も
踏
ま
え
て
そ

の
妥
当
性
に
関
し
て
検
討
し
、
必
要
に

応
じ
て
専
門
家
等
の
指
導
・
助
言
を
得

て
、
必
要
な
措
置
（
既
存
の
措
置
の
見

直
し

や
追

加
の

措
置

等
）

を
講

じ
ま

す
。
 

 

〇
植

物
（重

要
な

種
）の

生
育

状
況

 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
改
変
区
域
と
そ
の
周
辺
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
工
事
期
間
中
、
年
3回

（
春
季
・

夏
季
・
秋
季
）
 

【
調
査
方
法
】
 

・
踏
査
等
 

<環
境

監
視

> 

 
実
施
し
ま
せ
ん
。
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陸
域
植
物
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
３
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

工 事 の 実 施
 

前
記
の
と
お
り
 

・
調

査
及

び
予

測
の

結
果

、
並

び

に
環

境
保

全
措

置
の

検
討

結
果

を
踏

ま
え

る
と

、
工

事
の

実
施

に
よ

り
陸

域
植

物
の

重
要

な
種

の
生

育
状

況
に

及
ぼ

す
影

響

は
、

最
小

限
に

と
ど

め
る

よ
う

十
分

配
慮

さ
れ

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

環
境

保
全

の
基

準
又

は
目

標
と

の
整

合
性

は
図

ら
れ

て
い

る
も

の
と

評
価

し
ま
し
た
。
 

 

前
記
の
と
お
り
 

前
記
の
と
お
り
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(2301) 

9.
1.
12

陸
域
植
物
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
４
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

飛 行 場 及 び そ の 施 設 の 存 在 及 び 供 用
 

○
風

環
境

や
微

気
象

 

・
生
育
環
境
が
林
内
環
境
と
考
え
ら
れ
る
2種

（
マ

ツ
バ
ラ
ン
、
ギ
ョ
ボ
ク
）
は
改
変
区
域
周
辺
に
生

育
す
る
た
め
、
風
環
境
や
微
気
象
の
影
響
を
受

け
、
生
育
環
境
が
変
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
予

測
し
ま
し
た
。
 

〇
訓

練
用

車
両

の
走

行
に

よ
る

粉
じ

ん
（降

下
ば

い
じ

ん
） 

・
訓
練
時
の
車
両
走
行
時
の
粉
じ
ん
等
発
生
量
は
工

事
中
の
ピ
ー
ク
時
よ
り
も
少
な
く
、
植
物
の
光
合

成
量
は
約
95
％
前
後
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

重
要
な
植
物
種
及
び
植
物
群
落
の
生
育
環
境
の
変

化
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

○
環

境
影

響
の

回
避

・
低

減
に

係
る

評
価

 
・

調
査

及
び

予
測

の
結

果
、

並
び

に
環

境
保

全
措

置
の

検
討

結
果

を
踏

ま
え

る
と

、
施

設
等

の
存

在
及

び
供

用
に

よ
り

陸
域

植
物

の
重

要
な

種
に

及
ぼ

す
影

響
に

つ
い

て
は

、
事

業
者

の
実

行
可

能
な

範
囲

内
で

低
減

が
図

ら
れ

て
い

る
も

の
と

評
価

し
ま

し

た
。
 

○
国

又
は

地
方

公
共

団
体

に
よ

る
環

境
保

全
の

基
準

又
は

目
標

と
の

整

合
性

に
係

る
評

価
 

・
環

境
保

全
の

基
準

又
は

目
標

は

工
事

の
実

施
と

同
様

と
し

ま
し

た
。
 

・
調

査
及

び
予

測
の

結
果

、
並

び

に
環

境
保

全
措

置
の

検
討

結
果

を
踏

ま
え

る
と

、
施

設
等

の
存

在
及

び
供

用
に

よ
り

陸
域

植
物

の
重

要
な

種
の

生
育

状
況

に
及

ぼ
す

影
響

は
、

最
小

限
に

と
ど

め
る

よ
う

十
分

配
慮

さ
れ

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

環
境

保
全

の
基

準
又

は
目

標
と

の
整

合
性

は
図

ら
れ

て
い

る
も

の
と
評
価
し
ま
し
た
。
 

・
改
変
区
域
に
つ
い
て
は
、
陸
域
植
物
の

消
失
面
積
を
最
小
化
す
る
た
め
、
改
変

面
積
を
可
能
な
限
り
抑
え
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
 

・
風
環
境
・
微
気
象
の
影
響
を
受
け
る

2

種
(マ

ツ
バ
ラ
ン
、
ギ
ョ
ボ
ク
)に

つ
い

て
は
、
林
内
の
乾
燥
化
を
防
ぐ
た
め
、

マ
ン
ト
群
落
・
ソ
デ
群
落
が
形
成
さ
れ

る
ま
で
の
期
間
、
必
要
に
応
じ
て
確
認

地
点
の
周
辺
に
防
風
ネ
ッ
ト
等
で
対
策

を
講
じ
ま
す
。
 

・
事
後
調
査
を
実
施
し
、
当
該
事
後
調
査

結
果
に
基
づ
い
て
環
境
保
全
措
置
の
効

果
も
踏
ま
え
て
そ
の
妥
当
性
に
関
し
て

検
討
し
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
家
等
の

指
導

・
助

言
を

得
て

、
必

要
な

措
置

（
既
存
の
措
置
の
見
直
し
や
追
加
の
措

置
等
）
を
検
討
し
、
適
正
に
実
施
し
ま

す
。
 

 

〇
植

物
（重

要
な

種
）の

生
育

状
況

 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
改
変
区
域
と
そ
の
周
辺
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
供
用
後
3年

程
度
、
年
3回

（
春

季
・
夏
季
・
秋
季
）
 

【
調
査
方
法
】
 

・
踏
査
等
 

<環
境

監
視

> 
 
実
施
し
ま
せ
ん

 



 

 

9-48     

(2302) 

9.
1.
13

海
域
植
物
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
１
）
 
 

調 査 結 果
 

○
主

な
海

域
植

物
に

係
る

生
物

相
の

状
況

 

・
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
調
査
（
9
地
点
）、

潮
間
帯
生
物
調
査
（
ラ
イ
ン
調
査

6
測
線
、
坪
刈
り
法
ま
た
は
堆
積
物
採
取
法

18
地
点
）、

海
藻
草
類
調
査
（
ラ
イ
ン
調
査

7
測

線
、
定
点
調
査

14
地
点
、
分
布
調
査
範
囲
（
ス
ポ
ッ
ト
法

44
地
点
））

の
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
 

・
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

21
4
種
、
海
藻
草
類

33
8
種
を
確
認
し
ま
し
た
。
 

・
被
度

5～
25
%の

ホ
ン
ダ
ワ
ラ
藻
場
は
、
春
季
に
島
の
南
東
部
、
東
部
、
西
部
で

37
.0
ha
、
冬
季
に
南
東
部
で

1.
1h
a
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

○
海

域
植

物
の

重
要

な
種

の
分

布
、

生
育

の
状

況
及

び
生

育
環

境
の

状
況

 
・
重
要
な
種
と
し
て

23
種
（
海
藻
草
類

23
種
）
の
生
育
を
確
認
し
ま
し
た
。
 

・
馬
毛
島
沿
岸
域
は
、
環
境
省
に
よ
り
「
生
物
多
様
性
の
観
点
か
ら
重
要
度
の
高
い
海
域
」
と
し
て
、
鹿
児
島
県
に
よ
り
「
鹿
児
島
県
の
重
要
な
干
潟
」
と
し
て
選
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
他
に
、
注
目
す
べ
き
生
息
地
の
分
布
は
、
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

工 事 の 実 施
 

○
重

要
な

種
：水

の
濁

り
・土

砂
の

堆
積

 

・
水
の
濁
り
・
土
砂
の
堆
積
に
よ
る
影
響
範
囲
の
み

で
確
認
さ
れ
た
重
要
な
種
（
ケ
コ
ナ
ハ
ダ
と
ホ
ソ

バ
ノ
ガ
ラ
ガ
ラ
モ
ド
キ
）
に
つ
い
て
は
、
生
育
状

況
が
変
化
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
予
測
し
ま
し

た
。
 

○
ホ

ン
ダ

ワ
ラ

藻
場

：水
の

濁
り

・堆
積

 

・
海
上
工
事
に
伴
い
発
生
す
る
水
の
濁
り
・
土
砂
の

堆
積
に
つ
い
て
、
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
藻
場
は
影
響
範
囲

内
で
確
認
さ
れ
、
生
育
状
況
が
変
化
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

・
陸
上
工
事
に
伴
い
発
生
す
る
水
の
濁
り
・
土
砂
の

堆
積
に
つ
い
て
、
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
藻
場
は
影
響
範
囲

内
で
ほ
と
ん
ど
確
認
さ
れ
ず
、
生
育
環
境
の
変
化

は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

 

○
環

境
影

響
の

回
避

・
低

減
に

係
る

評
価

 
・
環
境
保
全
措
置
の
対
象
は
、
「
海

域
に

生
育

す
る

重
要

な
海

域
植

物
」

と
し

、
「

生
育

状
況

の
維

持
」

を
環

境
保

全
措

置
の

目
標

と
し
ま
し
た
。
 

・
調

査
及

び
予

測
の

結
果

、
並

び

に
環

境
保

全
措

置
の

検
討

結
果

を
踏

ま
え

る
と

、
海

域
植

物
の

重
要

な
種

に
及

ぼ
す

影
響

に
つ

い
て

は
、

事
業

者
の

実
行

可
能

な
範

囲
内

で
低

減
が

図
ら

れ
て

い
る
も
の
と
評
価
し
ま
し
た
。
 

   

・
環
境
負
荷
が
大
き
く
、
工
期
を
要
す
る

海
面
（
公
有
水
面
）
の
埋
立
て
が
生
じ

な
い
よ
う
、
島
内
に
滑
走
路
を
配
置
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
 

・
陸
上
の
改
変
区
域
に
お
い
て
は
、
濁
り

の
発
生
源
対
策
、
流
出
防
止
対
策
、
仮

設
沈
砂
池
の
設
置
や
濁
水
処
理
施
設
の

設
置
等
を
実
施
し
ま
す
。
 

・
作
業
員
等
の
食
物
残
滓
の
海
域
へ
の
投

棄
の
禁
止
等
、
工
事
中
の
管
理
を
徹
底

さ
せ
ま
す
。
 

・
揚
陸
施
設
に
お
け
る
床
掘
に
よ
る
水
の

濁
り
に
つ
い
て
は
、
拡
散
範
囲
は
大
き

く
な
い
も
の
の
、
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
藻
場
へ

の
影
響
を
低
減
す
る
た
め
、
汚
濁
防
止

枠
を
適
切
に
使
用
し
ま
す
。
 

 

<事
後

調
査

> 

〇
海

藻
草

類
の

生
育

被
度

、
生

育

状
況

（潮
間

帯
含

む
） 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
現
況
調
査
実
施
地
点
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
工
事
期
間
中
、
年

3
回
（
夏
季

～
秋
季
・
冬
季
・
春
季
）
 

【
調
査
方
法
】
 

・
潜
水
目
視
観
察
（
定
点
調
査
）、

目
視
調
査
、
坪
刈
り
法
 

〇
海

藻
草

類
の

生
育

被
度

、
分

布

範
囲

 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
現
況
調
査
実
施
範
囲
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
工
事
期
間
中
、
年

3
回
（
夏
季

～
秋
季
・
冬
季
・
春
季
）
 

【
調
査
方
法
】
 

・
船

上
か

ら
の

目
視

観
察

、
マ

ン

タ
法
、
ス
ポ
ッ
ト
法
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9.
1.
13

海
域
植
物
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
２
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

工 事 の 実 施
 

前
記
の
と
お
り
 

○
国

又
は

地
方

公
共

団
体

に
よ

る
環

境
保

全
の

基
準

又
は

目
標

と
の

整

合
性

に
係

る
評

価
 

・
鹿

児
島

県
環

境
基

本
計

画
に

お

け
る

基
本

目
標

（
将

来
像

）
の

中
で

、
「

人
的

要
因

に
よ

る
新

た
な

種
の

絶
滅

や
、

新
た

な
侵

略
的

外
来

種
の

意
図

的
な

侵
入

の
防

止
が

図
ら

れ
て

い
ま

す
」

と
記
載
が
あ
り
ま
す
。
 

・
鹿

児
島

県
自

然
環

境
保

全
基

本

方
針
に
お
け
る
「
3 
自
然
環
境
に

関
す

る
事

前
評

価
の

実
施

」
と

し
て

「
自

然
環

境
を

破
壊

す
る

お
そ

れ
の

あ
る

大
規

模
な

各
種

の
開

発
が

行
わ

れ
る

場
合

は
、

事
業

主
体

に
よ

り
必

要
に

応

じ
、

当
該

事
業

が
自

然
環

境
に

及
ぼ

す
影

響
の

予
測

、
代

替
案

の
比

較
等

を
含

め
た

事
前

評
価

が
行

わ
れ

、
そ

れ
が

計
画

に
反

映
さ

れ
、

住
民

の
理

解
を

得
て

行
わ

れ
る

よ
う

努
め

る
。

更

に
、

開
発

後
に

お
い

て
も

自
然

環
境

の
保

全
の

た
め

の
措

置
が

必
要

に
応

じ
講

ぜ
ら

れ
る

よ
う

十
分

な
注

意
を

払
う

も
の

と
す

る
。
」
と
記
載
が
あ
り
ま
す
。
 

・
上
記

2
つ
を
環
境
保
全
の
基
準
又

は
目
標
と
し
ま
す
。

 

・
事

業
開

始
後

に
、

事
後

調
査

を
実

施

し
、
事
後
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
環
境

保
全
措
置
の
効
果
も
踏
ま
え
て
そ
の
妥

当
性
に
関
し
て
検
討
し
、
必
要
に
応
じ

て
専
門
家
等
の
指
導
・
助
言
を
得
て
、

必
要
な
措
置
（
既
存
の
措
置
の
見
直
し

や
追
加
の
措
置
等
）
を
講
じ
ま
す
。
 

<環
境

監
視

> 

 
実
施
し
ま
せ
ん
。
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9.
1.
13

海
域
植
物
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
３
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

工 事 の 実 施
 

前
記
の
と
お
り
 

○
国

又
は

地
方

公
共

団
体

に
よ

る
環

境
保

全
の

基
準

又
は

目
標

と
の

整

合
性

に
係

る
評

価
 

・
調

査
及

び
予

測
の

結
果

、
並

び

に
環

境
保

全
措

置
の

検
討

結
果

を
踏

ま
え

る
と

、
工

事
の

実
施

に
よ

り
海

域
植

物
の

重
要

な
種

の
生

育
・

生
育

状
況

に
及

ぼ
す

影
響

は
、

最
小

限
に

と
ど

め
る

よ
う

十
分

配
慮

さ
れ

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

環
境

保
全

の
基

準
又

は
目

標
と

の
整

合
性

は
図

ら
れ

て
い

る
も

の
と

評
価
し
ま
し
た
。
 

 

前
記
の
と
お
り
 

前
記
の
と
お
り
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(2305) 

9.
1.
13

海
域
植
物
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
４
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

飛 行 場 及 び そ の 施 設 の 存 在 及 び 供 用
 

○
重

要
な

種
：生

育
環

境
の

減
少

 

・
生
育
環
境
の
減
少
範
囲
内
の
み
で
確
認
さ
れ
て
い

る
重
要
な
種
（
タ
ン
ポ
ヤ
リ
、
ケ
コ
ナ
ハ
ダ
、
ホ

ソ
バ
ノ
ガ
ラ
ガ
ラ
モ
ド
キ
）
に
つ
い
て
は
、
生
育

環
境
が
減
少
す
る
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

○
重

要
な

種
：水

の
汚

れ
 

・
供
用
時
の
T-
N、

T-
Pの

濃
度
は
、
浄
化
槽
排
水
箇

所
周
辺
の
局
所
的
な
範
囲
で
水
産
用
水
基
準
に
お

け
る
水
産
1種

（
T-
N 
0.
3m
g/
L、

T-
P0
.0
3m
g/
L）

を
上
回
る
海
域
が
み
ら
れ
、
こ
の
範
囲
に
生
育
す

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
種
は
生
育
状
況
が
変

化
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
範
囲
以
外

に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
育

状
況
は
維
持
さ
れ
る
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

○
重

要
な

種
：訓

練
用

車
両

・船
舶

の
航

行
 

・
LC
AC
操
縦
訓
練
等
、
揚
陸
施
設
周
辺
で
実
施
さ
れ

る
訓
練
に
お
い
て
は
、
海
藻
草
類
の
生
育
状
況
が

変
化
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
種

は
こ
の
範
囲
以
外
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
て
い
る

種
類
で
あ
り
、
影
響
を
受
け
る
範
囲
は
局
所
的
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
生
育
状
況
は
維
持
さ
れ
る
と
予

測
し
ま
し
た
。
 

○
ホ

ン
ダ

ワ
ラ

藻
場

：生
育

環
境

の
減

少
 

・
施
設
等
の
存
在
に
伴
い
、
被
度
5%
以
上
の
分
布
域

2.
6h
a（

全
体
の
7.
0%
）
が
消
失
す
る
と
予
測
し

ま
し
た
。
 

 

○
環

境
影

響
の

回
避

・
低

減
に

係
る

評
価

 
・
環
境
保
全
措
置
の
対
象
は
、「

海

域
に
生
育
す
る
重
要
な
海
域
植

物
」
と
し
、「

生
育
状
況
の
維

持
」
を
環
境
保
全
措
置
の
目
標

と
し
ま
し
た
。

 
・

調
査

及
び

予
測

の
結

果
、

並
び

に
環

境
保

全
措

置
の

検
討

結
果

を
踏

ま
え

る
と

、
海

域
植

物
の

重
要

な
種

に
及

ぼ
す

影
響

に
つ

い
て

は
、

事
業

者
の

実
行

可
能

な
範

囲
内

で
低

減
が

図
ら

れ
て

い
る
も
の
と
評
価
し
ま
し
た
。

 

・
環
境
負
荷
が
大
き
く
、
工
期
を
要
す
る

海
面
（
公
有
水
面
）
の
埋
立
て
が
生
じ

な
い
よ
う
、
島
内
に
滑
走
路
を
配
置
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
 

・
港
湾
施
設
の
護
岸
や
基
礎
を
捨
石
及
び

消
波
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
る
構
造
と
す
る
こ

と
で
、
岩
礁
性
海
岸
に
生
育
す
る
種
の

生
育
場
と
し
て
好
適
な
も
の
と
な
る
よ

う
に
し
ま
す
。
 

・
海
藻
類
が
着
生
し
や
す
い
よ
う
な
消
波

ブ
ロ
ッ
ク
を
用
い
る
等
の
工
夫
を
行
い

ま
す
。
 

・
仮
設
桟
橋
の
基
礎
捨
石
に
つ
い
て
は
、

海
藻
類
の
付
着
基
盤
と
し
て
機
能
す
る

よ
う
に
、
仮
設
桟
橋
撤
去
後
も
残
置
し

ま
す
。
 

・
重
要
な
種
（
海
藻
草
類
）
の
タ
ン
ポ
ヤ

リ
、
ケ
コ
ナ
ハ
ダ
、
ホ
ソ
バ
ノ
ガ
ラ
ガ

ラ
モ
ド
キ
に
つ
い
て
は
、
生
態
等
に
つ

い
て
の
知
見
が
乏
し
く
、
移
植
や
養
成

管
理
事
例
が
無
い
こ
と
か
ら
、
工
事
前

の
調
査
時
に
事
業
者
の
実
行
可
能
な
範

囲
で
記
録
保
存
し
、
公
的
学
術
機
関
に

寄
贈
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。
 

 

<事
後

調
査

> 
〇

海
藻

草
類

の
生

育
被

度
、

生
育

状
況

（潮
間

帯
含

む
） 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
現
況
調
査
実
施
地
点
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
供
用
後
3年

程
度
、
生
育
状
況
の

安
定
を
確
認
し
た
後
に
終
了
。

年
3回

（
夏
季
-秋

季
・
冬
季
・

春
季
）
 

【
調
査
方
法
】
 

・
潜
水
目
視
観
察
（
定
点
調
査
）、

目
視
調
査
、
坪
刈
り
法
 

〇
海

藻
草

類
の

生
育

被
度

、
分

布

範
囲

 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
現
況
調
査
実
施
範
囲
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
供
用
後
3年

程
度
、
生
育
状
況
の

安
定
を
確
認
し
た
後
に
終
了
。

年
3回

（
夏
季
-秋

季
・
冬
季
・

春
季
）
 

【
調
査
方
法
】
 

・
船

上
か

ら
の

目
視

観
察

、
マ

ン

タ
法
、
ス
ポ
ッ
ト
法
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9.
1.
13

海
域
植
物
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
５
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

飛 行 場 及 び そ の 施 設 の 存 在 及 び 供 用
 

○
ホ

ン
ダ

ワ
ラ

藻
場

：波
浪

・流
れ

の
変

化
 

・
高
い
波
浪
が
新
た
に
発
生
す
る
よ
う
な
現
象
は
み

ら
れ
て
お
ら
ず
、
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
藻
場
の
生
育
状
況

は
維
持
さ
れ
る
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

・
流
れ
の
停
滞
等
は
み
ら
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
藻
場
の
生
育
状
況
は
維
持

さ
れ
る
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

○
ホ

ン
ダ

ワ
ラ

藻
場

：砂
の

移
動

（漂
砂

） 

・
漂
砂
の
堆
積
に
つ
い
て
、
馬
毛
島
南
東
部
の
揚
陸

施
設
周
辺
の
分
布
域
で
は
、
局
所
的
に
最
大
10
㎝

程
度
の
変
化
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
海
藻
類
の
摩
耗

や
、
海
藻
類
の
着
生
基
盤
の
洗
掘
・
埋
没
等
の
要

因
と
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
生
育
環
境
の
変
化
は

ほ
と
ん
ど
な
い
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

○
ホ

ン
ダ

ワ
ラ

藻
場

：水
の

汚
れ

 

・
供
用
時
の
T-
N、

T-
P 
の
濃
度
は
、
浄
化
槽
排
水

箇
所
周
辺
の
局
所
的
な
範
囲
で
水
産
用
水
基
準
に

お
け
る
水
産
1 
種
（
T-
N 
0.
3m
g/
L、

T-
P 
0.
03
 

mg
/L
）
を
上
回
る
海
域
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
こ

れ
ら
の
範
囲
で
は
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
藻
場
は
確
認
さ
れ

て
お
ら
ず
、
生
育
環
境
の
変
化
は
ほ
と
ん
ど
な
い

と
予
測
し
ま
し
た
。
 

○
ホ

ン
ダ

ワ
ラ

藻
場

：訓
練

用
車

両
・船

舶
の

航
行
  

・
被
度
5％

以
上
の
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
藻
場
分
布
域
は
水

陸
両
用
車
の
接
触
範
囲
と
重
な
ら
ず
、
生
育
環
境

の
変
化
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

○
国

又
は

地
方

公
共

団
体

に
よ

る
環

境
保

全
の

基
準

又
は

目
標

と
の

整

合
性

に
係

る
評

価
 

・
環

境
保

全
の

基
準

又
は

目
標

は

工
事

の
実

施
と

同
様

と
し

ま
し

た
。
 

・
調

査
及

び
予

測
の

結
果

、
並

び

に
環

境
保

全
措

置
の

検
討

結
果

を
踏

ま
え

る
と

、
施

設
等

の
存

在
及

び
供

用
に

よ
り

海
域

植
物

の
重

要
種

の
生

育
・

生
育

状
況

に
及

ぼ
す

影
響

は
、

最
小

限
に

と
ど

め
る

よ
う

十
分

配
慮

さ
れ

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

環
境

保
全

の
基

準
又

は
目

標
と

の
整

合
性

は
図

ら
れ

て
い

る
と
評
価
し
ま
し
た
。
 

・
施
設
の
存
在
等
に
よ
り
消
失
す
る
海
域

植
物
の
生
育
場
に
つ
い
て
、
創
出
も
含

め
た
必
要
な
措
置
を
検
討
し
、
必
要
に

応
じ
て
専
門
家
等
の
指
導
・
助
言
を
得

て
適
正
に
実
施
し
ま
す
。
 

・
事
後
調
査
を
実
施
し
、
当
該
事
後
調
査

結
果
に
基
づ
い
て
環
境
保
全
措
置
の
効

果
も
踏
ま
え
て
そ
の
妥
当
性
に
関
し
て

検
討
し
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
家
等
の

指
導

・
助

言
を

得
て

、
必

要
な

措
置

（
既
存
の
措
置
の
見
直
し
や
追
加
の
措

置
等
）
を
検
討
し
、
適
正
に
実
施
し
ま

す
。
 

  

〇
捨

石
及

び
護

岸
に

お
け

る
海

藻

草
類

の
生

育
被

度
、

主
な

出
現

種
 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
捨
石
及
び
護
岸
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
供
用
後
3年

程
度
、
生
育
状
況
の

安
定
を
確
認
し
た
後
に
終
了
。

年
3回

（
夏
季
-秋

季
・
冬
季
・

春
季
）
 

【
調
査
方
法
】
 

・
潜
水
目
視
観
察
（
定
点
調
査
）
 

<環
境

監
視

> 
 
実
施
し
ま
せ
ん
。
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9.
1.
14

陸
域
生
態
系
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
１
）
 
 

調 査 結 果
 

○
基

盤
環

境
 

【
累
計
区
分
】
6
区
分
：
草
地
(3
9.
3％

)、
樹
林
地
(3
7.
3％

)、
湿
地
・
河
川
等
(1
.9
％
)、

海
岸
植
生
(3
.1
％
)、

そ
の
他
_人

工
裸
地
等
(1
8.
4％

) 

○
注

目
す

べ
き

生
息

・生
育

地
の

分
布

及
び

当
該

生
息

・生
育

地
が

注
目

さ
れ

る
理

由
で

あ
る

陸
域

動
物

の
種

の
生

息
・生

育
の

状
況

並
び

に
生

息
・生

育
環

境
の

状
況

 
・
鳥
類
調
査
（
定
点
調
査

8
地
点
、
ラ
イ
ン
セ
ン
サ
ス

8
測
線
）
、
シ
カ
調
査
（
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ

44
地
点
、
餌
資
源
量
調
査

5
地
点
、
食
性
調
査

2
地
点
、
定
点
観
察

5
地

点
、
踏
査

9
地
点
）
の
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
 

【
上
位
性
：
ミ
サ
ゴ
】
 

・
主
に
巣
の
あ
る
島
の
南
西
部
と
北
西
部
の
海
岸
付
近
で
確
認
さ
れ
、
内
陸
部
を
横
断
す
る
飛
翔
や
島
中
央
部
の
岳
之
腰
付
近
で
の
旋
回
上
昇
も
観
察
さ
れ
ま
し
た
。
南
西
部

の
海
岸
で

1
箇
所
、
北
西
部
の
海
岸
で

1
箇
所
の
計

2
箇
所
で
繁
殖
を
確
認
し
、
い
ず
れ
の
巣
で
も

3
羽
の
雛
が
巣
立
ち
、
繁
殖
成
功
を
確
認
し
ま
し
た
。
 

【
上
位
性
：
ノ
ス
リ
】
 

・
島
の
ほ
ぼ
全
域
で
確
認
さ
れ
、
採
餌
行
動
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
10
-4

月
の
越
冬
期
に
確
認
さ
れ
、
5-
8
月
に
は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
よ
っ
て
ノ
ス
リ
は
越
冬
地
と
し

て
当
地
を
利
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
 

【
典
型
性
：
シ
カ
】
 

・
定
点
観
察
及
び
踏
査
に
よ
る
直
接
観
察
、
RE
ST

モ
デ
ル
に
よ
り
、
島
内
に
は

70
0～

1,
00
0
個
体
程
度
が
生
息
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
 

シ
カ
は
草
地
、
樹
林
地
、
裸
地
を
利
用
し
、
主
に
シ
バ
を
餌
と
し
て
利
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
糞
の

DN
A
分
析
か
ら
馬
毛
島
、
種
子
島
、
阿
久
根
大
島
の
シ
カ

は
遺
伝
的
特
徴
が
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

【
典
型
性
：
ホ
オ
ジ
ロ
】
 

・
島
の
ほ
ぼ
全
域
で
確
認
さ
れ
、
特
に
樹
林
地
と
草
地
が
混
在
す
る
島
の
南
東
部
や
島
の
西
部
で
多
く
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
春
季
に
は
多
く
の
個
体
が
囀
る
姿
を
確
認
し
、
餌

を
集
め
な
が
ら
く
わ
え
て
運
ぶ
姿
も
確
認
し
た
こ
と
、
夏
季
に
は
巣
立
ち
後
と
考
え
ら
れ
る
幼
鳥
を
確
認
し
た
こ
と
か
ら
、
島
内
で
繁
殖
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

工 事 の 実 施
 

○
上

位
性

：ミ
サ

ゴ
 

・
馬
毛
島
で
繁
殖
す
る
猛
禽
類
の
ミ
サ
ゴ
に
つ
い
て

は
、
繁
殖
地
が
改
変
さ
れ
ず
に
残
存
し
ま
す
が
、

工
事
箇
所
と
巣
と
の
距
離
か
ら
、
繁
殖
に
影
響
を

与
え
る
可
能
性
が
あ
る
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

○
上

位
性

：ノ
ス

リ
 

・
馬
毛
島
で
越
冬
す
る
猛
禽
類
の
ノ
ス
リ
に
つ
い
て

は
、
工
事
に
よ
る
生
息
環
境
の
減
少
や
騒
音
に
よ

り
、
改
変
面
積
に
相
応
し
て
個
体
数
が
推
移
す
る

と
予
測
し
ま
し
た
。
し
か
し
ど
の
程
度
の
改
変
率

で
生
息
状
況
に
影
響
が
あ
る
の
か
明
ら
か
で
な

く
、
不
確
実
性
が
残
り
ま
す
。
粉
じ
ん
に
よ
る
生

息
環
境
へ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
予
測
し
ま

し
た
。
 

○
環

境
影

響
の

回
避

・
低

減
に

係
る

評
価

 
・
環
境
保
全
措
置
の
対
象
は
、
「
陸

域
生

態
系

を
構

成
す

る
注

目

種
」
と
し
、
「
生
息
す
る
注
目
種

の
個

体
群

の
存

続
」

を
環

境
保

全
措
置
の
目
標
と
し
ま
し
た
。
 

・
改
変
区
域
に
つ
い
て
は
、
陸
域
生
態
系

注
目
種
の
生
息
範
囲
の
消
失
面
積
を
最

小
化
す
る
た
め
、
改
変
面
積
を
可
能
な

限
り
抑
え
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
具
体

的
に
は
、
事
業
計
画
時
当
初
は
馬
毛
島

面
積
の
約

87
.8
％
に
あ
た
る
対
象
事
業

区
域
全
域
を
改
変
す
る
計
画
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
特
に
シ
カ
の
生
息
環

境
を
確
保
す
る
目
的
か
ら
可
能
な
限
り

改
変
区
域
の
絞
り
込
み
を
行
い
、
現
在

計
画

し
て

い
る

工
事

中
の

改
変

区
域

（
馬
毛
島
面
積
の
約

60
.8
％
）
と
し
ま

し
た
。
 

 

<事
後

調
査

> 

〇
ミ

サ
ゴ

、
ノ

ス
リ

、
ホ

オ
ジ

ロ
の

生

息
・繁

殖
状

況
 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
調
査
地
域
の
生
息
地
、
繁
殖
地
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
ミ
サ
ゴ
：
繁
殖
期
（
3月

～
7

月
）
に
各
月
1回

 

ノ
ス
リ
：
冬
季
に
各
2回

 

ホ
オ
ジ
ロ
：
年
4回

（
4季

）
 

【
調
査
方
法
】
 

・
定

点
調

査
、

ラ
イ

ン
セ

ン
サ

ス
、
任
意
調
査
等
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14

陸
域
生
態
系
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
２
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

工 事 の 実 施
 

○
典

型
性

：シ
カ

 

・
シ
カ
に
つ
い
て
は
、
工
事
に
よ
る
生
息
環
境
の
減

少
に
よ
り
、
改
変
面
積
や
餌
資
源
量
に
相
応
し
て

個
体
数
が
推
移
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
が
、

不
確
実
性
が
残
り
ま
す
。
ま
た
、
工
事
に
よ
り
発

生
す
る
騒
音
に
つ
い
て
は
、
警
戒
行
動
、
騒
音
レ

ベ
ル
の
低
い
方
へ
の
移
動
等
が
生
じ
る
可
能
性
が

あ
る
も
の
の
、
シ
カ
に
対
す
る
音
に
よ
る
影
響
に

つ
い
て
複
数
の
報
告
例
が
あ
り
不
確
実
性
が
残
り

ま
す
。
 

○
典

型
性

：ホ
オ

ジ
ロ

 

・
ホ
オ
ジ
ロ
に
つ
い
て
は
、
工
事
に
よ
る
生
息
環
境

の
減
少
や
騒
音
に
よ
り
、
改
変
面
積
に
相
応
し
て

個
体
数
が
推
移
す
る
と
予
測
し
ま
し
た
。
し
か
し

ど
の
程
度
の
改
変
率
や
騒
音
で
生
息
・
繁
殖
状
況

に
影
響
が
あ
る
の
か
明
ら
か
で
な
い
た
め
、
不
確

実
性
が
残
り
ま
す
。
 

  

・
調

査
及

び
予

測
の

結
果

、
並

び

に
環

境
保

全
措

置
の

検
討

結
果

を
踏

ま
え

る
と

、
陸

域
生

態
系

の
注

目
種

に
及

ぼ
す

影
響

に
つ

い
て

は
、

事
業

者
の

実
行

可
能

な
範

囲
内

で
低

減
が

図
ら

れ
て

い
る
も
の
と
評
価
し
ま
し
た
。
 

 ○
国

又
は

地
方

公
共

団
体

に
よ

る
環

境
保

全
の

基
準

又
は

目
標

と
の

整
合

性
に

係
る

評
価

 
・

鹿
児

島
県

環
境

基
本

計
画

に
お

け
る

基
本

目
標

（
将

来
像

）
の

中
で

、
「

人
的

要
因

に
よ

る
新

た
な

種
の

絶
滅

や
、

新
た

な
侵

略
的

外
来

種
の

意
図

的
な

侵
入

の
防

止
が

図
ら

れ
て

い
ま

す
」

と
記
載
が
あ
り
ま
す
。
 

 

・
海
岸
部
で
繁
殖
す
る
ミ
サ
ゴ
に
つ
い
て

は
、
工
事
直
前
に
踏
査
を
行
い
、
繁
殖

が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
繁
殖
が
終
了

す
る
ま
で
は
営
巣
箇
所
周
辺
を
避
け
る

よ
う
に
建
設
機
械
の
稼
働
計
画
や
資
機

材
運

搬
車

両
等

の
運

行
計

画
を

調
整

し
、
繁
殖
期
の
車
両
や
人
の
立
ち
入
り

の
制
限
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
ミ
サ
ゴ

の
繁
殖
期
に
営
巣
地
か
ら

50
0ｍ

以
内

の
場
所
で
工
事
す
る
場
合
は
、
巣
か
ら

遠
い
場
所
か
ら
工
事
を
開
始
す
る
こ
と

（
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
）
等
を
検
討

し
ま
す
。
さ
ら
に
必
要
に
応
じ
て
、
作

業
の
実
施
エ
リ
ア
と
制
限
エ
リ
ア
の
境

界
に
目
隠
し
用
ネ
ッ
ト
を
張
る
等
の
手

法
の
併
用
を
検
討
し
ま
す
。
 

・
ミ
サ
ゴ
の
採
餌
場
に
つ
い
て
は
、
濁
水

の
影
響
の
低
減
を
図
る
目
的
か
ら
、
発

生
源
対
策
、
流
出
防
止
対
策
、
仮
設
沈

砂
池
の
設
置
等
を
実
施
し
、
処
理
排
水

を
SS

濃
度

25
mg
/L

以
下
に
低
減
し
た

上
で
放
流
す
る
等
の
水
の
濁
り
の
流
出

防
止
対
策
を
講
じ
ま
す
。
 

 

〇
シ

カ
の

生
息

状
況

 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
改
変
区
域
と
そ
の
周
辺
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
工
事
期
間
中
、
年
4回

（
4季

）
 

【
調
査
方
法
】
 

・
定
点
観
察
、
踏
査
等
 

〇
植

生
の

状
況
 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
改
変
区
域
及
び
そ
の
周
辺
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
工
事
期
間
中
、
年
1回

 

【
調
査
方
法
】
 

・
目
視
等
に
よ
り
作
成
 

<環
境

監
視

> 

 
実
施
し
ま
せ
ん
。

 



 

 

9-55     

(2309) 

9.
1.
14

陸
域
生
態
系
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
３
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

工 事 の 実 施
 

前
記
の
と
お
り
 

・
鹿

児
島

県
自

然
環

境
保

全
基

本

方
針

に
お

け
る

「
3 

自
然

環
境

に
関

す
る

事
前

評
価

の
実

施
」

と
し

て
「

自
然

環
境

を
破

壊
す

る
お

そ
れ

の
あ

る
大

規
模

な
各

種
の

開
発

が
行

わ
れ

る
場

合

は
、

事
業

主
体

に
よ

り
必

要
に

応
じ

、
当

該
事

業
が

自
然

環
境

に
及

ぼ
す

影
響

の
予

測
、

代
替

案
の

比
較

等
を

含
め

た
事

前
評

価
が

行
わ

れ
、

そ
れ

が
計

画
に

反
映

さ
れ

、
住

民
の

理
解

を
得

て
行

わ
れ

る
よ

う
努

め
る

。
更

に
、

開
発

後
に

お
い

て
も

自
然

環
境

の
保

全
の

た
め

の
措

置
が

必
要

に
応

じ
講

ぜ
ら

れ
る

よ
う

十
分

な
注

意
を

払
う

も
の

と
す

る
。
」
と
記
載
が
あ
り
ま
す
。
 

・
よ
っ
て
、
前
記

2
つ
を
環
境
保
全

の
基
準
又
は
目
標
と
し
ま
す
。
 

・
調

査
及

び
予

測
の

結
果

、
並

び

に
環

境
保

全
措

置
の

検
討

結
果

を
踏

ま
え

る
と

、
工

事
の

実
施

に
よ

り
陸

域
生

態
系

に
及

ぼ
す

影
響

は
、

最
小

限
に

と
ど

め
る

よ
う

十
分

配
慮

さ
れ

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

環
境

保
全

の
基

準
又

は
目

標
と

の
整

合
性

は
図

ら
れ

て
い

る
も

の
と

評
価
し
ま
し
た
。
 

・
シ
カ
に
つ
い
て
は
、
仮
設
柵
を
馬
毛
島

南
北
に
設
置
し
、
そ
の
西
側
は
工
事
期

間
を
通
じ
て
改
変
を
行
わ
な
い
「
保
全

区
域
」
を
作
り
ま
す
。
な
お
、
仮
設
柵

に
は

「
ワ

ン
ウ

ェ
イ

ゲ
ー

ト
」

を
10

箇
所
程
度
設
置
し
、
シ
カ
が
工
事
が
行

わ
れ
る
島
の
東
側
か
ら
保
全
区
域
へ
の

移
動
を
常
時
可
能
な
状
態
と
し
ま
す
。

な
お
、
仮
設
柵
の
設
置
時
は
、
必
要
に

応
じ
人
為
的
な
追
い
出
し
を
実
施
し
、

保
全
区
域
へ
の
移
動
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
工
事
期
間
を
通
し
て
島
の
東
側

に
シ
カ
が
残
存
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ

う
に
し
ま
す
。
 

・
改
変
区
域
内
の
樹
木
伐
採
等
の
植
生
改

変
は

な
る

べ
く

段
階

的
に

行
う

こ
と

で
、
シ
カ
の
生
息
環
境
の
変
化
を
可
能

な
限
り
緩
和
し
ま
す
。
ま
た
、
伐
採
木

の
葉
等
を
シ
カ
の
餌
資
源
と
し
て
利
用

す
る
こ
と
で
、
改
変
に
伴
う
餌
資
源
の

消
失
を
緩
和
し
ま
す
。
 

 

前
記
の
と
お
り

 



 

 

9-56     

(2310) 

9.
1.
14

陸
域
生
態
系
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
４
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

工 事 の 実 施
 

前
記
の
と
お
り

 
前
記
の
と
お
り

 
・
仮
設
プ
ラ
ン
ト
等
、
供
用
時
の
改
変
区

域
に
含
ま
れ
な
い
範
囲
に
つ
い
て
は
、

土
地
の
利
用
後
の
緑
化
を
可
能
な
限
り

速
や
か
に
施
工
す
る
こ
と
に
よ
り
、
シ

カ
の

生
息

環
境

を
改

善
し

ま
す

。
な

お
、
緑
化
に
つ
い
て
は
、
現
地
に
お
け

る
生
態
系
に
変
化
を
与
え
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
、
改
変
区
域
内
の
表
土
を
活

用
す
る
と
と
も
に
、
可
能
な
限
り
島
内

の
在
来
種
を
緑
化
材
と
し
て
用
い
た
草

地
(特

に
シ
バ
群
落
)の

創
出
と
し
、
シ

カ
の
採
餌
場
と
し
て
利
用
で
き
る
環
境

を
整
備
し
ま
す
。
 

・
シ
カ
の
環
境
保
全
措
置
と
し
て
の
緑
化

に
よ
り
、
ノ
ス
リ
と
ホ
オ
ジ
ロ
の
生
息

環
境
と
し
て
も
利
用
可
能
な
草
地
が
創

出
さ
れ
ま
す
。
 

・
シ
カ
と
車
両
・
重
機
等
の
接
触
を
回
避

す
る
た
め
、
特
に
見
通
し
の
悪
い
樹
林

地
等

で
は

低
速

（
20
km
/
ｈ

程
度

ま
た

は
即
時
に
停
車
可
能
な
速
度
）
で
の
移

動
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
攪
乱
を
低

減
す

る
た

め
、

工
事

車
両

の
空

ぶ
か

し
・
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
控
え
ま
す
。
 

・
建
設
機
械
等
は
、
鳥
類
や
動
物
へ
の
排

ガ
ス
に
よ
る
影
響
（
呼
吸
障
害
）
の
低

減
を
図
る
た
め
、
排
出
ガ
ス
対
策
型
を

積
極

的
に

導
入

す
る

と
と

も
に

、
整

備
・
点
検
の
徹
底
等
の
大
気
汚
染
防
止

対
策
を
講
じ
ま
す
。
 

前
記
の
と
お
り

 



 

 

9-57     

(2311) 

9.
1.
14

陸
域
生
態
系
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
５
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

工 事 の 実 施
 

前
記
の
と
お
り

 
前
記
の
と
お
り

 
・
夜
間
照
明
は
、
照
射
範
囲
を
限
定
し
た

り
、
光
源
と
し
て
主
に

LE
D
を
使
用
す

る
こ
と
等
に
よ
り
、
照
明
に
よ
る
陸
域

生
態
系
へ
の
影
響
防
止
に
努
め
ま
す
。
 

・
作
業
員
等
に
対
し
て
は
、
馬
毛
島
に
生

息
す
る
陸
域
動
物
の
重
要
な
種
や
生
息

環
境
、
環
境
保
全
の
重
要
性
等
に
つ
い

て
教
育
・
指
導
を
行
い
ま
す
。
 

・
環
境
保
全
措
置
が
速
や
か
に
講
じ
ら
れ

る
監
視
体
制
を
構
築
し
て
、
ミ
サ
ゴ
、

ノ
ス
リ
、
シ
カ
、
ホ
オ
ジ
ロ
の
生
息
状

況
に
つ
い
て
事
後
調
査
を
実
施
し
、
当

該
事
後
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
環
境
保

全
措
置
の
効
果
に
関
し
て
検
討
・
見
直

し
を
要
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
必
要

に
応
じ
て
専
門
家
等
の
指
導
・
助
言
を

得
て

、
必

要
な

措
置

(
既

存
の

措
置

の

見
直
し
や
追
加
の
措
置
等
）
を
講
じ
ま

す
。
 

 

前
記
の
と
お
り

 



 

 

9-58     

(2312) 

9.
1.
14

陸
域
生
態
系
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
６
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

飛 行 場 及 び そ の 施 設 の 存 在 及 び 供 用
 

○
上

位
性

：ミ
サ

ゴ
 

・
馬
毛
島
で
繁
殖
す
る
猛
禽
類
の
ミ
サ
ゴ
に
つ
い
て

は
、
航
空
機
の
運
航
に
よ
り
発
生
す
る
騒
音
に
つ

い
て
は
、
繁
殖
に
影
響
を
与
え
る
影
響
に
不
確
実

性
が
残
り
ま
す
。
一
方
、
低
周
波
音
に
つ
い
て
は

影
響
を
受
け
に
く
い
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
不
確
実
性
が
残
り
ま
す
。
航
空
機
と
の
衝
突

に
つ
い
て
は
飛
翔
高
度
か
ら
衝
突
の
可
能
性
は
否

定
で
き
な
い
と
予
測
し
ま
し
た
。
訓
練
に
伴
う
車

両
等
の
影
響
は
限
定
的
で
あ
る
と
予
測
し
ま
し

た
。
 

○
上

位
性

：ノ
ス

リ
 

・
馬
毛
島
で
越
冬
す
る
猛
禽
類
の
ノ
ス
リ
に
つ
い
て

は
、
供
用
時
は
改
変
範
囲
に
加
え
、
滑
走
路
や
施

設
周
辺
の
緑
地
等
、
島
内
の
広
い
範
囲
を
生
息
環

境
と
し
て
利
用
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
等
か

ら
、
ノ
ス
リ
は
生
息
し
続
け
る
と
予
測
し
ま
し
た

が
、
不
確
実
性
が
残
り
ま
す
。
ま
た
。
航
空
機
の

運
航
に
よ
り
発
生
す
る
騒
音
に
つ
い
て
は
、
行
動

に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
と
予
測
し
ま
し

た
。
一
方
、
低
周
波
音
に
つ
い
て
は
影
響
を
受
け

に
く
い
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
不
確
実
性

が
残
り
ま
す
。
航
空
機
と
の
衝
突
に
つ
い
て
は
飛

翔
高
度
か
ら
衝
突
の
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
と

予
測
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ノ
ス
リ
は
冬

鳥
で
あ
り
、
衝
突
の
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
の

は
10
月
～
4月

の
約
7か

月
間
に
な
り
ま
す
。
訓
練

に
伴
う
車
両
等
の
出
入
り
や
騒
音
に
つ
い
て
は
、

影
響
は
限
定
的
で
あ
る
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

 

○
環

境
影

響
の

回
避

・
低

減
に

係
る

評
価

 
・
環
境
保
全
措
置
の
対
象
は
、
「
陸

域
生

態
系

を
構

成
す

る
注

目

種
」
と
し
、
「
生
息
す
る
注
目
種

の
個

体
群

の
存

続
」

を
環

境
保

全
措

置
の

目
標

と
し

ま
し

た
。

具
体

的
に

は
、

ミ
サ

ゴ
、

シ

カ
、

ホ
オ

ジ
ロ

に
つ

い
て

は
供

用
後

の
生

息
環

境
に

適
し

た
繁

殖
個

体
群

、
ノ

ス
リ

に
つ

い
て

は
供

用
後

の
生

息
環

境
に

適
し

た
越

冬
個

体
群

の
安

定
し

た
継

続
利
用
に
な
り
ま
す
。
 

・
調

査
及

び
予

測
の

結
果

、
並

び

に
前

項
に

示
し

た
環

境
保

全
措

置
の

検
討

結
果

を
踏

ま
え

る

と
、

工
事

の
実

施
に

よ
る

陸
域

動
物

に
及

ぼ
す

影
響

に
つ

い
て

は
、

事
業

者
の

実
行

可
能

な
範

囲
内

で
低

減
が

図
ら

れ
て

い
る

も
の
と
評
価
し
ま
し
た
。
 

  

・
改
変
区
域
に
つ
い
て
は
、
陸
域
生
態
系

注
目
種
を
含
め
陸
域
動
植
物
の
生
息
・

生
育
範
囲
の
消
失
面
積
を
最
小
化
す
る

た
め
、
改
変
面
積
を
可
能
な
限
り
抑
え

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

事
業

計
画

時
に

は
馬

毛
島

面
積

の
約

87
.8
％
に
あ
た
る
対
象
事
業
区
域
ほ
ぼ

全
域

を
改

変
す

る
計

画
が

あ
り

ま
し

た
。
そ
の
後
、
特
に
シ
カ
の
生
息
環
境

を
確
保
す
る
目
的
か
ら
可
能
な
限
り
改

変
区
域
の
絞
り
込
み
を
行
い
ま
し
た
。

シ
カ
の
施
設
内
へ
の
侵
入
を
防
ぐ
外
柵

を
滑
走
路
や
施
設
周
囲
に
限
定
し
て
設

置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
在
計
画
し
て

い
る
供
用
時
の
改
変
区
域
（
馬
毛
島
面

積
の
約

49
.2
％
）
を
確
保
し
ま
し
た
。
 

・
工
事
で
改
変
さ
れ
た
区
域
の
緑
化
工
事

を
速
や
か
に
実
施
し
、
陸
域
生
態
系
注

目
種
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
 

・
シ
カ
に
つ
い
て
は
、
島
北
西
部
の
樹
林

地
と
南
西
部

の
ま
と
ま
っ
た
二
次
草
地

を
シ
カ
の
生

息
地
の
中
心
と
な
る
「
コ

ア
エ

リ
ア

」
と

位
置

付
け

ま
す

。
ま

た
、
島
の
周

縁
部
に
は
移
動
の
支
障
と

な
る
よ
う
な

構
造
物
は
設
置
せ
ず
「
コ

ア
エ
リ
ア
」

を
結
ぶ
「
コ
リ
ド
ー
」
と

し
て
位
置
付

け
、
シ
カ
の
分
布
域
の
連

続
性
を
確
保

し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
シ

カ
は
施
設
周

囲
の
移
動
が
可
能
に
な
り

ま
す
。
 

〇
ミ

サ
ゴ

、
ノ

ス
リ

、
ホ

オ
ジ

ロ
の

生

息
・繁

殖
状

況
 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
調
査
地
域
の
生
息
地
、
繁
殖
地
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
ミ
サ
ゴ
：
繁
殖
期
（
3月

～
7

月
）
に
各
月
１
回
 

ノ
ス
リ
：
冬
季
に
各
２
回
 

ホ
オ
ジ
ロ
：
年
4回

（
4季

）
 

供
用
後
3年

程
度
行
い
、
生
息
状

況
が
安
定
し
た
こ
と
を
確
認
し

た
後
に
終
了
す
る
。
 

【
調
査
方
法
】
 

・
定
点
調
査
、
ラ
イ
ン
セ
ン
サ

ス
、
任
意
調
査
等
 

〇
シ

カ
の

生
息

状
況

 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
改
変
区
域
と
そ
の
周
辺
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
供
用
後
3年

程
度
行
い
、
生
息
状

況
の
安
定
を
確
認
し
た
後
に
終

了
す
る
。
年
4回

（
4季

）。
 

【
調
査
方
法
】
 

・
定
点
観
察
、
踏
査
等

 



 

 

9-59     

(2313) 

9.
1.
14

陸
域
生
態
系
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
７
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

飛 行 場 及 び そ の 施 設 の 存 在 及 び 供 用
 

○
典

型
性

：シ
カ
 

・
シ
カ
に
つ
い
て
は
、
供
用
後
の
生
息
環
境
の
減
少

に
よ
り
、
改
変
面
積
や
餌
資
源
量
に
相
応
し
て
推

移
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
が
、
不
確
実
性
が

残
り
ま
す
。
ま
た
、
航
空
機
の
運
航
に
伴
い
発
生

す
る
騒
音
・
低
周
波
音
、
訓
練
に
伴
う
車
両
等
の

出
入
り
や
騒
音
に
つ
い
て
は
、
警
戒
行
動
、
騒
音

レ
ベ
ル
の
低
い
方
へ
の
移
動
等
が
生
じ
る
可
能
性

が
あ
る
も
の
の
、
シ
カ
に
対
す
る
音
に
よ
る
影
響

に
つ
い
て
複
数
の
報
告
例
が
あ
り
不
確
実
性
が
残

り
ま
す
。
 

○
典

型
性

：ホ
オ

ジ
ロ
 

・
ホ
オ
ジ
ロ
に
つ
い
て
は
、
供
用
時
は
改
変
範
囲
に

加
え
、
滑
走
路
や
施
設
周
辺
の
緑
地
等
、
島
内
の

広
い
範
囲
を
生
息
環
境
と
し
て
利
用
で
き
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
ホ
オ
ジ
ロ
は
生
息
し
続

け
る
と
予
測
し
ま
し
た
が
、
不
確
実
性
が
残
り
ま

す
。
ま
た
、
航
空
機
の
運
航
に
よ
り
発
生
す
る
騒

音
に
つ
い
て
は
、
繁
殖
へ
の
影
響
が
明
ら
か
で
な

い
た
め
不
確
実
性
が
残
り
ま
す
。
低
周
波
音
に
つ

い
て
は
影
響
を
受
け
に
く
い
可
能
性
が
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
不
確
実
性
が
残
り
ま
す
。
鳥
と
の
衝
突

に
つ
い
て
は
飛
翔
高
度
か
ら
衝
突
の
発
生
頻
度
は

低
い
と
予
測
し
ま
し
た
。
航
空
機
の
運
航
に
よ
り

発
生
す
る
騒
音
・
低
周
波
音
、
訓
練
に
伴
う
車
両

等
の
出
入
り
や
騒
音
に
つ
い
て
は
、
影
響
は
限
定

的
で
あ
る
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

 

○
国

又
は

地
方

公
共

団
体

に
よ

る
環

 
境

保
全

の
基

準
又

は
目

標
と

の
整

 
合

性
に

係
る

評
価

 
・

環
境

保
全

の
基

準
又

は
目

標
は

工
事

の
実

施
と

同
様

と
し

ま
し

た
。
 

・
調

査
及

び
予

測
の

結
果

、
並

び

に
環

境
保

全
措

置
の

検
討

結
果

を
踏

ま
え

る
と

、
飛

行
場

及
び

そ
の

施
設

の
存

在
及

び
供

用
時

に
お

け
る

陸
域

生
態

系
に

及
ぼ

す
影

響
は

、
最

小
限

に
と

ど
め

る
よ

う
十

分
配

慮
さ

れ
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
環

境
保

全
の

基
準

又
は

目
標

と
の

整
合

性
は

図
ら

れ
て

い
る

も
の

と
評
価
し
ま
し
た
。

 

・
工
事
中
に
造
成
さ
れ
た
仮
設
沈
砂
池
を

残
置
し
、
調
整
池
と
あ
わ
せ
て
十
分
に

水
深
を
確
保
し
た
開
放
水
面
を
新
た
に

創
出
す
る
こ
と
で
、
シ
カ
が
水
飲
み
場

と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
 

・
ミ
サ
ゴ
の
営
巣
の
阻
害
要
因
と
し
て
は

人
の
存
在
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
事
業
者
は
、
関
係
各
機
関
等

と
調
整
を
行
い
、
繁
殖
時
期
に
は
営
巣

地
付
近
の
利
用
を
極
力
避
け
る
よ
う
周

知
に
努
め
ま
す
。
 

・
排
水
に
つ
い
て
は
、
場
内
の
汚
水
処
理

浄
化
槽
等
に
て
適
正
に
処
理
し
、
法
令

に
適
合
す
る
濃
度
で
地
先
海
域
へ
排
出

し
ま
す
。
 

・
仮
設
プ
ラ
ン
ト
等
、
供
用
時
の
改
変
区

域
に
含
ま
れ
な
い
範
囲
を
緑
化
す
る
こ

と
に
よ
り
、
シ
カ
の
生
息
環
境
を
改
善

し
ま
す
。
ま
た
、
工
事
前
か
ら
存
在
す

る
人
工
裸
地
に
つ
い
て
も
一
部
緑
化
す

る
こ
と
に
よ
り
、
シ
カ
の
生
息
環
境
を

改
善
し
ま
す
。
 

 

〇
植

生
の

状
況

 

【
調
査
地
点
・
範
囲
】
 

・
改
変
区
域
と
そ
の
周
辺
 

【
調
査
時
期
・
期
間
】
 

・
供
用
後
3年

程
度
。
年
1回

。
 

【
調
査
方
法
】
 

・
目
視
等
に
よ
り
作
成
 

<環
境

監
視

> 
 
実
施
し
ま
せ
ん
。
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(2314) 

9.
1.
14

陸
域
生
態
系
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
８
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

飛 行 場 及 び そ の 施 設 の 存 在 及 び 供 用
 

前
記
の
と
お
り
 

前
記
の
と
お
り

 
・
緑
化
に
つ
い
て
は
、
現
地
に
お
け
る
生

態
系
に
変
化
を
与
え
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
、
改
変
区
域
内
の
表
土
を
活
用
す

る
と
と
も
に
、
可
能
な
限
り
島
内
の
在

来
種
を
緑
化
材
と
し
ま
す
。
ま
た
、
シ

カ
は
シ
バ
を
主
な
餌
資
源
と
し
て
利
用

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
シ
バ
群
落
の
創

出
を
優
先
し
ま
す
。
工
事
開
始
前
の
シ

カ
の
年
間
採
餌
量
と
同
程
度
量
を
確
保

す
る
た
め
に
シ
バ
群
落
を
約

12
ha

以
上

創
出
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
 

・
シ
カ
の
環
境
保
全
措
置
と
し
て
の
緑
化

に
よ
り
、
ノ
ス
リ
と
ホ
オ
ジ
ロ
の
生
息

環
境
と
し
て
も
利
用
可
能
な
草
地
が
創

出
さ
れ
ま
す
。
 

・
シ
カ
と
車
両
等
の
接
触
を
回
避
す
る
た

め
、
特
に
見
通
し
の
悪
い
樹
林
地
周
辺

の
道

路
で

は
低

速
（

20
km
/
ｈ

程
度

ま

た
は
即
時
に
停
車
可
能
な
速
度
）
で
の

移
動
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
攪
乱
を

低
減
す
る
た
め
、
工
事
車
両
の
空
ぶ
か

し
・
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
控
え
ま
す
。
 

・
飛

行
場

へ
シ

カ
が

進
入

し
な

い
よ

う

に
、
飛
行
場
外
周
は
柵
を
設
置
し
、
適

切
に
管
理
し
ま
す
。
 

・
夜
間
照
明
は
、
照
射
範
囲
を
限
定
し
た

り
、
光
源
と
し
て
主
に

LE
D
を
使
用
す

る
こ
と
等
に
よ
り
、
照
明
に
よ
る
陸
域

生
態
系
へ
の
影
響
防
止
に
努
め
ま
す
。
 

前
記
の
と
お
り
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9.
1.
14

陸
域
生
態
系
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
８
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

飛 行 場 及 び そ の 施 設 の 存 在 及 び 供 用
 

前
記
の
と
お
り
 

前
記
の
と
お
り

 
・
環
境
保
全
措
置
の
効
果
を
検
証
す
る
た

め
、
陸
域
生
態
系
の
事
後
調
査
を
実
施

し
、
環
境
保
全
措
置
の
効
果
に
関
し
て

検
討
・
見
直
し
を
要
す
る
よ
う
な
場
合

に
は
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
家
等
の
指

導
・
助
言
を
得
て
、
必
要
な
措
置
を
検

討
し
、
適
正
に
実
施
し
て
い
く
ほ
か
、

米
軍

が
実

施
主

体
の

も
の

に
つ

い
て

は
、
そ
の
実
施
を
周
知
し
ま
す
。
 

前
記
の
と
お
り

 



 

 

9-62     

(2316) 

9.
1.
15

海
域
生
態
系
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
１
）
 

調 査 結 果
 

○
海

域
生

物
そ

の
他

の
自

然
環

境
に

係
る

概
況

 
【
海
域
生
物
の
概
況
】
 

  
「
9.
1.
11
 海

域
動
物
」「

9.
1.
13
 海

域
植
物
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
示
し
た
と
お
り
で
す
。

 
【
そ
の
他
の
自
然
環
境
に
係
る
概
況
】
 

・
海
岸
部
に
つ
い
て
は
、
島
の
東
側
は
主
に
岩
礁
帯
や
礫
浜
、
南
側
と
西
側
は
主
に
岩
礁
帯
、
礫
浜
、
砂
浜
か
ら
な
り
ま
す
。
 

・
島
の
西
側
と
南
側
の
砂
浜
は

19
47

年
か
ら
確
認
さ
れ
て
お
り
、
現
在
と
大
き
な
変
化
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。
島
の
東
側
に
は
、
19
47

年
か
ら

20
06

年
に
お
い
て
も
明
瞭
な
砂

浜
は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
。

 
○

生
物

多
様

性
の

観
点

か
ら

み
た

主
要

生
物

群
の

種
リ

ス
ト

及
び

希
少

性
 

【
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー
調
査
】
 

・
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー
調
査

42
地
点
（
海
域

28
地
点
、
潮
間
帯

14
地
点
）
の
調
査
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
 

・
海
域
に
お
い
て
、
底
生
動
物
は

87
1
種
、
魚
類
は

37
2
種
、
サ
ン
ゴ
類
は

17
1
種
、
海
藻
草
類
は

25
2
種
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

・
潮
間
帯
に
お
い
て
、
底
生
動
物
は

66
2
種
、
魚
類
は

19
1
種
、
サ
ン
ゴ
類
は

52
種
、
海
藻
草
類
は

22
8
種
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

【
現
地
調
査
で
確
認
さ
れ
た
動
植
物
】
 

・
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

13
4
種
、
魚
卵

14
5
種
、
稚
仔
魚

13
2
種
、
底
生
動
物

1,
72
0
種
、
魚
類

59
9
種
、
サ
ン
ゴ
類

17
3
種
、
ウ
ミ
ガ
メ
類

2
種
、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

21
4

種
、
海
藻
草
類

33
8
種
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

【
重
要
な
種
】

 
・
海
域
動
植
物
の
現
地
調
査
及
び
既
存
調
査
（
概
況
調
査
）
に
お
い
て
、
海
域
動
物
は
計

48
種
、
海
域
植
物
は

23
種
の
重
要
な
種
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

○
海

域
の

生
態

系
を

構
成

す
る

大
き

な
要

素
と

な
る

海
浜

生
態

系
、

サ
ン

ゴ
礁

生
態

系
、

藻
場

生
態

系
の

構
成

及
び

個
々

の
関

連
 

・
当
該
海
域
に
お
け
る
海
域
生
態
系
の
主
な
構
成
要
素
を
、
海
浜
生
態
系
、
サ
ン
ゴ
礁
生
態
系
、
藻
場
生
態
系
の

3 
つ
に
類
型
区
分
し
ま
し
た
。
類
型
区
分
ご
と
の
主
要
な
構

成
種
の
中
か
ら
、
な
る
べ
く
多
様
な
生
態
条
件
を
網
羅
す
る
と
共
に
、
各
生
態
系
を
代
表
し
比
較
的
知
見
の
多
い
種
の
観
点
か
ら
、
海
浜
生
態
系

10
種
、
藻
場
生
態
系

9

種
、
サ
ン
ゴ
礁
生
態
系

9
種
の
注
目
種
を
選
定
し
ま
し
た
。
 

○
 主

要
な

生
物

及
び

生
物

群
集

間
の

相
互

関
係

 
・
整
理
し
た
主
要
な
構
成
種
を
基
に
、
各
生
態
系
の
特
徴
、
食
物
連
鎖
の
関
係
を
整
理
し
ま
し
た
。
 



 

 

9-63     

(2317) 

9.
1.
15

海
域
生
態
系
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
２
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

工 事 の 実 施
 

○
水

の
濁

り
、

土
砂

の
堆

積
に

よ
る

影
響

：海
浜

生
態

系
  

・
海
浜
生
態
系
に
お
い
て
、
水
の
濁
り
、
土
砂
の
堆

積
に
よ
る
影
響
範
囲
は
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
海
浜
生
態
系
の
注
目
種
の
生
息
状
況
は
維
持

さ
れ
る
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

○
水

の
濁

り
、

土
砂

の
堆

積
に

よ
る

影
響

：サ
ン

ゴ
礁

生
態

系
 

・
サ
ン
ゴ
礁
生
態
系
に
お
い
て
水
の
濁
り
、
土
砂
の

堆
積
に
よ
る
影
響
を
受
け
る
範
囲
は
限
ら
れ
て
お

り
、
被
度
5～

25
％
の
サ
ン
ゴ
類
分
布
域
の
大
部
分

及
び
被
度
25
～
50
％
の
高
被
度
域
は
濁
り
の
影
響

範
囲
外
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
サ
ン
ゴ
礁
生
態
系
の

注
目
種
や
基
盤
環
境
で
あ
る
サ
ン
ゴ
類
の
生
息
状

況
は
維
持
さ
れ
る
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

○
水

の
濁

り
、

土
砂

の
堆

積
に

よ
る

影
響

：藻
場

生
態

系
 

・
藻
場
生
態
系
に
お
い
て
水
の
濁
り
、
土
砂
の
堆
積

に
よ
る
影
響
を
受
け
る
範
囲
は
限
ら
れ
て
い
る
こ

と
、
こ
の
範
囲
以
外
に
お
い
て
も
注
目
種
が
広
く

存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
藻
場
生
態
系
の
注
目
種
の

生
息
状
況
は
維
持
さ
れ
る
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

・
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
藻
場
の
一
部
は
こ
の
影
響
を
受
け
る

範
囲
内
で
確
認
さ
れ
て
お
り
、
藻
場
構
成
種
そ
れ

ぞ
れ
の
生
育
に
つ
い
て
の
水
の
濁
り
の
許
容
値
は

明
ら
か
で
な
い
こ
と
か
ら
影
響
の
程
度
は
不
明
で

す
が
、
生
育
環
境
が
変
化
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と

予
測
し
ま
し
た
。
 

 

○
環

境
影

響
の

回
避

・低
減

に
係

る

評
価

 
・
環
境
保
全
措
置
の
対
象
は
、「

海

域
生

態
系

の
注

目
種

及
び

基
盤

と
な
る
種
」
と
し
、「

注
目
種
及

び
基

盤
と

な
る

種
の

生
息

・
生

育
状

況
の

維
持

」
を

環
境

保
全

措
置
の
目
標
と
し
ま
し
た
。

 
・

調
査

及
び

予
測

の
結

果
、

並
び

に
環

境
保

全
措

置
の

検
討

結
果

を
踏

ま
え

る
と

、
海

域
生

態
系

に
及

ぼ
す

影
響

に
つ

い
て

は
、

事
業

者
の

実
行

可
能

な
範

囲
内

で
低

減
が

図
ら

れ
て

い
る

も
の

と
評
価
し
ま
し
た
。

 
 

・
環
境
負
荷
が
大
き
く
、
工
期
を
要
す
る

海
面
（
公
有
水
面
）
の
埋
立
て
が
生
じ

な
い
よ
う
、
島
内
に
滑
走
路
を
配
置
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
 

・
港
湾
施
設
の
位
置
を
、
既
存
資
料
（
概

況
調

査
)
の

サ
ン

ゴ
分

布
位

置
を

考
慮

し
て
検
討
し
、
環
境
影
響
の
回
避
、
低

減
を
図
り
ま
し
た
。
 

・
陸
上
の
改
変
区
域
に
お
い
て
は
、
濁
り

の
発
生
源
対
策
、
流
出
防
止
対
策
、
仮

設
沈
砂
池
の
設
置
や
濁
水
処
理
施
設
の

設
置
等
を
実
施
し
ま
す
。
 

・
作
業
員
等
の
食
物
残
滓
の
海
域
へ
の
投

棄
の
禁
止
等
、
工
事
中
の
管
理
を
徹
底

さ
せ
ま
す
。
 

・
揚
陸
施
設
に
お
け
る
床
掘
に
よ
る
水
の

濁
り
に
つ
い
て
は
、
拡
散
範
囲
は
大
き

く
な
い
も
の
の
、
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
藻
場
へ

の
影
響
を
低
減
す
る
た
め
、
汚
濁
防
止

枠
を
適
切
に
使
用
し
ま
す
。
 

 

<事
後

調
査

> 

・9
.1
.1
1
海
域
動
物
に
係
る
環
境
影

響
評

価
の

結
果

の
概

要
（

１
）

～
（
４
）
に
記
載
 

・
9.
1.
13

海
域
植
物
に
係
る
環
境

影
響

評
価

の
結

果
の

概
要

（
１
）
に
記
載
 

<環
境

監
視

> 

 
実
施
し
ま
せ
ん
。
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9.
1.
15

海
域
生
態
系
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
３
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

工 事 の 実 施
 

〇
騒

音
 

・
魚
類
等
の
体
の
損
傷
と
い
う
面
で
の
影
響
は
な
い

と
予
測
し
ま
し
た
。
 

・
魚
類
の
逃
避
等
の
行
動
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ

る
水
中
騒
音
の
音
圧
レ
ベ
ル
（
RM
S）

が
14
0d
Bを

超
え
る
範
囲
は
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
魚
類
は
移

動
能
力
が
高
い
こ
と
、
周
辺
に
同
様
の
環
境
は
広

く
残
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
各
生
態
系
の
注
目
種
で

あ
る
魚
類
の
生
息
状
況
は
維
持
さ
れ
る
と
予
測
し

ま
し
た
。
 

〇
夜

間
照

明
に

伴
う

光
条

件
の

変
化

 

・
海
上
工
事
に
伴
う
夜
間
照
明
を
行
う
場
合
は
、
可

能
な
限
り
海
面
に
向
け
た
照
射
を
避
け
る
こ
と

で
、
影
響
を
受
け
る
範
囲
は
局
所
的
と
な
り
、
夜

間
照
明
に
伴
う
各
生
態
系
の
注
目
種
の
生
息
環
境

の
変
化
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

・
夜
間
に
は
作
業
を
伴
わ
な
い
作
業
船
も
停
泊
し
ま

す
が
、
停
泊
中
の
船
舶
は
法
令
で
定
め
ら
れ
た
外

周
灯
等
の
灯
火
以
外
は
特
に
光
を
照
射
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
作
業
船
の
夜
間
照

明
に
伴
う
各
生
態
系
の
注
目
種
の
生
息
環
境
の
変

化
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

 

○
国

又
は

地
方

公
共

団
体

に
よ

る

環
境

保
全

の
基

準
又

は
目

標
と

の

整
合

性
に

係
る

評
価

 
・

鹿
児

島
県

環
境

基
本

計
画

に
お

け
る

基
本

目
標

（
将

来
像

）
の

中
で
、「

人
的
要
因
に
よ
る
新
た

な
種

の
絶

滅
や

、
新

た
な

侵
略

的
外

来
種

の
意

図
的

な
侵

入
の

防
止

が
図

ら
れ

て
い

ま
す

」
と

記
載
が
あ
り
ま
す
。
 

・
鹿

児
島

県
自

然
環

境
保

全
基

本

方
針
に

お
け
る

「
3 

自
然
環

境

に
関

す
る

事
前

評
価

の
実

施
」

と
し

て
「

自
然

環
境

を
破

壊
す

る
お

そ
れ

の
あ

る
大

規
模

な
各

種
の

開
発

が
行

わ
れ

る
場

合

は
、

事
業

主
体

に
よ

り
必

要
に

応
じ

、
当

該
事

業
が

自
然

環
境

に
及

ぼ
す

影
響

の
予

測
、

代
替

案
の

比
較

等
を

含
め

た
事

前
評

価
が

行
わ

れ
、

そ
れ

が
計

画
に

反
映

さ
れ

、
住

民
の

理
解

を
得

て
行

わ
れ

る
よ

う
努

め
る

。
更

に
、

開
発

後
に

お
い

て
も

自
然

環
境

の
保

全
の

た
め

の
措

置
が

必
要

に
応

じ
講

ぜ
ら

れ
る

よ
う

十
分

な
注

意
を

払
う

も
の

と
す

る
。」

と
記
載
が
あ
り
ま
す
。
 

・
上
記

2
つ
を
環
境
保
全
の
基
準

又
は
目
標
と
し
ま
す
。
 

・
陸
上
工
事
に
伴
う
夜
間
照
明
を
行
う
場

合
は
、
照
射
範
囲
を
限
定
す
る
こ
と
に

よ
り
、
照
明
に
よ
る
海
域
動
物
へ
の
影

響
防
止
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
海
上
工

事
に
伴
う
夜
間
照
明
を
行
う
場
合
は
、

可
能
な
限
り
影
響
を
受
け
る
範
囲
を
限

定
し
ま
す
。
さ
ら
に
夜
間
に
は
作
業
を

伴
わ
な
い
作
業
船
も
停
泊
し
ま
す
が
、

停
泊
中
の
船
舶
は
法
令
で
定
め
ら
れ
た

外
周
灯
等
の
灯
火
以
外
は
特
に
光
を
照

射
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

・
事

業
開

始
後

に
、

事
後

調
査

を
実

施

し
、
当
該
事
後
調
査
結
果
に
基
づ
い
て

環
境
保
全
措
置
の
効
果
も
踏
ま
え
て
そ

の
妥
当
性
に
関
し
て
検
討
し
、
必
要
に

応
じ
て
専
門
家
等
の
指
導
・
助
言
を
得

て
、
必
要
な
措
置
（
既
存
の
措
置
の
見

直
し

や
追

加
の

措
置

等
）

を
講

じ
ま

す
。
 

 

前
記
の
と
お
り
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9.
1.
15

海
域
生
態
系
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
４
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

工 事 の 実 施
 

前
記
の
と
お
り
 

・
調

査
及

び
予

測
の

結
果

、
並

び

に
環

境
保

全
措

置
の

検
討

結
果

を
踏

ま
え

る
と

、
工

事
の

実
施

に
よ

り
海

域
生

態
系

に
及

ぼ
す

影
響

は
、

最
小

限
に

と
ど

め
る

よ
う

十
分

配
慮

さ
れ

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

環
境

保
全

の
基

準
又

は
目

標
と

の
整

合
性

は
図

ら
れ

て
い

る
も

の
と

評
価
し
ま
し
た
。
 

 

前
記
の
と
お
り
 

前
記
の
と
お
り
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9.
1.
15

海
域
生
態
系
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
５
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

飛 行 場 及 び そ の 施 設 の 存 在 及 び 供 用
 

○
生

息
・生

育
環

境
の

減
少

 

・
海
浜
生
態
系
に
お
い
て
は
、
基
盤
環
境
で
あ
る
海

浜
及
び
潮
間
帯
の
1.
8％

が
消
失
し
、
98
.2
％
が

残
存
し
ま
す
。
局
所
的
に
存
在
す
る
砂
泥
環
境
は

消
失
し
ま
せ
ん
。
 

・
サ
ン
ゴ
礁
生
態
系
に
お
い
て
は
、
全
体
の
基
盤
の

3.
6％

が
消
失
し
、
96
.4
％
が
残
存
し
ま
す
。
生

物
的
基
盤
で
あ
る
サ
ン
ゴ
分
布
域
（
被
度
5％

以

上
）
は
0.
3％

が
消
失
し
、
99
.7
％
が
残
存
し
ま

す
。
 

・
藻
場
生
態
系
に
お
い
て
は
、
生
物
的
基
盤
で
あ
る

ホ
ン
ダ
ワ
ラ
藻
場
分
布
域
（
被
度
5％

以
上
）
の

7.
0％

が
消
失
し
、
93
.0
％
が
残
存
し
ま
す
。

 

○
波

浪
・流

れ
の

変
化

 

・
高
い
波
浪
が
新
た
に
発
生
す
る
よ
う
な
現
象
は
み

ら
れ
て
お
ら
ず
、
各
生
態
系
の
注
目
種
及
び
基
盤

環
境
の
生
息
・
生
育
状
況
は
維
持
さ
れ
る
と
予
測

し
ま
し
た
。
 

・
流
れ
の
変
化
に
よ
る
影
響
を
受
け
る
可
能
性
の
あ

る
範
囲
は
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
サ
ン
ゴ
礁

生
態
系
の
注
目
種
及
び
基
盤
環
境
の
生
息
状
況
は

維
持
さ
れ
る
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

・
流
れ
の
停
滞
等
は
み
ら
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
海
浜
生
態
系
及
び
藻
場
生
態
系
の
注
目

種
及
び
基
盤
環
境
の
生
息
・
生
育
状
況
は
維
持
さ

れ
る
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

 

○
環

境
影

響
の

回
避

・低
減

に
係

る

評
価

 
・
環
境
保
全
措
置
の
対
象
は
、「

海

域
生

態
系

の
注

目
種

及
び

基
盤

と
な
る
種
」
と
し
、「

注
目
種
及

び
基

盤
と

な
る

種
の

生
息

・
生

育
状

況
の

維
持

」
を

環
境

保
全

措
置
の
目
標
と
し
ま
し
た
。

 
・

調
査

及
び

予
測

の
結

果
、

並
び

に
右

に
示

す
環

境
保

全
措

置
の

検
討

結
果

を
踏

ま
え

る
と

、
海

域
生

態
系

に
及

ぼ
す

影
響

に
つ

い
て

は
、

事
業

者
の

実
行

可
能

な
範

囲
内

で
低

減
が

図
ら

れ
て

い
る
も
の
と
評
価
し
ま
し
た
。

 
 

・
環
境
負
荷
が
大
き
く
、
工
期
を
要
す
る

海
面
（
公
有
水
面
）
の
埋
立
て
が
生
じ

な
い
よ
う
、
島
内
に
滑
走
路
を
配
置
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
 

・
港
湾
施
設
の
位
置
を
、
既
存
資
料
（
概

況
調

査
)
の

サ
ン

ゴ
分

布
位

置
を

考
慮

し
て
検
討
し
、
環
境
影
響
の
回
避
、
低

減
を
図
り
ま
し
た
。
 

・
照
明
施
設
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り

海
面
に
向
け
た
照
射
を
避
け
ま
す
。
 

・
改
変
区
域
内
に
生
息
す
る
サ
ン
ゴ
類
に

つ
い
て
は
、
安
全
か
つ
効
率
的
に
潜
水

作
業
の
実
施
で
き
る
水
深

20
m
以
浅
に

お
い
て
、
大
型
塊
状
サ
ン
ゴ
、
重
要
な

種
（

オ
キ

ナ
ワ

ハ
マ

サ
ン

ゴ
）

を
移

植
・
移
築
対
象
と
し
、
代
償
措
置
と
し

て
適
切
な
場
所
に
移
植
・
移
築
を
行
い

ま
す
。
 

・
護
岸
は
捨
石
及
び
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ

る
構
造
と
す
る
こ
と
で
、
岩
礁
性
海
岸

に
生
息
・
生
育
す
る
種
の
生
息
・
生
育

場
と
し
て
好
適
な
も
の
と
な
る
よ
う
に

し
ま
す
。
 

・
サ
ン
ゴ
類
や
海
藻
類
が
着
生
し
や
す
い

よ
う
な
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
を
用
い
る
等
の

工
夫
を
行
い
ま
す
。
 

 

<事
後

調
査

> 
・
9.
1.
11

海
域
動
物
に
係
る
環
境

影
響

評
価

の
結

果
の

概
要

（
５
）
～
（
８
）
に
記
載
。
 

・
9.
1.
13

海
域
植
物
に
係
る
環
境

影
響

評
価

の
結

果
の

概
要

（
４
）
～
（
５
）
に
記
載
。
 

<環
境

監
視

> 
 
実
施
し
ま
せ
ん
。

 



 

 

9-67     

(2321) 

9.
1.
15

海
域
生
態
系
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
６
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

飛 行 場 及 び そ の 施 設 の 存 在 及 び 供 用
 

○
砂

の
移

動
（漂

砂
） 

・
漂
砂
の
堆
積
に
つ
い
て
、
海
浜
生
態
系
及
び
サ
ン

ゴ
礁
生
態
系
は
変
化
範
囲
が
被
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
分
布
域
と
変
化
域
が
被
る
藻
場
生
態

系
に
お
い
て
も
、
最
大
10
cm
程
度
の
変
化
で
あ

り
、
海
藻
類
の
摩
耗
や
、
海
藻
類
の
着
生
基
盤
の

洗
掘
・
埋
没
等
の
要
因
と
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

各
種
生
態
系
の
注
目
種
及
び
基
盤
環
境
で
あ
る
サ

ン
ゴ
類
や
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
藻
場
の
生
息
・
生
育
状
況

は
維
持
さ
れ
る
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

○
航

空
機

騒
音

 

・
航
空
機
騒
音
に
つ
い
て
、
騒
音
発
生
は
局
所
的
か

つ
一
時
的
で
あ
り
、
魚
類
は
移
動
能
力
も
高
い
こ

と
か
ら
、
各
生
態
系
の
注
目
種
で
あ
る
魚
類
の
生

息
環
境
の
変
化
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
 

○
水

の
汚

れ
 

・
供
用
時
の
T-
N、

T-
Pの

濃
度
は
、
浄
化
槽
排
水
箇

所
周
辺
の
局
所
的
な
範
囲
で
水
産
用
水
基
準
に
お

け
る
水
産
1種

（
T-
N 
0.
3m
g/
L、

T-
P 
0.
03
 

mg
/L
）
を
上
回
る
海
域
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
こ

れ
ら
の
範
囲
で
は
サ
ン
ゴ
類
分
布
域
や
ホ
ン
ダ
ワ

ラ
藻
場
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
水
質
の
変
化
に

よ
る
、
サ
ン
ゴ
礁
生
態
系
や
藻
場
生
態
系
へ
の
影

響
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
予
測
し
ま
し
た
。
ま
た
、

海
浜
生
態
系
に
お
い
て
も
、
水
産
1種

（
T-
N 

0.
3m
g/
L、

T-
P 
0.
03
 m
g/
L）

を
上
回
る
海
域
は

局
所
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
注
目
種
の
生
息
状
況

は
維
持
さ
れ
る
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

 

○
国

又
は

地
方

公
共

団
体

に
よ

環
 

境
保

全
の

基
準

又
は

目
標

と
の

整
 

合
性

に
係

る
評

価
 

・
環

境
保

全
の

基
準

又
は

目
標

は

工
事

の
実

施
と

同
様

と
し

ま
し

た
。
 

・
調

査
及

び
予

測
の

結
果

、
並

び

に
環

境
保

全
措

置
の

検
討

結
果

を
踏

ま
え

る
と

、
飛

行
場

及
び

そ
の

施
設

の
存

在
及

び
供

用
時

に
お

け
る

海
域

生
態

系
に

及
ぼ

す
影

響
は

、
最

小
限

に
と

ど
め

る
よ

う
十

分
配

慮
さ

れ
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
環

境
保

全
の

基
準

又
は

目
標

と
の

整
合

性
は

図
ら

れ
て

い
る

も
の

と
評
価
し
ま
し
た
。

 

・
仮
設
桟
橋
の
基
礎
捨
石
に
つ
い
て
は
、

サ
ン
ゴ
類
や
海
藻
類
の
付
着
基
盤
や
底

生
動
物
の
生
息
環
境
と
し
て
機
能
す
る

よ
う
に
、
仮
設
桟
橋
撤
去
後
も
残
置
し

ま
す
。
 

・
事
業
実
施
前
に
、
サ
ン
ゴ
類
の
移
植
・

移
築
作
業
の
手
法
や
移
植
・
移
築
先
の

選
定
に
つ
い
て
専
門
家
等
の
指
導
・
助

言
を
得
た
上
で
、
可
能
な
限
り
改
変
区

域
外
の
同
様
な
環
境
条
件
の
場
所
に
移

植
・
移
築
し
て
影
響
の
低
減
を
図
り
、

そ
の
後
、
周
囲
の
サ
ン
ゴ
類
も
含
め
生

息
状
況
に
つ
い
て
事
後
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
 

・
施
設
の
存
在
等
に
よ
り
消
失
す
る
海
域

動
植
物
の
生
育
・
生
息
場
に
つ
い
て
、

創
出

も
含

め
た

必
要

な
措

置
を

検
討

し
、

必
要

に
応

じ
て

専
門

家
等

の
指

導
・

助
言

を
得

て
適

正
に

実
施

し
ま

す
。
 

・
事
後
調
査
を
実
施
し
、
当
該
事
後
調
査

結
果
に
基
づ
い
て
環
境
保
全
措
置
の
効

果
も
踏
ま
え
て
そ
の
妥
当
性
に
関
し
て

検
討
し
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
家
等
の

指
導

・
助

言
を

得
て

、
必

要
な

措
置

（
既
存
の
措
置
の
見
直
し
や
追
加
の
措

置
等
）
を
検
討
し
、
適
正
に
実
施
し
ま

す
。
 

 

前
記
の
と
お
り

 



 

 

9-68     

(2322) 

9.
1.
15

海
域
生
態
系
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
７
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

飛 行 場 及 び そ の 施 設 の 存 在 及 び 供 用
 

○
夜

間
照

明
に

伴
う

光
条

件
の

変
化

 

・
可
能
な
限
り
海
面
に
向
け
た
照
射
を
避
け
る
こ
と

で
、
影
響
を
受
け
る
範
囲
は
局
所
的
と
な
る
た

め
、
各
生
態
系
の
注
目
種
及
び
基
盤
環
境
は
維
持

さ
れ
る
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

○
訓

練
用

車
両

、
船

舶
の

航
行

 

・
水
陸
両
用
車
が
海
底
に
接
触
し
た
場
合
、
サ
ン
ゴ

礁
生
態
系
0.
3h
aが

消
失
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
し
、
サ
ン
ゴ
礁
生
態
系
の
消
失
面
積
の

割
合
は
0.
03
％
と
小
さ
く
、
被
度
5％

以
上
の
サ

ン
ゴ
類
分
布
域
は
消
失
し
な
い
こ
と
か
ら
、
サ
ン

ゴ
礁
生
態
系
の
生
物
的
基
盤
で
あ
る
サ
ン
ゴ
類
の

生
息
状
況
は
維
持
さ
れ
る
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

・
LC
AC
操
縦
訓
練
等
、
揚
陸
施
設
周
辺
で
実
施
さ
れ

る
訓
練
に
お
い
て
は
、
揚
陸
施
設
及
び
移
動
経
路

の
周
辺
で
、
注
目
種
の
生
息
・
生
育
状
況
が
変
化

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
濁
り
や
騒
音
の
発

生
は
一
時
的
で
あ
る
こ
と
、
影
響
を
受
け
る
範
囲

は
局
所
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
生
態
系
の
注
目

種
や
基
盤
環
境
で
あ
る
サ
ン
ゴ
類
や
ホ
ン
ダ
ワ
ラ

類
の
生
息
・
生
育
状
況
は
維
持
さ
れ
る
と
予
測
し

ま
し
た
。
 

前
記
の
と
お
り
 

前
記
の
と
お
り
 

前
記
の
と
お
り

 



 

 

9-69     

(2323) 

9.
1.
16

景
観
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
１
）
 

調 査 結 果
 

○
主

要
な

眺
望

点
の

状
況

 
 
対
象
事
業
実
施
区
域
を
視
認
で
き
る
種
子
島

10
地
点
及
び
フ
ェ
リ
ー
航
路

2
地
点
の
計

12
地
点
を
選
定
し
ま
し
た
。

 
〇

景
観

資
源

の
状

況
 

 
調
査
対
象
地
域
に
は
、「

第
3
回
自
然
環
境
保
全
基
礎
調
査
 
自
然
景
観
資
源
調
査
」
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
自
然
景
観
資
源
が

9
箇
所
あ
り
ま
し
た
。
主
要
な
眺
望
点
か
ら
対

象
事
業
実
施
区
域
方
向
の
眺
望
に
お
い
て
、
景
観
資
源
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

 
〇

主
要

な
眺

望
景

観
の

状
況

 
 
12

地
点
の
主
要
な
眺
望
点
か
ら
の
眺
望
景
観
の
状
況
を
写
真
撮
影
に
よ
り
調
査
し
ま
し
た
。
晴
天
時
の
昼
間
の
調
査
を
基
本
と
し
ま
し
た
が
、
う
ち

3
地
点
で
は
昼
間
・
夕

方
の
主
要
な
眺
望
景
観
の
変
化
を
調
査
し
ま
し
た
。

 
 

予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

飛 行 場 及 び そ の 施 設 の 存 在 及 び 供 用
 

○
主
要
な
眺
望
点
及
び
景
観
資
源
の
変
化
 

・
主

要
な

眺
望

点
及

び
景

観
資

源
は

、
い

ず
れ

も

対
象

事
業

実
施

区
域

外
で

あ
る

た
め

、
飛

行
場

及
び

そ
の

施
設

の
存

在
に

よ
る

影
響

は
な

い
も

の
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

○
主
要
な
眺
望
景
観
の
価
値
の
変
化
 

・
各
眺
望
点
に
お
い
て
、
飛
行
場
及
び
そ
の
施
設

の
存
在
に
伴
い
、
人
工
物
が
景
観
構
成
要
素
に

占
め
る
割
合
が
増
加
し
ま
す
が
、
増
加
の
割
合

は
0.
02
～
0.
36
％
に
と
ど
ま
り
ま
す
。
ま
た
、

眺
望
景
観
に
お
い
て
郷
土
性
の
価
値
が
あ
る
馬

毛
島
が
改
変
さ
れ
ま
す
が
、
景
観
構
成
要
素

（
緑
地
、
岩
場
・
裸
地
、
海
）
の
消
失
の
割
合

は
0.
02
～
0.
43
％
に
と
ど
ま
り
ま
す
。
 

  

○
環

境
影

響
の

回
避

・低
減

に
係

る

評
価

 
・
調
査
及
び
予
測
の
結
果
、
並
び

に
環
境
保
全
措
置
の
検
討
結
果

を
踏
ま
え
る
と
、
飛
行
場
及
び

そ
の
施
設
の
存
在
に
よ
る
景
観

へ
の
影
響
は
、
上
記
の
環
境
保

全
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ

り
、
事
業
者
の
実
行
可
能
な
範

囲
内
で
低
減
が
図
ら
れ
て
い
る

も
の
と
評
価
し
ま
し
た
。
 

  

・
改
変
区
域
に
つ
い
て
は
、
改
変
面
積
を

可
能
な
限
り
抑
え
ま
す
。
 

・
改
変
区
域
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り

現
地
の
植
物
を
利
用
す
る
緑
化
対
策
を

行
い
ま
す
。
 

・
法
面
や
滑
走
路
周
辺
は
、
芝
張
り
等
の

緑
化
を
行
い
ま
す
。
 

 

<事
後

調
査

> 

実
施
し
ま
せ
ん
。
 

<環
境

監
視

> 
 
実
施
し
ま
せ
ん
。
 



 

 

9-70     

(2324) 

9.
1.
16

景
観
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
２
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

飛 行 場 及 び そ の 施 設 の 存 在 及 び 供 用
 

前
記
の
と
お
り

 
○

国
又

は
地

方
公

共
団

体
に

よ
る

環
境

保
全

の
基

準
又

は
目

標
と

の
整

合
性

に
係

る
評

価
 

・
鹿

児
島

県
景

観
条

例
に

お
い

て

事
業

者
の

役
割

と
し

て
、

「
基

本
理

念
に

の
っ

と
り

、
土

地
の

利
用

等
の

事
業

活
動

に
関

し
、

良
好

な
景

観
の

形
成

に
自

ら
努

め
る

と
と

も
に

、
県

又
は

市
町

村
が

実
施

す
る

良
好

な
景

観
の

形
成

に
関

す
る

施
策

に
協

力
す

る
よ

う
努

め
る

も
の

と
す

る
。

」
こ

と
が

掲
げ

ら
れ

て
い

ま
す
。
 

・
こ

れ
を

景
観

に
係

る
環

境
保

全

の
基

準
又

は
目

標
と

し
ま

し

た
。
 

・
調

査
及

び
予

測
の

結
果

、
並

び

に
環

境
保

全
措

置
の

検
討

結
果

を
踏

ま
え

る
と

、
良

好
な

景
観

の
形

成
に

自
ら

努
め

る
こ

と
に

よ
り

、
主

要
な

眺
望

景
観

の
変

化
に

つ
い

て
、

最
小

限
に

と
ど

め
て
い
ま
す
。
 

以
上

か
ら

、
飛

行
場

及
び

そ

の
施

設
の

存
在

に
よ

る
景

観
へ

の
影

響
に

つ
い

て
は

、
環

境
保

全
の

基
準

又
は

目
標

と
の

整
合

性
が

図
ら

れ
て

い
る

も
の

と
評

価
し
ま
し
た
。

 

前
記
の
と
お
り

 
前
記
の
と
お
り

 



 

 

9-71     

(2325) 

9.
1.
17

人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
１
）
 

調 査 結 果
 

○
人

と
自

然
と

の
触

れ
合

い
の

活
動

の
場

の
概

況
 

 
種
子
島
の

13
地
点
を
対
象
に
、
現
地
踏
査
に
よ
り
、
触
れ
合
い
の
活
動
の
場
の
位
置
、
規
模
、
区
域
の
把
握
を
行
い
ま
し
た
。
 

○
主

要
な

人
と

自
然

と
の

触
れ

合
い

の
活

動
の

場
の

分
布

、
利

用
の

状
況

及
び

利
用

環
境

の
状

況
 

【
カ
ウ
ン
ト
調
査
】
 

 
浦
田
海
水
浴
場
、
よ
き
の
海
水
浴
場
で
夏
季
に

20
0
人
/日

を
超
え
る
利
用
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
あ
っ
ぽ
～
ら
ん
ど
、
西
之
表
港
、
島
間
港
の
利
用
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
 

【
利
用
状
況
の
把
握
】
 

 
浦
田
海
水
浴
場
、
よ
き
の
海
水
浴
場
で
は
、
春
季
・
夏
季
に
海
水
浴
を
行
う
人
が
多
く
確
認
さ
れ
、
浦
田
海
水
浴
場
で
は
海
水
浴
及
び
キ
ャ
ン
プ
の
利
用
者
が
多
く
、
よ
き

の
海
水
浴
場
で
は
、
サ
ー
フ
ィ
ン
を
行
う
人
が
多
く
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
雄
龍
・
雌
龍
の
岩
、
よ
き
の
海
水
浴
場
は
、
ト
イ
レ
休
憩
と
し
て
利
用
す
る
人
が
一
定
数
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
 

【
ア
ク
セ
ス
形
態
】
 

 
す
べ
て
の
地
点
で
自
家
用
車
が
多
数
を
占
め
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
場
所
は
レ
ン
タ
カ
ー
の
割
合
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
 

【
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
】
 

 
価
値
意
識
（
利
用
者
の
感
想
）
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
全
調
査
地
点
に
お
い
て
、「

不
満
で
あ
る
」
を
選
択
す
る
人
は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

 
誘
致
圏
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
浦
田
海
水
浴
場
及
び
雄
龍
・
雌
龍
の
岩
以
外
の
調
査
地
点
は
、
市
町
内
の
利
用
が
半
数
以
上
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
雄
龍
・
雌
龍
の
岩
は
、

国
道

58
号
に
面
し
て
お
り
島
内
及
び
島
外
の
利
用
者
が
多
く
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
浦
田
海
水
浴
場
及
び
よ
き
の
海
水
浴
場
は
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
で
も
多
く
取

り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
島
外
の
利
用
者
が
他
の
調
査
地
点
に
比
べ
て
多
く
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

 
 

予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

工 事 の 実 施
 

〇
人

々
の

活
動

・利
用

の
変

化
 

・
資
材
及
び
機
械
の
運
搬
に
用
い
る
車
両
の
運
行

ル
ー
ト
沿
道
に
位
置
し
て
い
な
い
人
と
自
然
と

の
触
れ
合
い
の
場
に
つ
い
て
は
、
人
々
の
活

動
・
利
用
に
影
響
は
な
い
と
予
測
し
ま
し
た
。

ま
た
、
資
材
及
び
機
械
の
運
搬
に
用
い
る
車
両

の
運
行
ル
ー
ト
沿
道
に
位
置
す
る
よ
き
の
海
水

浴
場
、
雄
龍
・
雌
龍
の
岩
、
西
之
表
港
、
長
浜

海
岸
、
島
間
港
に
つ
い
て
も
、
最
寄
り
の
大
気

質
、
粉
じ
ん
等
、
騒
音
及
び
振
動
の
予
測
結
果

に
お
い
て
、
環
境
基
準
等
の
値
を
下
回
っ
て
お

り
、
大
気
質
、
粉
じ
ん
等
、
騒
音
及
び
振
動
の

発
生
に
よ
る
人
々
の
活
動
・
利
用
に
影
響
は
な

い
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

○
環

境
影

響
の

回
避

・低
減

に
係

る

評
価

 
・

調
査

及
び

予
測

の
結

果
、

並
び

に
環

境
保

全
措

置
の

検
討

結
果

を
踏

ま
え

る
と

、
資

材
及

び
機

械
の

運
搬

に
用

い
る

車
両

の
運

行
（

船
舶

航
行

も
含

む
）

に
伴

う
大

気
質

、
粉

じ
ん

等
、

騒
音

及
び

振
動

の
発

生
に

よ
る

人
と

自
然

と
の

触
れ

合
い

の
場

へ
の

影
響

は
、

上
記

の
環

境
保

全
措

置
を

講
じ

る
こ

と
に

よ
り

、
低

減
が

期
待

で
き

る
も

の
と

考
え

ま
す
。
 

・
資

材
及

び
機

械
の

運
搬

に
用

い
る

車

両
の

走
行

の
際

は
、

ア
イ

ド
リ

ン
グ

ス
ト

ッ
プ

に
留

意
す

る
等

、
工

事
関

係
者

に
対

し
て

必
要

な
教

育
・

指
導

を
行
い
ま
す
。
 

・
資

材
及

び
機

械
の

運
搬

に
用

い
る

車

両
の

走
行

経
路

に
は

、
自

動
車

騒
音

の
増

加
を

抑
制

す
る

た
め

、
必

要
に

応
じ

規
制

速
度

の
遵

守
等

を
促

す
表

示
板
を
配
置
し
ま
す
。
 

・
通

勤
車

両
台

数
の

低
減

の
た

め
、

工

事
関

係
者

は
可

能
な

限
り

公
共

交
通

機
関

の
利

用
及

び
乗

合
通

勤
を

奨
励

し
ま
す
。
 

<事
後

調
査

> 

実
施
し
ま
せ
ん
。
 

<環
境

監
視

> 
 
実
施
し
ま
せ
ん
。
 



 

 

9-72     

(2326) 

9.
1.
17

人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
２
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

工 事 の 実 施
 

〇
人

と
自

然
と

の
触

れ
合

い
の

活
動

の
場

へ
の

ア
ク

セ

ス
特

性
の

変
化

 

・
資
材
及
び
機
械
の
運
搬
に
用
い
る
車
両
の
運
行
ル

ー
ト
沿
道
に
位
置
し
て
い
な
い
人
と
自
然
と
の
触

れ
合
い
の
場
に
つ
い
て
は
、
ア
ク
セ
ス
に
影
響
は

な
い
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

・
資
材
及
び
機
械
の
運
搬
に
用
い
る
車
両
の
運
行
ル

ー
ト
沿
道
に
位
置
す
る
よ
き
の
海
水
浴
場
、
雄

龍
・
雌
龍
の
岩
、
西
之
表
港
、
長
浜
海
岸
、
島
間

港
に
つ
い
て
は
、
資
材
及
び
機
械
の
運
搬
に
用
い

る
車
両
の
走
行
に
よ
り
、
現
況
の
交
通
量
か
ら
約

7～
53
％
程
度
増
加
す
る
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

 

・
以

上
か

ら
、

工
事

の
実

施
に

伴

う
人

と
自

然
と

の
触

れ
合

い
の

場
へ

の
影

響
に

つ
い

て
は

、
事

業
者

の
実

行
可

能
な

範
囲

内
で

低
減

が
図

ら
れ

て
い

る
も

の
と

評
価
し
ま
し
た
。
 

・
資
材
お

よ
び

機
械
の

運
搬

に
用
い

る

車
両

は
適

切
に

整
備

を
行

い
、

整
備

不
良

に
よ

る
騒

音
及

び
振

動
の

増
加

を
抑
制
し
ま
す
。
 

・
工
事
実

施
に

際
し
て

は
、

資
材
及

び

機
械

の
運

搬
に

用
い

る
車

両
の

走
行

経
路

沿
い

の
近

隣
住

民
等

に
対

し
、

工
事

開
始

時
期

や
期

間
等

、
事

前
に

周
知
し
ま
す
。
 

 

前
記
の
と
お
り

 



 

 

9-73     

(2327) 

9.
1.
17

人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
３
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

飛 行 場 及 び そ の 施 設 の 存 在 及 び 供 用
 

○
人

々
の

活
動

・利
用

の
変

化
：飛

行
場

及
び

そ
の

施

設
の

存
在

 

・
主
要
な
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
活
動
の
場
は
、

い
ず
れ
も
対
象
事
業
実
施
区
域
外
で
あ
る
た
め
、

直
接
的
な
改
変
は
な
い
も
の
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

○
人

々
の

活
動

・利
用

の
変

化
：航

空
機

の
運

航
 

・
大
気
質
、
騒
音
の
予
測
結
果
に
お
い
て
、
環
境
基

準
の
値
を
下
回
っ
て
お
り
、
景
観
構
成
要
素
の
変

化
も
1%
未
満
に
と
ど
ま
る
た
め
、
大
気
質
、
騒
音

の
発
生
及
び
景
観
変
化
に
よ
る
人
々
の
活
動
・
利

用
に
影
響
は
な
い
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

 

○
環

境
影

響
の

回
避

・低
減

に
係

る
評

価
 

・
調
査
及
び
予
測
の
結
果
、
並
び
に

環
境
保
全
措
置
の
検
討
結
果
を
踏

ま
え
る
と
、
飛
行
場
及
び
そ
の
施

設
の
存
在
並
び
に
航
空
機
の
運
航

に
伴
う
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い

活
動
の
場
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い

て
は
、
事
業
者
の
実
行
可
能
な
範

囲
内
で
低
減
が
図
ら
れ
て
い
る
も

の
と
評
価
し
ま
し
た
。
 

 

・
飛
行
経
路
が
種
子
島
か
ら
で
き
る
限

り
遠
ざ
か
る
よ
う
滑
走
路
を
配
置
し

ま
す
。
 

・
改
変
区
域
に
つ
い
て
は
、
改
変
面
積

を
可
能
な
限
り
抑
え
ま
す
。
 

・
改
変
区
域
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限

り
現
地
の
植
物
を
利
用
す
る
緑
化
対

策
を
行
い
ま
す
。
 

・
法
面
や
滑
走
路
周
辺
は
、
芝
張
り
等

の
緑
化
を
行
い
ま
す
。
 

 

<事
後

調
査

> 

実
施
し
ま
せ
ん
。
 

<環
境

監
視

> 

 
実
施
し
ま
せ
ん
。

 



 

 

9-74     

(2328) 

9.
1.
18

廃
棄
物
等
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
１
）
 

調 査 結 果
 

○
廃

棄
物

処
理

施
設

の
状

況
 

 
 

・
調
査
対
象
地
域
に
は
、
一
般
廃
棄
物
中
間
処
理
施
設
は

1
施
設
、
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
は

2
施
設
あ
り
ま
し
た
。
 

・
調
査
対
象
地
域
に
は
、
5
つ
の
産
業
廃
棄
物
中
間
処
理
業
者
と

1
つ
の
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
業
者
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

 
 

予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

工 事 の 実 施
 

〇
土

木
工

事
に

お
け

る
樹

木
伐

採
に

よ
る

木
材

 

・
木
材
は
57
,0
00
m3
発
生
す
る
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
 

〇
建

築
工

事
か

ら
発

生
す

る
一

般
廃

棄
物

及
び

産
業

廃
棄

物
 

・
一
般
廃
棄
物
の
発
生
量
は
、
工
事
期
間
全
体
（
45

か
月
）
で
37
tと

予
測
し
ま
し
た
。
 

・
発
生
し
た
一
般
廃
棄
物
は
、
島
外
へ
搬
出
す
る
計

画
で
す
。
建
築
工
事
期
間
中
に
発
生
す
る
一
般
廃

棄
物
は
1日

当
た
り
0.
03
2t
で
あ
り
、
種
子
島
内

の
焼
却
施
設
の
1日

当
た
り
の
処
理
量
（
2施

設
合

計
18
.5
1t
）
の
0.
17
%、

最
終
処
分
場
の
1日

当
た

り
の
処
理
量
（
2施

設
合
計
2.
5t
）
の
1.
28
%と

な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
種
子
島
内
の
焼
却
施
設
の

処
理
能
力
（
2施

設
合
計
33
t/
日
）
に
与
え
る
影

響
は
0.
09
7%
で
す
。
 

・
産
業
廃
棄
物
は
工
事
期
間
全
体
で
4,
18
0.
1t
と
予

測
し
ま
し
た
。
 

・
品
目
別
の
発
生
量
は
、
コ
ン
ガ
ラ
1,
08
9.
9t

（
26
.1
％
）、

ア
ス
コ
ン
23
5.
9t
（
5.
6％

）、
ガ

ラ
ス
陶
磁
器
18
1.
3t
（
4.
3％

）、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
28
0.
0t
（
6.
7％

）、
金
属
く
ず
14
4.
7t

（
3.
5％

）、
木
く
ず
37
5.
5t
（
9.
0％

）、
紙
く
ず

11
6.
3t
（
2.
8％

）、
石
膏
ボ
ー
ド
31
7.
1t

（
7.
6％

）、
そ
の
他
43
7.
1t
（
10
.5
％
）、

混
合

廃
棄
物
1,
00
2.
3t
（
24
.0
％
）
と
予
測
し
ま
し

た
。
 

○
環

境
影

響
の

回
避

・低
減

に
係

る
評

価
 

 ・
調
査
及
び
予
測
の
結
果
、
並
び
に

環
境
保
全
措
置
の
検
討
結
果
を
踏

ま
え
る
と
、
工
事
の
実
施
に
伴
う

廃
棄
物
等
の
影
響
は
、
上
記
の
環

境
保
全
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ

り
、
低
減
が
期
待
で
き
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

 
・
以
上
か
ら
、
工
事
の
実
施
に
伴
う

廃
棄
物
等
の
影
響
に
つ
い
て
は
、

事
業
者
の
実
行
可
能
な
範
囲
内
で

低
減
が
図
ら
れ
て
い
る
も
の
と
評

価
し
ま
し
た
。

 
○

国
又

は
地

方
公

共
団

体
に

よ
る

環

境
保

全
の

基
準

又
は

目
標

と
の

整

合
性

に
係

る
評

価
 

・
廃
棄
物
等
に
係
る
環
境
保
全
の
基

準
又
は
目
標
は
、
鹿
児
島
県
廃
棄

物
処
理
計
画
に
お
け
る
一
般
廃
棄

物
及
び
産
業
廃
棄
物
に
つ
い
て
の

目
標
値
、
鹿
児
島
県
環
境
基
本
計

画
に
お
け
る
建
設
廃
棄
物
に
関
す

る
環
境
指
標
と
し
ま
し
た
。
 

 

・
資

源
ご

み
に

つ
い

て
は

、
空

き
缶

や
空
き
ビ
ン
等
の
分
別
を
含
め
、
適

正
に
処
理
・
処
分
し
ま
す
。
 

・
伐

採
樹

木
に

つ
い

て
は

、
対

象
事

業
実
施
区
域
内
に
お
い
て
集
積
後
粉

砕
（
チ
ッ
プ
化
）
し
た
う
え
で
、
島

外
へ
搬
出
し
、
再
資
源
化
に
努
め
ま

す
。
 

・
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
塊

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
塊

及
び

鋼
材

は
、

島
外

へ
搬

出

し
、
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
」
及
び
「
建
設
工
事
に

係
る
資
材
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る

法
律
（
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
）
」
に

基
づ
き
、
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
に

委
託
し
、
中
間
処
理
施
設
で
破
砕
処

理
等
を
行
い
、
再
資
源
化
し
ま
す
。
 

・
切

土
に

つ
い

て
は

、
盛

土
等

に
用

い
る
こ
と
と
し
、
建
設
残
土
が
極
力

発
生
し
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
 

 

<事
後

調
査

> 

 
実
施
し
ま
せ
ん
。
 

<環
境

監
視

> 

 
実
施
し
ま
せ
ん
。
 

 



 

 

9-75     

(2329) 

9.
1.
18

廃
棄
物
等
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
２
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

工 事 の 実 施
 

〇
撤

去
工

事
か

ら
発

生
す

る
コ

ン
ク

リ
ー

ト
及

び
鋼

材

等
 

・
陸
域
工
事
に
お
け
る
仮
設
プ
ラ
ン
ト
等
施
設
の
撤

去
時
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
2,
69
5m

3 、
鋼
材
は

1,
13
2t
発
生
す
る
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

・
海
域
工
事
に
お
け
る
工
事
用
仮
設
桟
橋
の
撤
去
数

量
は
、
捨
石
（
基
礎
捨
石
）
が
40
7,
73
1m

3 、
上

部
工
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）
が
23
,7
12
 m

3 等
と
予

測
し
ま
し
た
。
撤
去
工
事
は
工
事
開
始
後
38
か
月

目
～
45
か
月
目
に
実
施
す
る
計
画
で
す
。

 

・
調
査
及
び
予
測
の
結
果
、
工
事
の

実
施
に
伴
う

廃
棄
物
等
の

予
測
結

果
は
、
鹿
児

島
県
廃
棄
物

処
理
計

画
に
お
け
る

一
般
廃
棄
物

に
つ
い

て
の

目
標

値
(
リ

サ
イ

ク
ル

率
:2
3.
4%
)、

産
業
廃
棄
物
に
つ
い

て
の

目
標

値
(
リ

サ
イ

ク
ル

率
:6
3.
9%
)、

鹿
児
島
県
環
境
基
本

計
画
に
お
け

る
建
設
廃
棄

物
に
関

す
る

環
境

指
標

(
建

設
廃

棄
物

再

資
源
化
率
（

ア
ス
フ
ァ
ル

ト
・
コ

ン
ク
リ
ー
ト

塊
・
コ
ン
ク

リ
ー
ト

塊
）
:1
00
%)
を
満
足
し
ま
す
。
 

・
以
上
か
ら
、
工
事
の
実
施
に
伴
う

廃
棄
物
等
の

影
響
に
つ
い

て
は
、

環
境
の
保
全

に
係
る
基
準

又
は
目

標
と
の
整
合

性
が
図
ら
れ

て
い
る

も
の
と
評
価
し
ま
し
た
。
 

 

前
記
の
と
お
り
 

前
記
の
と
お
り
 



 

 

9-76     

(2330) 

9.
1.
18

廃
棄
物
等
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
３
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

飛 行 場 及 び そ の 施 設 の 存 在 及 び 供 用
 

○
施

設
の

供
用

に
伴

う
廃

棄
物

量
 

・
施
設
の
供
用
に
伴
い
発
生
す
る
1ヶ

月
当
た
り
の

廃
棄
物
量
は
、
施
設
全
体
で
、
85
.2
t/
月
と
予
測

し
ま
し
た
。
 

・
施
設
の
供
用
に
伴
い
発
生
す
る
1ヶ

月
当
た
り
の

種
類
別
の
廃
棄
物
量
は
、
可
燃
ご
み
51
.1
 t
/

月
、
不
燃
ご
み
17
.0
t/
月
、
資
源
ご
み
17
.0
t/
月

と
予
測
し
ま
し
た
。
な
お
、
四
捨
五
入
の
た
め
、

総
数
と
内
訳
の
合
計
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
ま
せ

ん
。

 

・
施
設
の
供
用
に
伴
い
発
生
す
る
1日

当
た
り
の
可

燃
ご
み
は
1.
70
tで

あ
り
、
種
子
島
内
の
焼
却
施

設
の
1日

当
た
り
の
処
理
量
（
2施

設
合
計

18
.5
1t
）
の
9.
2%
で
す
。
ま
た
、
処
理
能
力
（
2

施
設
合
計
33
t/
日
）
に
与
え
る
影
響
は
5.
2%
で

す
。
不
燃
ご
み
は
、
一
日
当
た
り
0.
57
tで

あ

り
、
種
子
島
内
の
最
終
処
分
場
処
理
量
（
2施

設

合
計
2.
5t
/日

）
の
22
.8
%と

予
測
し
ま
し
た
。
 

 

○
環

境
影

響
の

回
避

・低
減

に
係

る
評

価
 

・
調

査
及

び
予

測
の

結
果

、
並

び
に

環

境
保

全
措

置
の

検
討

結
果

を
踏

ま
え

る
と

、
飛

行
場

の
施

設
の

供
用

に
伴

う
廃

棄
物

等
の

影
響

は
、

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

こ
と

に
よ

り
、

低
減

が
期
待
で
き
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

 
・

以
上

か
ら

、
飛

行
場

及
び

そ
の

施
設

の
存

在
及

び
供

用
に

伴
う

廃
棄

物
等

の
影

響
に

つ
い

て
は

、
事

業
者

の
実

行
可

能
な

範
囲

内
で

低
減

が
図

ら
れ

て
い
る
も
の
と
評
価
し
ま
し
た
。

 
○

国
又

は
地

方
公

共
団

体
に

よ
る

環
境

保

全
の

基
準

又
は

目
標

と
の

整
合

性
に

係

る
評

価
 

・
廃

棄
物

等
に

係
る

環
境

保
全

の
基

準

又
は

目
標

は
、

鹿
児

島
県

廃
棄

物
処

理
計

画
に

お
け

る
一

般
廃

棄
物

に
つ

い
て
の
目
標
値
と
し
ま
し
た
。
 

・
調

査
及

び
予

測
の

結
果

、
飛

行
場

の

施
設

の
供

用
に

伴
う

廃
棄

物
等

の
予

測
結

果
は

、
鹿

児
島

県
廃

棄
物

処
理

計
画

に
お

け
る

一
般

廃
棄

物
に

つ
い

て
の

目
標

値
(
リ

サ
イ

ク
ル

率
:2
3.
4%
)を

満
足
し
ま
す
。
 

・
以

上
か

ら
、

環
境

の
保

全
に

係
る

基

準
又

は
目

標
と

の
整

合
性

が
図

ら
れ

て
い
る
も
の
と
評
価
し
ま
し
た
。
 

・
資
源
ご
み
に
つ
い
て
は
、
空
き
缶

や
空
き
ビ
ン
等
の
分
別
を
含
め
、

適
正
に
処
理
・
処
分
す
る
計
画
で

す
。
 

  

<事
後

調
査

> 

 
実
施
し
ま
せ
ん
。
 

<環
境

監
視

> 

 
実
施
し
ま
せ
ん
。
 

 



 

 

9-77     

(2331) 

9.
1.
19

温
室
効
果
ガ
ス
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
１
）
 

調 査 結 果
 

収
集
し
た
既
存
資
料
等
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
り
、
こ
れ
ら
資
料
か
ら
得
た
情
報
を
予
測
に
活
用
し
ま
し
た
。
 

・「
令
和

3
年
度
版
 建

設
機
械
等
損
料
表
」（

令
和

3
年

4
月
、
一
般
社
団
法
人
 
日
本
建
設
機
械
施
工
協
会
）
 

・「
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
算
定
・
報
告
マ
ニ
ュ
ア
ル
 
ve
r4
.7
」（

令
和

3
年

1
月
、
環
境
省
・
経
済
産
業
省
）
 

・「
道
路
環
境
影
響
評
価
等
に
用
い
る
自
動
車
排
出
係
数
の
算
定
根
拠
（
平
成

22
年
度
版
）」
（
平
成

24
年

2
月
、
国
土
交
通
省
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
）
 

・「
港
湾
土
木
請
負
工
事
積
算
基
準
（
令
和

3
年
度
改
訂
版
）」
（
令
和

3
年

4
月
、
公
益
社
団
法
人
 
日
本
港
湾
協
会
）
 

・「
電
気
事
業
者
別
排
出
係
数
（
特
定
排
出
者
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
算
定
用
）
－
R1

年
度
実
績
－
」（

令
和

3
年

1
月
、
環
境
省
・
経
済
産
業
省
）

 
 

予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

工 事 の 実 施
 

〇
建

設
機

械
の

稼
働

に
よ

る
温

室
効

果
ガ

ス
排

出
量

 

・
建
設
機
械
の
稼
働
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
は
22
8,
41
7t
CO

2(
軽
油
22
7,
86
0t
CO

2、
ガ
ソ
リ

ン
55
7t
CO

2)
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

〇
車

両
の

運
行

に
よ

る
温

室
効

果
ガ

ス
排

出
量

 

・
資
材
等
運
搬
車
両
の
運
行
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
量
は
2,
98
0t
CO

2(
大
型
車
類
2,
54
8t
CO

2、

小
型
車
類
43
2t
CO

2)
と
予
測
し
ま
し
た
。

 

〇
船

舶
の

運
航

に
よ

る
温

室
効

果
ガ

ス
排

出
量

 

・
工
事
用
船
舶
の
運
航
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
量
は
11
3,
66
8t
CO

2(
A重

油
11
1,
13
7t
CO

2、
軽

油
2,
53
1t
CO

2)
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

〇
工

事
の

実
施

に
よ

る
温

室
効

果
ガ

ス
排

出
量

 

・
上
記
3項

目
か
ら
、
工
事
の
実
施
に
よ
る
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
量
は
34
5,
06
5t
CO

2と
予
測
し
ま

し
た
。
 

 

○
環

境
影

響
の

回
避

・低
減

に
係

る
評

価
 

・
調

査
及

び
予

測
の

結
果

、
並

び
に

右

に
示

す
環

境
保

全
措

置
の

検
討

結
果

を
踏

ま
え

る
と

、
工

事
の

実
施

に
伴

う
温

室
効

果
ガ

ス
の

排
出

量
は

、
上

記
の

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

こ
と

に
よ

り
、

低
減

が
期

待
で

き
る

も
の

と
考
え
ま
す
。
 

・
以

上
か

ら
、

環
境

影
響

は
事

業
者

の

実
行

可
能

な
範

囲
内

で
低

減
が

図
ら

れ
て
い
る
と
評
価
し
ま
し
た
。
 

 

・
高
効
率
な
建
設
機
械
等
の
使
用
を

促
進
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

の
低
減
に
努
め
ま
す
。
 

・
建
設
機
械
、
工
事
用
車
両
、
工
事

用
船

舶
の

整
備

・
点

検
を

徹
底

し
、
整
備
不
良
に
よ
る
温
室
効
果

ガ
ス
の
発
生
を
防
止
し
ま
す
。
 

・
工

事
関

係
者

に
対

す
る

建
設

機

械
、
工
事
用
車
両
、
工
事
用
船
舶

の
運
転
方
法
の
指
導
に
よ
り
、
ア

イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
の
徹
底
、

空
ぶ
か
し
の
禁
止
、
過
剰
な
負
荷

の
抑
制
を
行
い
、
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
の
低
減
に
努
め
ま
す
。
 

・
工
事
関
係
者
に
乗
合
通
勤
を
奨
励

し
、
工
事
中
の
通
勤
車
両
台
数
の

低
減
に
努
め
ま
す
。
 

・
資

機
材

運
搬

計
画

の
工

夫
に

よ

り
、
工
事
用
車
両
台
数
、
工
事
用

船
舶
隻
数
の
低
減
に
努
め
ま
す
。
 

 

<事
後

調
査

> 

 
実
施
し
ま
せ
ん
。
 

<環
境

監
視

> 

 
実
施
し
ま
せ
ん
。
 

 



 

 

9-78     

(2332) 

9.
1.
19

温
室
効
果
ガ
ス
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
の
概
要
（
２
）
 

 
予
測
結
果
 

評
価
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

事
後
調
査
及
び
環
境
監
視
 

飛 行 場 及 び そ の 施 設 の 存 在 及 び 供 用
 

○
航

空
機

の
運

航
に

よ
る

温
室

効
果

ガ
ス

排
出

量
 

・
航
空
機
の
運
航
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
 

 
は
44
,5
11
tC
O 2
/年

(ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
44
,5
11
tC
O 2
)

と
予
測
し
ま
し
た
。
 

○
飛

行
場

の
施

設
の

供
用

に
よ

る
温

室
効

果
ガ

ス
排

出
量

 

・
電
力
使
用
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は

7,
15
4t
CO

2/
年
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

・
訓
練
車
両
の
走
行
等
に
よ
る
温
室
ガ
ス
排
出
量
は

74
9.
3t
CO

2/
年
(軽

油
74
7.
8t
CO

2、
ガ
ソ
リ
ン
1.
5 

tC
O 2
)と

予
測
し
ま
し
た
。
 

〇
工

事
の

実
施

に
よ

る
温

室
効

果
ガ

ス
排

出
量

 

・
上
記
2項

目
か
ら
、
飛
行
場
及
び
そ
の
他
の
施
設

の
存
在
及
び
供
用
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
は
52
,4
14
tC
O 2
と
予
測
し
ま
し
た
。
 

  

○
環

境
影

響
の

回
避

・低
減

に
係

る
評

価
 

・
調
査
及
び
予
測
の
結
果
、
並
び
に
環
境

保
全

措
置

の
検

討
結

果
を

踏
ま

え
る

と
、
飛
行
場
及
び
そ
の
施
設
の
存
在
及

び
供
用
に
伴
う
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
は
、
上
記
の
環
境
保
全
措
置
を
講
じ

る
こ
と
に
よ
り
、
低
減
が
期
待
で
き
る

も
の
と
考
え
ま
す
。
 

・
以
上
か
ら
、
環
境
影
響
は
事
業
者
の
実

行
可
能
な
範
囲
内
で
低
減
が
図
ら
れ
て

い
る
と
評
価
し
ま
し
た
。
 

 

・
各

施
設

へ
の

LE
D

照
明

の
導

入
、
誘
導
路
等
へ
の

LE
D
灯
火

の
導

入
を

図
る

こ
と

で
、

温
室

効
果

ガ
ス

排
出

量
の

低
減

に
努

め
ま
す
。
 

・
空

調
・

電
力

等
の

効
率

運
用

が

図
れ

る
よ

う
適

切
な

管
理

を
行

い
、

温
室

効
果

ガ
ス

排
出

量
の

低
減
に
努
め
ま
す
。
 

<事
後

調
査

> 

 
実
施
し
ま
せ
ん
。
 

<環
境

監
視

> 

 
実
施
し
ま
せ
ん
。
 

 

 


